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綜企画・倉敷構造設計共同体

構造特記仕様書

構　造　特　記　仕　様　書

印を適用し、選択項目は

○ 印が複数有る場合は、共に適用する。

印が無い場合は ※ 印を適用する。
§1 一般事項

1-1 使用材料は原則としてJIS規格品、JAS規格品、又は大臣認定品とする。

1-2 設計図書の優先順位は下記による。

1)本特記仕様書

2)設計図

3)標準図 鉄筋コンクリート構造配筋標準図 鉄骨工作標準図

鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図  高強度せん断補強筋施工仕様書 

鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

4)仕様書 ( 　公共建築協会 ※　日本建築家協会 )

5)日本建築学会標準仕様書 , JASS5 , JASS6 (最新版とする)

  令39条・令82条の4(平12建告第1458号)に適合すること。

1)屋根葺き材・外装材・屋外帳壁の構造体への取付き及び風圧に対する構造強度等の技術的基準は

梁貫通位置、径、及び箇所数は(

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

　意匠図 　構造図 ※

1-7

1-6

1-5

1-4

1-3

第三者機関による検査・試験費用は工事費に ( 　含む※ 　含まない )

　設備図 )による。

§2 構造計算ルート

方  向

X

Y

　ルート1 　ルート2 　ルート3

　ルート1 　ルート2 　ルート3

構造計算ルート
2-1

2-2

2-3

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2024とすることができる。

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、令第73条第2項の仕様規定によらずJASS5(2018),

鉄筋の継手(定着については設計図若しくは標準図による)

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

　日本建築学会 JASS5(2018),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

　日本建築学会 RC規準2024

　建築基準法施行令第73条第2項による仕様規定※

重要度係数（用途係数）

§3 仮設工事,土工事

　場外搬出処分(

　搬入良土(盛土は30㎝毎に転圧締固めを行うこと)

　搬入良土(埋戻し土は30㎝毎に転圧締固めを行うこと)

　指定場所 )

　根切り土の中の良土

　根切り土の中の良土

　場内地均し

埋戻し土

盛土

残土処分

3-1

3-2 埋戻し土、盛土、残土処分

※

※

※ ※　自由

§4 地業工事

 注1).アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

 注2).端部aは100以上とする。
a

基礎及びスラブ下地業4-1 (単位mm)

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

場   所 捨てコンクリート厚さ

注1) :

:

A

B

※　50 　60 　100 　A 　B 　60 　100 　150

厚　　　さ

基 礎

基 礎 梁

構造スラブ

土間コン

クリート

独立,布

ベ  タ

屋 内

屋 外

　50 　60 　100 　A 　B 　60 　100 　150

　50 　60 　100 　A 　B 　60 　100 　150

　50 　60 　100 　A 　B 　60 　100 　150

　50 　60 　100 　A 　B 　60 　100 　150

　50 　60 　100 　A 　B 　60 　100 　150

地耐力載荷試験

設計地耐力

　行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する)

　長期 　－ kN/m2 短期 kN/m2 終局 kN/m2　－ 　－

　行わない※

4-2

地盤改良

　無筋コンクリート地業

　セメント系固化材撹袢

　載荷試験

　六価クロム溶出試験

　一軸圧縮試験[

[

 ]

 ]

　行う

　行う

　締固め工法

　圧密排水工法

　柱状改良

(  箇所)1 　行わない※

　行わない※

既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

1)杭種

2)工法

　鋼管杭

　節杭

　PRC杭

　SC杭

　ST杭

　PHC杭

　打撃工法

　埋込み工法

t㎜

　A種

　A種

　A種

　Ⅰ種 　Ⅱ種

　B種 　C種

　Ⅲ種 　Ⅳ種

　B種 　C種

　B種 　C種

　油圧ハンマー

　プレボーリング拡大根固め工法(認定工法)

　ディーゼルハンマー

4-4

4-3

終局 kN短期 kN長期 kN杭径(符号)mm 本数 備  考

用途係数の区分と対象建築物　：　区分（Ⅱ）＝1.25   建築物＝校舎

山留め、根切り 意匠図による

　6mm 　9mm 　12mm

6230

φ700(P2)

φ600(P3,P3T)

φ800(P2T)

φ800(P1)

4170

4170

3260

12460

8340

8340

18690

12510

12510

9780

9

11

3)杭径,設計耐力,本数表　校舎棟

終局 kN短期 kN長期 kN杭径(符号)mm 本数 備  考

　杭径,設計耐力,本数表　渡り廊下棟

φ350(P4)

　ﾊｲﾊﾟｰｽﾄﾚｰﾄNT工法(TACP-0675、TACP-0676)

　ﾊｲﾊﾟｰｽﾄﾚｰﾄ工法(TACP-0404、TACP-0405)

830 1660 2490 4

§7 鉄骨工事

7-1 材種及び使用箇所

規 格 名 称 鋼   材   名 柱
通 し
ダイア

内
ダイア

大梁 ﾌﾞﾚｰｽ
小梁
他

　SS400一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

建築構造用圧延鋼材

一般構造用角形鋼管

冷間成形角形鋼管

熱間成形角形鋼管

一般構造用炭素鋼管

一般構造用軽量形鋼

建築構造用圧延棒鋼

　SM400A

　SN400A

　SN400B

　SN400C

　STKR400

　BCR295

　BCP235

　SHC400B

　SHC490B

　STK400

　STKN400

　SSC400

　SNR400

　STKN490

　STK490

　SHC490C

　SHC400C

　BCP325

　STKR490

　SN490C

　SN490B

　SM490A

7-2 高力ボルト

　S10T※トルシア形高力ボルト

JIS形高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

超高力ボルト

　F10T

　 F8T

　S14T

全般

トルシア形が使用できない部分

母材が亜鉛メッキされている部分

屋内環境

使 用 箇 所高 力 ボ ル ト の 種 類

7-3 普通ボルト,アンカーボルト

1)材質

2)大臣認定柱脚(メーカー仕様による)

　SS400

　ABR400 　ABR490 　ABM400

　使用する

　ABM490(ABMはM24以上)

　使用しない

　SS490( M    以上)

7-4 頭付きスタッド

　100　80 　120 　15016 φ

19 φ

22 φ

径 長   さ(mm) 使 用 箇 所

　100　80 　120 　150

　100 　120 　150

7-5 溶接材料

1)アーク溶接に使用する溶接棒,ワイヤ及びフラックスは母材の種類,寸法,及び溶接条件に相応

　したものを選定する。

2)ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

7-6 スカラップ形状 ※  ノンスカラップ工法 　スカラップ工法

7-7 継手

フランジ

ウェブ

柱 梁

　高力ボルト

　高力ボルト

　現場溶接 　高力ボルト 　現場溶接※

※　現場溶接 　現場溶接　高力ボルト

7-8 溶接手法及び管理

1) 使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

2)

3)

但し、代替タブのAW検定有資格者は技量検定付加試験を免除する。

完全溶け込み溶接はAW検定の有資格者が行うとする指定を

本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技術者技量検定付加試験を

　行う※

　行う※

　行わない

　行わない

7-9 デッキプレート (単位 mm )

1)

2)

3)

4)

床用

合成スラブ用

型枠用

防錆処理

高さ

高さ

高さ

　プライマー

板厚

板厚

板厚 形版 タイプ

　Z12 　Z27　亜鉛メッキ

7-10 塗装(工場塗 ※　2回 　1回、現場タッチアップ程度とする )

1)

2)

素地調整

下塗り用塗料 ※　ケレン 　ブラスト

適用
塗       料 種  別 標準膜厚

30μm

30μm

40μm

15μm

30μmA種

※ ※

屋外 室内

鉛、クロムフリ-錆び止め

水系さび止めペイント

変性エポキシ樹脂プライマー

有機ジンクリッチプライマー

構造物用さび止めペイント

JISK5674

JISK5552

JISK5551

JASS18   M-109

JASS18   M-111

　1種※ ※　2種

　1種 　2種

　2種

3) 

4) 

5) 

溶融亜鉛メッキ

常温亜鉛メッキ

高耐食メッキ鋼板（t3.2mm以下）

　行う

　行う 　行わない

　行わない

　用いる 　用いない

7-11 溶接部の検査(受入検査)

1)受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。

2)第三者検査機関は(一社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の認定を

  取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。

3)受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

4)外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会

  「JASS6 鉄骨工事 2018 付則6. 鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。

5)超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」2018により、合否

  判定は7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。

6)溶接箇所数の数え方は「JASS6 鉄骨工事 2018」表10.1溶接箇所数の数え方による。

7)受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。

a)工場溶接の場合

ⅰ.検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所300箇所以内で構成する。

ⅱ.抜取り数は各ロット毎に30箇所をランダムにサンプリングする。

ⅲ.大きさ30個のサンプル中の不適合個数が1個以下のときはロットを合格とし、4個以上のときは

　 ロットを不合格とする。ただし、サンプル中の不適合数が1個を超え4個未満のときは、同じ

　 ロットからさらに30個のサンプルを抜取検査する。総計60個のサンプルについての不適合個数

　 の合計が4個以下のときはロットを合格とし、5個以上のときはロットを不合格とする。

b)現場溶接の場合

ⅰ.全数検査とする。

8)検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

9)ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人 建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

　行う 　行わない※

4)杭の構成は設計図による。

5)杭頭補強

　かご筋 　スタッド溶接 　杭外周溶接 　クラウンパイルアンカー構法

杭打地業共通事項

2)載荷試験

1)[ 　試験杭 　試験掘 ] 　行わない

　行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する) 　行わない※

4-6

3)SL塗布 　行わない※　行う

　行う(　本)

§6 コンクリート工事

6-1 レディーミクストコンクリート(JIS A5308-2024)

1)セメント   　普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

　低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

2)粗骨材

最大径(mm) 　20

　砂利 　砕石

　25 　40

　高炉ｽﾗｸﾞ骨材

　高炉ｾﾒﾝﾄB種

　人工軽量骨材 　再生骨材

3)設計基準強度    (N/mm 2)

　普通コンクリート

　Fc18 　Fc21 　Fc24 　Fc27 　Fc30 　Fc 　Fc

　LFc18 　LFc21 　LFc24 　LFc27 　LFc30 　LFc

　軽量コンクリート( 　2種 気乾単位容積質量 )

4)土間コンクリート

5)捨てコンクリート

　Fc

　Fc 18

(ただし柱,壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)

6)防水押さえコンクリート

7)かさ上げコンクリート

　Fc

　Fc

　LFc

　LFc

(気乾単位容積質量 )

(気乾単位容積質量 )

6-2 混和材 　AE減水剤 　高性能AE減水剤 　躯体防水材 　膨張材

6-3

注1).混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたもの使用する。

※監理者と協議の上決定すること。

単位セメント量

単位水量

水セメント比

スランプ

箇  所 基礎, 基礎梁 一  般

kg/m3

kg/m3

cm

%

備 考

 60以下

185以下

270以上

15 18

※

※

　1種※ ※　18.5

※　18.5

※

※　18.5

6-4

1)骨材

2)フレッシュコンクリート

　行う 　行わない※

　行う 　行わない※

　行う 　行わない※

[ 　塩分含有量 　アルカリシリカ反応性 ]

[ 　スランプ 　空気量　  ]

3)躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

4)コンクリートコア抜き取り圧縮試験

5)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)

6)単位水量測定

※

※

　行わない

　行わない

　行わない　行う

　行う

　行う

60以下

185以下

270以下

60以下

185以下

270以下

6-5

試験 (躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)

注2).スランプは特記なき限り施工者が決め監理者に報告する。

調合 (補正値は工事費に含む)

計画供用期間の級( )は耐久設計基準強度Fd

　短期(18) 　標準(24) 　長期(30) 　超長期(36)

調合管理強度 Fm=Max( Fc , Fd )+S S＝3～6

材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。

F≧Fm+1.73σ F≧0.85Fm+3σ

§5 鉄筋工事

5-1 材種

種 類 径 継    手

　SD295

　SD345

　SD390

　SD490

　溶接金網

　高強度せん断

　補強筋

D

D

D

D

　スパイラル 　工場溶接

　機械継手　溶接接手

　機械継手(  級)

　機械継手(  級)

※

※

※

※

　重ね継手

　重ね継手

　溶接接手

　溶接接手

　重ね継手

　フック加工 　スパイラル 　工場溶接

以下

以上

以上

D 以下以上19

16

25

P

U

　1275級

　 785級

　 685級

溶接継手 　突き合せ溶接（Ｄ１６以下は重ねアーク溶接でも可）　ガス圧接

　新ＮＴ工法等の評定取得工法

5-2 ガス圧接部の検査(第三者機関による)外観検査全数(引張り試験の場合、施工者自主検査でもよい)

　各工法、認定・評定条件による

　抜取り検査

　引張り試験(JISZ3120)

　1検査ロットにつき 　3本※

　超音波探傷試験(JISZ3062)

　1検査ロットにつき 　30箇所

　原則 柱・梁の径毎に3本

　熱間押抜き試験

　不合格となった圧接部は切り取って再圧接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した圧接箇所の数量で200箇所以内

5-3 溶接、機械式継手の検査は各々の認定方法による他,日本継手協会仕様書(2017年)及び下記を参照する。

JIS Z 3063 (鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波探傷試験方法及び判定基準)

JIS Z 3064 (鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定試験方法及び判定基準)

梁貫通補強

補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。

5-4

5-5 その他

基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として 　①一般 　②地反力を受ける

　③上載荷重が大きい場合

１梁の余長  の採用 大梁・小梁

基礎梁

※ D' (梁有効成)

※ min(    ,   )Ｄ’ L 2

とする。

　端部上下筋15d　中央上下筋20d

　端部上下筋15d　中央上下筋20d

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

6-6 せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)

注) 設計基準強度注)0.85Fcまたは12N/mm2

28 日

17 日

25 日

28 日

梁  下スラブ下基礎、梁側、柱、壁

3 日

5 日

8 日

5N/mm2圧縮試験による場合

の材齢
コンクリート

による場合

15 ℃以上

5 ℃以上

0 ℃以上

注）かつ、施工中の荷重及び外力について、構造計算により安全が確認されるまで。

6-7 Fc36を超える場合は高強度コンクリートとし、仕様は別記特記仕様書(JASS5等)による

コンクリートブロック

§8 コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事

外壁取付構法及び厚さ ㎜

押出成形セメント板8-3

8-4 PCa板

1)床及び屋根

　合成板

　PCa板単独 厚さ mm 　床 　屋根

方  向

縦

横

構     法 使 用 箇 所 備   考

　ロッキング構法

　スライド構法

2)外壁 厚さ  mm

現場打厚さ　㎜PCa板厚さ　㎜ 合計厚さ　㎜ 備     考

方  向

縦

横

構     法 使 用 箇 所 備   考

　ロッキング構法

　アンカー構法

3)外壁取り付け構法

2)厚さ mm

1)使用箇所

8-2 ALC パネル

8-1

2)厚さ mm

1)種類 　A 種

　100 　120 　150 　190

　B 種 　C 種

　床

　100 　120(125)　75(80） 　150 　175

　内壁　外壁　屋根

§9 建築設備の構造強度 令第１２９条の２の３の事項

9-1 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

・　建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の恐れがないものとする事

・　屋上から突出する水槽・煙突・冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」という）は、支持構造部

　　又は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結する事

・　煙突の往生突出部の高さは、れんが造・石造・コンクリートブロック造又は無斤コンクリート造の場合は、鉄製

　　の支枠を設けたものを除き、９０cm以下とする事

・　煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５cm以上とした鉄筋コンクリート造又は、

　　厚さが２５cm以上の無筋コンクリート造・石造若しくはコンクリートブロック造とする事

・　建築物に設ける給水・排水その他の配管設備（給湯設備*1を除く）は下記による事

・　風圧・土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする事

・　建築物の部分を貫通して配管する場合に於いては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等、有効な管の

　　損傷防止のための措置を講ずる事

・　管の伸縮その他の変形により当該間に損傷が生じる恐れがある場合に於いて、伸縮継手又は可撓継手を設

　　ける等有効な損傷防止のための措置を講ずる事

・　管を支持し、又は固定する場合に於いては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動

　　及び衝撃の緩和のための措置を講ずる事

・　法第２０条第一号から三号までの建築物に設ける屋上水槽にあっては、平成１２年建設省告示第１３８９号に

　　より、風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとする事

・　給湯設備*1は、風圧・土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする事

　　満水時の質量が１５kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成１２年

　　建設省告示第１３８８号第５に規定する構造方法による事

　　＊１「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当する

　　　　ものを除いたもの

  ・補強マニュアル」による。

7-12 鉄骨製作工場    下記〇印のグレード認定工場の内、納期・製作能力・鉄骨数量を勘案して工場選択のこと

国土交通省大臣認定(グレード)

S H M R J

29

K　ﾘﾊﾞｰﾎﾞﾝ785

24

梁上

梁上

構造設計一級建築士 第4087号

一級建築士 第243674号

木村　誠司

3

9

(管理棟)

(渡り廊下２)

管理棟・渡り廊下２

渡り廊下２ 管理棟

管理棟
渡り廊下2 渡り廊下2 管理棟

S-001

6520

三
宅

3

再生砕石

切込砕石
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倉敷市鉄筋コンクリート構造配筋標準図倉敷市鉄筋コンクリート構造配筋標準図倉敷市鉄筋コンクリート構造配筋標準図倉敷市鉄筋コンクリート構造配筋標準図倉敷市鉄筋コンクリート構造配筋標準図倉敷市鉄筋コンクリート構造配筋標準図倉敷市鉄筋コンクリート構造配筋標準図

設計図書に記載なき場合は本標準図による。設計図書に記載なき場合は本標準図による。設計図書に記載なき場合は本標準図による。設計図書に記載なき場合は本標準図による。設計図書に記載なき場合は本標準図による。設計図書に記載なき場合は本標準図による。設計図書に記載なき場合は本標準図による。

§１　一般共通事項§１　一般共通事項§１　一般共通事項§１　一般共通事項§１　一般共通事項§１　一般共通事項§１　一般共通事項

１．１　鉄筋の折曲げ形状及び寸法１．１　鉄筋の折曲げ形状及び寸法１．１　鉄筋の折曲げ形状及び寸法１．１　鉄筋の折曲げ形状及び寸法１．１　鉄筋の折曲げ形状及び寸法１．１　鉄筋の折曲げ形状及び寸法１．１　鉄筋の折曲げ形状及び寸法

１．２　鉄筋の継手１．２　鉄筋の継手１．２　鉄筋の継手１．２　鉄筋の継手１．２　鉄筋の継手１．２　鉄筋の継手１．２　鉄筋の継手

１．３　隣り合う継手の位置１．３　隣り合う継手の位置１．３　隣り合う継手の位置１．３　隣り合う継手の位置１．３　隣り合う継手の位置１．３　隣り合う継手の位置１．３　隣り合う継手の位置

３．２　帯　　　筋３．２　帯　　　筋３．２　帯　　　筋３．２　帯　　　筋３．２　帯　　　筋３．２　帯　　　筋３．２　帯　　　筋

§３　柱§３　柱§３　柱§３　柱§３　柱§３　柱§３　柱

３．１　柱筋の継手及び定着３．１　柱筋の継手及び定着３．１　柱筋の継手及び定着３．１　柱筋の継手及び定着３．１　柱筋の継手及び定着３．１　柱筋の継手及び定着３．１　柱筋の継手及び定着

１．４　鉄筋の定着１．４　鉄筋の定着１．４　鉄筋の定着１．４　鉄筋の定着１．４　鉄筋の定着１．４　鉄筋の定着１．４　鉄筋の定着 ２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）

（３）重ね継手は、次による。（３）重ね継手は、次による。（３）重ね継手は、次による。（３）重ね継手は、次による。（３）重ね継手は、次による。（３）重ね継手は、次による。（３）重ね継手は、次による。

２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。

　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。 ３．２．１　帯　　　筋３．２．１　帯　　　筋３．２．１　帯　　　筋３．２．１　帯　　　筋３．２．１　帯　　　筋３．２．１　帯　　　筋３．２．１　帯　　　筋

３．１．１　一般事項３．１．１　一般事項３．１．１　一般事項３．１．１　一般事項３．１．１　一般事項３．１．１　一般事項３．１．１　一般事項

（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。

（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。

（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。

（３）フック及び継手の位置は、交互とする。（３）フック及び継手の位置は、交互とする。（３）フック及び継手の位置は、交互とする。（３）フック及び継手の位置は、交互とする。（３）フック及び継手の位置は、交互とする。（３）フック及び継手の位置は、交互とする。（３）フック及び継手の位置は、交互とする。

１．４．１　鉄筋の定着の長さ１．４．１　鉄筋の定着の長さ１．４．１　鉄筋の定着の長さ１．４．１　鉄筋の定着の長さ１．４．１　鉄筋の定着の長さ１．４．１　鉄筋の定着の長さ１．４．１　鉄筋の定着の長さ

　の場合は５０ｄ)と下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。　の場合は５０ｄ)と下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。　の場合は５０ｄ)と下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。　の場合は５０ｄ)と下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。　の場合は５０ｄ)と下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。　の場合は５０ｄ)と下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。　の場合は５０ｄ)と下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。

（１）継手中心位置は、梁上端から500㎜以上（１）継手中心位置は、梁上端から500㎜以上（１）継手中心位置は、梁上端から500㎜以上（１）継手中心位置は、梁上端から500㎜以上（１）継手中心位置は、梁上端から500㎜以上（１）継手中心位置は、梁上端から500㎜以上（１）継手中心位置は、梁上端から500㎜以上

（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、

　　構造計算等により必要長さの確認を行うも　　構造計算等により必要長さの確認を行うも　　構造計算等により必要長さの確認を行うも　　構造計算等により必要長さの確認を行うも　　構造計算等により必要長さの確認を行うも　　構造計算等により必要長さの確認を行うも　　構造計算等により必要長さの確認を行うも

　　のとする。　　のとする。　　のとする。　　のとする。　　のとする。　　のとする。　　のとする。

　　1,500㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱　　1,500㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱　　1,500㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱　　1,500㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱　　1,500㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱　　1,500㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱　　1,500㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱

　　の内法高さ）以下とする。　　の内法高さ）以下とする。　　の内法高さ）以下とする。　　の内法高さ）以下とする。　　の内法高さ）以下とする。　　の内法高さ）以下とする。　　の内法高さ）以下とする。

　　考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。　　考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。　　考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。　　考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。　　考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。　　考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。　　考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。

（３）柱頭柱主筋は、梁上端主筋との取合いを（３）柱頭柱主筋は、梁上端主筋との取合いを（３）柱頭柱主筋は、梁上端主筋との取合いを（３）柱頭柱主筋は、梁上端主筋との取合いを（３）柱頭柱主筋は、梁上端主筋との取合いを（３）柱頭柱主筋は、梁上端主筋との取合いを（３）柱頭柱主筋は、梁上端主筋との取合いを

折 曲 げ 図折 曲 げ 図折 曲 げ 図折 曲 げ 図折 曲 げ 図折 曲 げ 図折 曲 げ 図

その他の鉄筋その他の鉄筋その他の鉄筋その他の鉄筋その他の鉄筋その他の鉄筋その他の鉄筋

折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)

３ｄ３ｄ３ｄ３ｄ３ｄ３ｄ３ｄ

以上以上以上以上以上以上以上
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フックありの場合フックありの場合フックありの場合フックありの場合フックありの場合フックありの場合フックありの場合

フックなしの場合フックなしの場合フックなしの場合フックなしの場合フックなしの場合フックなしの場合フックなしの場合
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鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の

継手継手継手継手継手継手継手 定着定着定着定着定着定着定着

４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上

(５ｄ以上)(５ｄ以上)(５ｄ以上)(５ｄ以上)(５ｄ以上)(５ｄ以上)(５ｄ以上)

６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上

(６ｄ以上)(６ｄ以上)(６ｄ以上)(６ｄ以上)(６ｄ以上)(６ｄ以上)(６ｄ以上)

８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上

(８ｄ以上)(８ｄ以上)(８ｄ以上)(８ｄ以上)(８ｄ以上)(８ｄ以上)(８ｄ以上)

柱・梁の主筋及び杭基礎の柱・梁の主筋及び杭基礎の柱・梁の主筋及び杭基礎の柱・梁の主筋及び杭基礎の柱・梁の主筋及び杭基礎の柱・梁の主筋及び杭基礎の柱・梁の主筋及び杭基礎の
ベース筋並びにＤ１６以上ベース筋並びにＤ１６以上ベース筋並びにＤ１６以上ベース筋並びにＤ１６以上ベース筋並びにＤ１６以上ベース筋並びにＤ１６以上ベース筋並びにＤ１６以上
の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋

ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋
あばら筋、帯筋、スパイラあばら筋、帯筋、スパイラあばら筋、帯筋、スパイラあばら筋、帯筋、スパイラあばら筋、帯筋、スパイラあばら筋、帯筋、スパイラあばら筋、帯筋、スパイラ

Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋

幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下

使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所

135°135°135°135°135°135°135°

及び及び及び及び及び及び及び

90°90°90°90°90°90°90°

90°90°90°90°90°90°90°

135°135°135°135°135°135°135°

180°180°180°180°180°180°180°

90°90°90°90°90°90°90°

以下以下以下以下以下以下以下

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの
設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度
Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別

折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ
角　度角　度角　度角　度角　度角　度角　度

　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。

（注）１．Ｄは、曲げ内法直径（注）１．Ｄは、曲げ内法直径（注）１．Ｄは、曲げ内法直径（注）１．Ｄは、曲げ内法直径（注）１．Ｄは、曲げ内法直径（注）１．Ｄは、曲げ内法直径（注）１．Ｄは、曲げ内法直径

　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値

　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。

（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。

　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び

　　　　最上階の柱頭にある場合はフックを付ける。　　　　最上階の柱頭にある場合はフックを付ける。　　　　最上階の柱頭にある場合はフックを付ける。　　　　最上階の柱頭にある場合はフックを付ける。　　　　最上階の柱頭にある場合はフックを付ける。　　　　最上階の柱頭にある場合はフックを付ける。　　　　最上階の柱頭にある場合はフックを付ける。
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ａａａａａａａ

カップラーカップラーカップラーカップラーカップラーカップラーカップラー

bbbbbbb

ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上

ａ＝０．５Ｌ1ａ＝０．５Ｌ1ａ＝０．５Ｌ1ａ＝０．５Ｌ1ａ＝０．５Ｌ1ａ＝０．５Ｌ1ａ＝０．５Ｌ1 ａ≧０．５Ｌ1ａ≧０．５Ｌ1ａ≧０．５Ｌ1ａ≧０．５Ｌ1ａ≧０．５Ｌ1ａ≧０．５Ｌ1ａ≧０．５Ｌ1

ａ≧４００ｍｍａ≧４００ｍｍａ≧４００ｍｍａ≧４００ｍｍａ≧４００ｍｍａ≧４００ｍｍａ≧４００ｍｍａａａａａａａ

圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

lololololololo

Ｌ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h

Ｌ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h

ａａａａａａａ

ａ＝０．５Ｌ1hａ＝０．５Ｌ1hａ＝０．５Ｌ1hａ＝０．５Ｌ1hａ＝０．５Ｌ1hａ＝０．５Ｌ1hａ＝０．５Ｌ1h ａ≧０．５Ｌ1hａ≧０．５Ｌ1hａ≧０．５Ｌ1hａ≧０．５Ｌ1hａ≧０．５Ｌ1hａ≧０．５Ｌ1hａ≧０．５Ｌ1h

ａａａａａａａＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h Ｌ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

ａａａａａａａ ａａａａａａａＬ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1 Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合

下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋

が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合

上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋
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２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2
Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

余長余長余長余長余長余長余長

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※ １５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長) 継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ １５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長) Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※
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≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm ≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm

１．４．２　定着の方法１．４．２　定着の方法１．４．２　定着の方法１．４．２　定着の方法１．４．２　定着の方法１．４．２　定着の方法１．４．２　定着の方法

（１）定着の方法は下図による。（１）定着の方法は下図による。（１）定着の方法は下図による。（１）定着の方法は下図による。（１）定着の方法は下図による。（１）定着の方法は下図による。（１）定着の方法は下図による。

（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場

（イ）直線定着（イ）直線定着（イ）直線定着（イ）直線定着（イ）直線定着（イ）直線定着（イ）直線定着

フックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなし 梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

フックありフックありフックありフックありフックありフックありフックあり 梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ
（ロ）折曲げ定着（ロ）折曲げ定着（ロ）折曲げ定着（ロ）折曲げ定着（ロ）折曲げ定着（ロ）折曲げ定着（ロ）折曲げ定着

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

ＬaＬaＬaＬaＬaＬaＬa ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb

ｌｌｌｌｌｌｌ

小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）
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長
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長
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長
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長
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長

Ｌa(ただし、柱せＬa(ただし、柱せＬa(ただし、柱せＬa(ただし、柱せＬa(ただし、柱せＬa(ただし、柱せＬa(ただし、柱せ
いの３/４倍以上)いの３/４倍以上)いの３/４倍以上)いの３/４倍以上)いの３/４倍以上)いの３/４倍以上)いの３/４倍以上)

余
長
余
長
余
長
余
長
余
長
余
長
余
長

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb

ＬＬＬＬＬＬＬ

Ｌ1,Ｌ2又はＬ3Ｌ1,Ｌ2又はＬ3Ｌ1,Ｌ2又はＬ3Ｌ1,Ｌ2又はＬ3Ｌ1,Ｌ2又はＬ3Ｌ1,Ｌ2又はＬ3Ｌ1,Ｌ2又はＬ3

Ｌ1h,Ｌ2h又はＬ3hＬ1h,Ｌ2h又はＬ3hＬ1h,Ｌ2h又はＬ3hＬ1h,Ｌ2h又はＬ3hＬ1h,Ｌ2h又はＬ3hＬ1h,Ｌ2h又はＬ3hＬ1h,Ｌ2h又はＬ3h

▽▽▽▽▽▽▽
定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点

ＬＬＬＬＬＬＬ

▽▽▽▽▽▽▽
定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点

１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔

１．４．３　溶接金網の継手及び定着１．４．３　溶接金網の継手及び定着１．４．３　溶接金網の継手及び定着１．４．３　溶接金網の継手及び定着１．４．３　溶接金網の継手及び定着１．４．３　溶接金網の継手及び定着１．４．３　溶接金網の継手及び定着

（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。

１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ

（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。

（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さ（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さ（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さ（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さ（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さ（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さ（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さ

　　を定める。　　を定める。　　を定める。　　を定める。　　を定める。　　を定める。　　を定める。

1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、
150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋
1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、
150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手

鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月

　　31日　建設省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。　　31日　建設省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。　　31日　建設省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。　　31日　建設省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。　　31日　建設省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。　　31日　建設省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。　　31日　建設省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。

１）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ４０ｄ(軽量コンクリート１）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ４０ｄ(軽量コンクリート１）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ４０ｄ(軽量コンクリート１）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ４０ｄ(軽量コンクリート１）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ４０ｄ(軽量コンクリート１）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ４０ｄ(軽量コンクリート１）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ４０ｄ(軽量コンクリート

Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの
設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度

１８１８１８１８１８１８１８

２１２１２１２１２１２１２１

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

１８１８１８１８１８１８１８

２１２１２１２１２１２１２１

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

２１２１２１２１２１２１２１

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の
種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別

構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別

屋　　内屋　　内屋　　内屋　　内屋　　内屋　　内屋　　内

屋　　外屋　　外屋　　外屋　　外屋　　外屋　　外屋　　外

柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁

耐　力　壁耐　力　壁耐　力　壁耐　力　壁耐　力　壁耐　力　壁耐　力　壁

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし

２０２０２０２０２０２０２０

最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ

３０３０３０３０３０３０３０

３０３０３０３０３０３０３０

３０３０３０３０３０３０３０

３０３０３０３０３０３０３０

４０４０４０４０４０４０４０

*４０*４０*４０*４０*４０*４０*４０

４０４０４０４０４０４０４０

*６０*６０*６０*６０*６０*６０*６０

６０６０６０６０６０６０６０

土　に　接　し土　に　接　し土　に　接　し土　に　接　し土　に　接　し土　に　接　し土　に　接　し

な　い　部　分な　い　部　分な　い　部　分な　い　部　分な　い　部　分な　い　部　分な　い　部　分

煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分

擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ

柱　、　梁　、　スラブ　、　壁柱　、　梁　、　スラブ　、　壁柱　、　梁　、　スラブ　、　壁柱　、　梁　、　スラブ　、　壁柱　、　梁　、　スラブ　、　壁柱　、　梁　、　スラブ　、　壁柱　、　梁　、　スラブ　、　壁

基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブる　　部　　分る　　部　　分る　　部　　分る　　部　　分る　　部　　分る　　部　　分る　　部　　分

仕　上　げ　あ　り仕　上　げ　あ　り仕　上　げ　あ　り仕　上　げ　あ　り仕　上　げ　あ　り仕　上　げ　あ　り仕　上　げ　あ　り

仕　上　げ　な　し仕　上　げ　な　し仕　上　げ　な　し仕　上　げ　な　し仕　上　げ　な　し仕　上　げ　な　し仕　上　げ　な　し以　外　の　壁以　外　の　壁以　外　の　壁以　外　の　壁以　外　の　壁以　外　の　壁以　外　の　壁

スラブ・耐力壁スラブ・耐力壁スラブ・耐力壁スラブ・耐力壁スラブ・耐力壁スラブ・耐力壁スラブ・耐力壁

土　に　接　す土　に　接　す土　に　接　す土　に　接　す土　に　接　す土　に　接　す土　に　接　す

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

１８１８１８１８１８１８１８

２１２１２１２１２１２１２１

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

１８１８１８１８１８１８１８

２１２１２１２１２１２１２１

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

２１２１２１２１２１２１２１

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ

４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ

４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

Ｌ1(フックなし)Ｌ1(フックなし)Ｌ1(フックなし)Ｌ1(フックなし)Ｌ1(フックなし)Ｌ1(フックなし)Ｌ1(フックなし) Ｌ1h(フックあり)Ｌ1h(フックあり)Ｌ1h(フックあり)Ｌ1h(フックあり)Ｌ1h(フックあり)Ｌ1h(フックあり)Ｌ1h(フックあり)

lllllll

フックありの場合の重ね継手長さフックありの場合の重ね継手長さフックありの場合の重ね継手長さフックありの場合の重ね継手長さフックありの場合の重ね継手長さフックありの場合の重ね継手長さフックありの場合の重ね継手長さ

Ｌ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h

１．５．２　鉄筋の間隔１．５．２　鉄筋の間隔１．５．２　鉄筋の間隔１．５．２　鉄筋の間隔１．５．２　鉄筋の間隔１．５．２　鉄筋の間隔１．５．２　鉄筋の間隔

１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

２）２５ｍｍ２）２５ｍｍ２）２５ｍｍ２）２５ｍｍ２）２５ｍｍ２）２５ｍｍ２）２５ｍｍ

３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍

４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との

　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　

（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。

異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋

（注）Ｄ：鉄筋の最大外径（注）Ｄ：鉄筋の最大外径（注）Ｄ：鉄筋の最大外径（注）Ｄ：鉄筋の最大外径（注）Ｄ：鉄筋の最大外径（注）Ｄ：鉄筋の最大外径（注）Ｄ：鉄筋の最大外径

間 隔間 隔間 隔間 隔間 隔間 隔間 隔

ＤＤＤＤＤＤＤ ＤＤＤＤＤＤＤあきあきあきあきあきあきあき

２．１　基礎の配筋２．１　基礎の配筋２．１　基礎の配筋２．１　基礎の配筋２．１　基礎の配筋２．１　基礎の配筋２．１　基礎の配筋

§２　基礎及び基礎梁の配筋§２　基礎及び基礎梁の配筋§２　基礎及び基礎梁の配筋§２　基礎及び基礎梁の配筋§２　基礎及び基礎梁の配筋§２　基礎及び基礎梁の配筋§２　基礎及び基礎梁の配筋

２．２　基礎接合部の補強２．２　基礎接合部の補強２．２　基礎接合部の補強２．２　基礎接合部の補強２．２　基礎接合部の補強２．２　基礎接合部の補強２．２　基礎接合部の補強

２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長

２．１．１　一般事項２．１．１　一般事項２．１．１　一般事項２．１．１　一般事項２．１．１　一般事項２．１．１　一般事項２．１．１　一般事項

２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法

（１）杭基礎の場合（１）杭基礎の場合（１）杭基礎の場合（１）杭基礎の場合（１）杭基礎の場合（１）杭基礎の場合（１）杭基礎の場合

（２）直接基礎の場合（２）直接基礎の場合（２）直接基礎の場合（２）直接基礎の場合（２）直接基礎の場合（２）直接基礎の場合（２）直接基礎の場合

２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合

（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。

（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。

２．３．１　一般事項２．３．１　一般事項２．３．１　一般事項２．３．１　一般事項２．３．１　一般事項２．３．１　一般事項２．３．１　一般事項

（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。

（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。

Ａ形，Ｂ形ともＡ形，Ｂ形ともＡ形，Ｂ形ともＡ形，Ｂ形ともＡ形，Ｂ形ともＡ形，Ｂ形ともＡ形，Ｂ形とも(((((((平面平面平面平面平面平面平面)))))))

＜Ａ形＞＜Ａ形＞＜Ａ形＞＜Ａ形＞＜Ａ形＞＜Ａ形＞＜Ａ形＞ ＜Ｂ形＞＜Ｂ形＞＜Ｂ形＞＜Ｂ形＞＜Ｂ形＞＜Ｂ形＞＜Ｂ形＞

ＤＤＤＤＤＤＤ
ＤＤＤＤＤＤＤ

＜独立基礎＞＜独立基礎＞＜独立基礎＞＜独立基礎＞＜独立基礎＞＜独立基礎＞＜独立基礎＞ ＜連続基礎＞＜連続基礎＞＜連続基礎＞＜連続基礎＞＜連続基礎＞＜連続基礎＞＜連続基礎＞

図２．３．１図２．３．１図２．３．１図２．３．１図２．３．１図２．３．１図２．３．１

０＜Ｄ≦２０００＜Ｄ≦２０００＜Ｄ≦２０００＜Ｄ≦２０００＜Ｄ≦２０００＜Ｄ≦２０００＜Ｄ≦２００ ２００＜Ｄ≦１０００２００＜Ｄ≦１０００２００＜Ｄ≦１０００２００＜Ｄ≦１０００２００＜Ｄ≦１０００２００＜Ｄ≦１０００２００＜Ｄ≦１０００

独立基礎で基礎梁にスラブが独立基礎で基礎梁にスラブが独立基礎で基礎梁にスラブが独立基礎で基礎梁にスラブが独立基礎で基礎梁にスラブが独立基礎で基礎梁にスラブが独立基礎で基礎梁にスラブが 連続基礎及びべた基礎連続基礎及びべた基礎連続基礎及びべた基礎連続基礎及びべた基礎連続基礎及びべた基礎連続基礎及びべた基礎連続基礎及びべた基礎
つかない場合つかない場合つかない場合つかない場合つかない場合つかない場合つかない場合

基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋
と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔

※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。
　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。
　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。
（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。

基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋
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基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋

100100100100100100100

杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径

杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径

杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径

基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋

▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄＡＡＡＡＡＡＡ

連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋

基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅 梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅

Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※

１.５倍１.５倍１.５倍１.５倍１.５倍１.５倍１.５倍
杭径の杭径の杭径の杭径の杭径の杭径の杭径の

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2

lololololololo

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

lololololololo

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2

柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

lololololololo

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

≧１００≧１００≧１００≧１００≧１００≧１００≧１００

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※ Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ １５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長) Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横

中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋

Ｄ１３＠２００縦横Ｄ１３＠２００縦横Ｄ１３＠２００縦横Ｄ１３＠２００縦横Ｄ１３＠２００縦横Ｄ１３＠２００縦横Ｄ１３＠２００縦横

Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横

底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋

基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋

　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠
　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13
　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13
　　　　　●杭径300φ以下……4-D13　　　　　●杭径300φ以下……4-D13　　　　　●杭径300φ以下……4-D13　　　　　●杭径300φ以下……4-D13　　　　　●杭径300φ以下……4-D13　　　　　●杭径300φ以下……4-D13　　　　　●杭径300φ以下……4-D13
（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。

　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。

Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合

基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋

腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい

はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋

連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋

はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋

３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６

３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。

　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。
　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。
　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。
　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）を除く。　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）を除く。　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）を除く。　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）を除く。　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）を除く。　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）を除く。　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）を除く。

２．４　基礎梁のあばら筋２．４　基礎梁のあばら筋２．４　基礎梁のあばら筋２．４　基礎梁のあばら筋２．４　基礎梁のあばら筋２．４　基礎梁のあばら筋２．４　基礎梁のあばら筋

２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合

（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。

（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。

一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合 重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合

　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。
　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。
　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。
（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ
ｄｄｄｄｄｄｄ

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

lololololololo

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ １５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

余長余長余長余長余長余長余長

　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。
　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。
（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。

（１）鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。（１）鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。（１）鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。（１）鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。（１）鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。（１）鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。（１）鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。

（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ

５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

２１２１２１２１２１２１２１

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

２１２１２１２１２１２１２１

１８１８１８１８１８１８１８

４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ

４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

２１２１２１２１２１２１２１

１８１８１８１８１８１８１８

Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)
設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

Ｌ3hＬ3hＬ3hＬ3hＬ3hＬ3hＬ3h
Ｌ2hＬ2hＬ2hＬ2hＬ2hＬ2hＬ2hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3
Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

フックありフックありフックありフックありフックありフックありフックありフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの

小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ

以上以上以上以上以上以上以上

かつかつかつかつかつかつかつ

１５０mm１５０mm１５０mm１５０mm１５０mm１５０mm１５０mm

　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。
　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）

全長全長全長全長全長全長全長

全長全長全長全長全長全長全長

　　合は、全長を１.４.１に示す直線定着の長さ以上とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影　　合は、全長を１.４.１に示す直線定着の長さ以上とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影　　合は、全長を１.４.１に示す直線定着の長さ以上とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影　　合は、全長を１.４.１に示す直線定着の長さ以上とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影　　合は、全長を１.４.１に示す直線定着の長さ以上とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影　　合は、全長を１.４.１に示す直線定着の長さ以上とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影　　合は、全長を１.４.１に示す直線定着の長さ以上とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影

　　定着長さを下記表に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては原則として柱せいの３/４倍以上)をのみ　　定着長さを下記表に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては原則として柱せいの３/４倍以上)をのみ　　定着長さを下記表に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては原則として柱せいの３/４倍以上)をのみ　　定着長さを下記表に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては原則として柱せいの３/４倍以上)をのみ　　定着長さを下記表に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては原則として柱せいの３/４倍以上)をのみ　　定着長さを下記表に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては原則として柱せいの３/４倍以上)をのみ　　定着長さを下記表に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては原則として柱せいの３/４倍以上)をのみ

　　込ませる。　　込ませる。　　込ませる。　　込ませる。　　込ませる。　　込ませる。　　込ませる。

（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ1は１.４.２に、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１による。（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ1は１.４.２に、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１による。（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ1は１.４.２に、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１による。（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ1は１.４.２に、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１による。（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ1は１.４.２に、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１による。（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ1は１.４.２に、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１による。（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ1は１.４.２に、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１による。

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1 Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合 壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合

　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.３.１による。　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.３.１による。　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.３.１による。　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.３.１による。　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.３.１による。　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.３.１による。　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.３.１による。

　　[溶接施工]格者に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。　　[溶接施工]格者に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。　　[溶接施工]格者に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。　　[溶接施工]格者に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。　　[溶接施工]格者に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。　　[溶接施工]格者に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。　　[溶接施工]格者に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。

（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立](４)及び７.６.７（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立](４)及び７.６.７（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立](４)及び７.６.７（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立](４)及び７.６.７（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立](４)及び７.６.７（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立](４)及び７.６.７（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立](４)及び７.６.７

SD295　SD345SD295　SD345SD295　SD345SD295　SD345SD295　SD345SD295　SD345SD295　SD345

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

図２．３．２図２．３．２図２．３．２図２．３．２図２．３．２図２．３．２図２．３．２

　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（１）隣合う継手の位置は下記表による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。（１）隣合う継手の位置は下記表による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。（１）隣合う継手の位置は下記表による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。（１）隣合う継手の位置は下記表による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。（１）隣合う継手の位置は下記表による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。（１）隣合う継手の位置は下記表による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。（１）隣合う継手の位置は下記表による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

RC構造配筋標準図_RC-1(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-1(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-1(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-1(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-1(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-1(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-1(260601改定)
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倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか

建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事
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設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当 令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成
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綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体

構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号

一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号

木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司

鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-１鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-１鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-１鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-１鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-１鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-１鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-１
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４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋

４.３　増築予定がある場合４.３　増築予定がある場合４.３　増築予定がある場合４.３　増築予定がある場合４.３　増築予定がある場合４.３　増築予定がある場合４.３　増築予定がある場合

５.１　壁筋の継手及び定着５.１　壁筋の継手及び定着５.１　壁筋の継手及び定着５.１　壁筋の継手及び定着５.１　壁筋の継手及び定着５.１　壁筋の継手及び定着５.１　壁筋の継手及び定着

§５　壁§５　壁§５　壁§５　壁§５　壁§５　壁§５　壁

５．４　壁開口部の補強５．４　壁開口部の補強５．４　壁開口部の補強５．４　壁開口部の補強５．４　壁開口部の補強５．４　壁開口部の補強５．４　壁開口部の補強

５．３　交差部及び端部の配筋５．３　交差部及び端部の配筋５．３　交差部及び端部の配筋５．３　交差部及び端部の配筋５．３　交差部及び端部の配筋５．３　交差部及び端部の配筋５．３　交差部及び端部の配筋

５．２　パラペットの配筋５．２　パラペットの配筋５．２　パラペットの配筋５．２　パラペットの配筋５．２　パラペットの配筋５．２　パラペットの配筋５．２　パラペットの配筋

§６　スラブの配筋§６　スラブの配筋§６　スラブの配筋§６　スラブの配筋§６　スラブの配筋§６　スラブの配筋§６　スラブの配筋

６．１　スラブ筋の継手及び定着６．１　スラブ筋の継手及び定着６．１　スラブ筋の継手及び定着６．１　スラブ筋の継手及び定着６．１　スラブ筋の継手及び定着６．１　スラブ筋の継手及び定着６．１　スラブ筋の継手及び定着

６．２　スラブの基準配筋６．２　スラブの基準配筋６．２　スラブの基準配筋６．２　スラブの基準配筋６．２　スラブの基準配筋６．２　スラブの基準配筋６．２　スラブの基準配筋

§４　梁§４　梁§４　梁§４　梁§４　梁§４　梁§４　梁

４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長

４.４　小梁及び片持ち梁４.４　小梁及び片持ち梁４.４　小梁及び片持ち梁４.４　小梁及び片持ち梁４.４　小梁及び片持ち梁４.４　小梁及び片持ち梁４.４　小梁及び片持ち梁

（５）スパイラル筋の継手及び定着（５）スパイラル筋の継手及び定着（５）スパイラル筋の継手及び定着（５）スパイラル筋の継手及び定着（５）スパイラル筋の継手及び定着（５）スパイラル筋の継手及び定着（５）スパイラル筋の継手及び定着

帯筋の割付帯筋の割付帯筋の割付帯筋の割付帯筋の割付帯筋の割付帯筋の割付

４．１．１　一般事項４．１．１　一般事項４．１．１　一般事項４．１．１　一般事項４．１．１　一般事項４．１．１　一般事項４．１．１　一般事項

　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内

（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、

　　る場合は右図による。　　る場合は右図による。　　る場合は右図による。　　る場合は右図による。　　る場合は右図による。　　る場合は右図による。　　る場合は右図による。

（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。

　　　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　　　上端筋：曲げ降ろす。

　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着

　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す

（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。

（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。

　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。

４．１．３　ハンチのある場合４．１．３　ハンチのある場合４．１．３　ハンチのある場合４．１．３　ハンチのある場合４．１．３　ハンチのある場合４．１．３　ハンチのある場合４．１．３　ハンチのある場合

（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。

４．２．１　一般事項４．２．１　一般事項４．２．１　一般事項４．２．１　一般事項４．２．１　一般事項４．２．１　一般事項４．２．１　一般事項

４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。

（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1

（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。

（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。

（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。

（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。

４.４.１　小梁４.４.１　小梁４.４.１　小梁４.４.１　小梁４.４.１　小梁４.４.１　小梁４.４.１　小梁

（２）先端に小梁がある場合（２）先端に小梁がある場合（２）先端に小梁がある場合（２）先端に小梁がある場合（２）先端に小梁がある場合（２）先端に小梁がある場合（２）先端に小梁がある場合

（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。

（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。

（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。

（２）壁開口部補強筋の定着長さ（２）壁開口部補強筋の定着長さ（２）壁開口部補強筋の定着長さ（２）壁開口部補強筋の定着長さ（２）壁開口部補強筋の定着長さ（２）壁開口部補強筋の定着長さ（２）壁開口部補強筋の定着長さ

（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略

　　することができる。　　することができる。　　することができる。　　することができる。　　することができる。　　することができる。　　することができる。

（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。

（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。

（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。

（３）継手中心位置は下記表による。（３）継手中心位置は下記表による。（３）継手中心位置は下記表による。（３）継手中心位置は下記表による。（３）継手中心位置は下記表による。（３）継手中心位置は下記表による。（３）継手中心位置は下記表による。

６．２．１　片持ちスラブ６．２．１　片持ちスラブ６．２．１　片持ちスラブ６．２．１　片持ちスラブ６．２．１　片持ちスラブ６．２．１　片持ちスラブ６．２．１　片持ちスラブ

（１）先端に壁がない場合（１）先端に壁がない場合（１）先端に壁がない場合（１）先端に壁がない場合（１）先端に壁がない場合（１）先端に壁がない場合（１）先端に壁がない場合

（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り

　　付くすべての梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　付くすべての梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　付くすべての梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　付くすべての梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　付くすべての梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　付くすべての梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　付くすべての梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上

　　　　　　　　　　離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　　　　　　離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　　　　　　離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　　　　　　離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　　　　　　離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　　　　　　離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　　　　　　離し、lo/4を加えた範囲以内

（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。

吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋
より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同
径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと
する。する。する。する。する。する。する。

４．１．２　ハンチのない場合４．１．２　ハンチのない場合４．１．２　ハンチのない場合４．１．２　ハンチのない場合４．１．２　ハンチのない場合４．１．２　ハンチのない場合４．１．２　ハンチのない場合

　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内

　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内

（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。

（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　ただし、基礎梁を除く。　　　ただし、基礎梁を除く。　　　ただし、基礎梁を除く。　　　ただし、基礎梁を除く。　　　ただし、基礎梁を除く。　　　ただし、基礎梁を除く。　　　ただし、基礎梁を除く。

（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）

　　とすることができる。　　とすることができる。　　とすることができる。　　とすることができる。　　とすることができる。　　とすることができる。　　とすることができる。

（３）下図ハッチ部分はスタイロフォームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて（３）下図ハッチ部分はスタイロフォームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて（３）下図ハッチ部分はスタイロフォームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて（３）下図ハッチ部分はスタイロフォームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて（３）下図ハッチ部分はスタイロフォームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて（３）下図ハッチ部分はスタイロフォームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて（３）下図ハッチ部分はスタイロフォームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて

（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とす（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とす（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とす（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とす（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とす（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とす（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とす

　　る。なお、（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。　　る。なお、（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。　　る。なお、（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。　　る。なお、（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。　　る。なお、（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。　　る。なお、（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。　　る。なお、（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。

（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－1,000＠程度とする。

　　　指示する。　　　指示する。　　　指示する。　　　指示する。　　　指示する。　　　指示する。　　　指示する。

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋

一般スラブの場合　３図一般スラブの場合　３図一般スラブの場合　３図一般スラブの場合　３図一般スラブの場合　３図一般スラブの場合　３図一般スラブの場合　３図

耐圧スラブの場合　２図耐圧スラブの場合　２図耐圧スラブの場合　２図耐圧スラブの場合　２図耐圧スラブの場合　２図耐圧スラブの場合　２図耐圧スラブの場合　２図１図１図１図１図１図１図１図

（２）梁の端部で間隔の異なる場合（２）梁の端部で間隔の異なる場合（２）梁の端部で間隔の異なる場合（２）梁の端部で間隔の異なる場合（２）梁の端部で間隔の異なる場合（２）梁の端部で間隔の異なる場合（２）梁の端部で間隔の異なる場合（１）連続小梁の場合（１）連続小梁の場合（１）連続小梁の場合（１）連続小梁の場合（１）連続小梁の場合（１）連続小梁の場合（１）連続小梁の場合

図４．１．１図４．１．１図４．１．１図４．１．１図４．１．１図４．１．１図４．１．１ 図４．１．２図４．１．２図４．１．２図４．１．２図４．１．２図４．１．２図４．１．２

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３ ２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

Ｂ　　形Ｂ　　形Ｂ　　形Ｂ　　形Ｂ　　形Ｂ　　形Ｂ　　形Ａ　　形Ａ　　形Ａ　　形Ａ　　形Ａ　　形Ａ　　形Ａ　　形

Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０

Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５

斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋

補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋
壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別

Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０

Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５

斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め

補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋

縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋
壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別

上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋

下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋

標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置

短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向

長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向

両 方 向 共両 方 向 共両 方 向 共両 方 向 共両 方 向 共両 方 向 共両 方 向 共

Ｂ　・　ＤＢ　・　ＤＢ　・　ＤＢ　・　ＤＢ　・　ＤＢ　・　ＤＢ　・　Ｄ

Ａ　・　ＢＡ　・　ＢＡ　・　ＢＡ　・　ＢＡ　・　ＢＡ　・　ＢＡ　・　Ｂ

Ａ・Ｃ・ＤＡ・Ｃ・ＤＡ・Ｃ・ＤＡ・Ｃ・ＤＡ・Ｃ・ＤＡ・Ｃ・ＤＡ・Ｃ・Ｄ

梁梁梁梁梁梁梁

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

ｌｌｌｌｌｌｌ

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３
先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋

Ｐ2＠Ｐ2＠Ｐ2＠Ｐ2＠Ｐ2＠Ｐ2＠Ｐ2＠

ddddddd

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d ddddddd

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

末端部末端部末端部末端部末端部末端部末端部
（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）

１.５巻以上１.５巻以上１.５巻以上１.５巻以上１.５巻以上１.５巻以上１.５巻以上
の添巻の添巻の添巻の添巻の添巻の添巻の添巻

ddddddd

50d50d50d50d50d50d50d

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

ddddddd

50d50d50d50d50d50d50d

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部
（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）

Ｐ1＠Ｐ1＠Ｐ1＠Ｐ1＠Ｐ1＠Ｐ1＠Ｐ1＠

ＤＤＤＤＤＤＤ ＤＤＤＤＤＤＤ

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4
lololololololo

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2
梁梁梁梁梁梁梁梁梁梁梁梁梁梁

柱柱柱柱柱柱柱

１.５Ｐ2＠１.５Ｐ2＠１.５Ｐ2＠１.５Ｐ2＠１.５Ｐ2＠１.５Ｐ2＠１.５Ｐ2＠

１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠

１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠

二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋

二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋

（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）

≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）

≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ

（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）

≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ

≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ

（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）

≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ

スターラップスターラップスターラップスターラップスターラップスターラップスターラップ

フックをつける。フックをつける。フックをつける。フックをつける。フックをつける。フックをつける。フックをつける。

増築予定増築予定増築予定増築予定増築予定増築予定増築予定

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

ＬＬＬＬＬＬＬ

片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁

先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁

小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部 小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部

水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋
折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ

片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋
折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁

垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面

　　　　　　　　　　　　　　
（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）
先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁

Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠
≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠

Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠

≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠

≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠

柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁

主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置

梁梁梁梁梁梁梁

主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置

主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋
２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３
先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋
２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）

４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３ １－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

開口開口開口開口開口開口開口

ｌｙｌｙｌｙｌｙｌｙｌｙｌｙ
ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４

ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４

ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４

ｌx／２ｌx／２ｌx／２ｌx／２ｌx／２ｌx／２ｌx／２

ｌxｌxｌxｌxｌxｌxｌx

ＣＣＣＣＣＣＣ ＡＡＡＡＡＡＡ ＣＣＣＣＣＣＣ

ＤＤＤＤＤＤＤ

ＣＣＣＣＣＣＣＡＡＡＡＡＡＡ

ＢＢＢＢＢＢＢＤＤＤＤＤＤＤ

ＣＣＣＣＣＣＣ

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2
受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)

受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)

受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)

受け筋(D16)受け筋(D16)受け筋(D16)受け筋(D16)受け筋(D16)受け筋(D16)受け筋(D16)

（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋
２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

ｌ≦６００ｌ≦６００ｌ≦６００ｌ≦６００ｌ≦６００ｌ≦６００ｌ≦６００

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

lololololololo

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

lololololololo
lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/62lo/32lo/32lo/32lo/32lo/32lo/32lo/3lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6 7lo/127lo/127lo/127lo/127lo/127lo/127lo/12 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

lololololololo lololololololo

連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端外端外端外端外端外端外端外端 連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端
lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2

L2(定着)L2(定着)L2(定着)L2(定着)L2(定着)L2(定着)L2(定着)
L2L2L2L2L2L2L2

20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)

Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

L2L2L2L2L2L2L2

余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb
L2L2L2L2L2L2L2

余長余長余長余長余長余長余長

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb

Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※ Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※

継手Ｌ1継手Ｌ1継手Ｌ1継手Ｌ1継手Ｌ1継手Ｌ1継手Ｌ1

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)
余長余長余長余長余長余長余長

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3 余長余長余長余長余長余長余長

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋
配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋

受け筋Ｄ１３受け筋Ｄ１３受け筋Ｄ１３受け筋Ｄ１３受け筋Ｄ１３受け筋Ｄ１３受け筋Ｄ１３

ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

Ｄ１３（ｌ≦１,０００）Ｄ１３（ｌ≦１,０００）Ｄ１３（ｌ≦１,０００）Ｄ１３（ｌ≦１,０００）Ｄ１３（ｌ≦１,０００）Ｄ１３（ｌ≦１,０００）Ｄ１３（ｌ≦１,０００）
Ｄ１６（ｌ＞１,０００）Ｄ１６（ｌ＞１,０００）Ｄ１６（ｌ＞１,０００）Ｄ１６（ｌ＞１,０００）Ｄ１６（ｌ＞１,０００）Ｄ１６（ｌ＞１,０００）Ｄ１６（ｌ＞１,０００）

受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋

柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁

Ｄ≦１００Ｄ≦１００Ｄ≦１００Ｄ≦１００Ｄ≦１００Ｄ≦１００Ｄ≦１００

ＤＤＤＤＤＤＤ

二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4
Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)

１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。

帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋

重ねたものとする。重ねたものとする。重ねたものとする。重ねたものとする。重ねたものとする。重ねたものとする。重ねたものとする。
太い鉄筋又は同径のものを２本太い鉄筋又は同径のものを２本太い鉄筋又は同径のものを２本太い鉄筋又は同径のものを２本太い鉄筋又は同径のものを２本太い鉄筋又は同径のものを２本太い鉄筋又は同径のものを２本
帯筋は、一般の帯筋より１サイズ帯筋は、一般の帯筋より１サイズ帯筋は、一般の帯筋より１サイズ帯筋は、一般の帯筋より１サイズ帯筋は、一般の帯筋より１サイズ帯筋は、一般の帯筋より１サイズ帯筋は、一般の帯筋より１サイズ
上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。
（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。
　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。
（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。

４．４．２　片持ち梁４．４．２　片持ち梁４．４．２　片持ち梁４．４．２　片持ち梁４．４．２　片持ち梁４．４．２　片持ち梁４．４．２　片持ち梁

（１）先端に小梁のない場合（１）先端に小梁のない場合（１）先端に小梁のない場合（１）先端に小梁のない場合（１）先端に小梁のない場合（１）先端に小梁のない場合（１）先端に小梁のない場合

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

lolololololololololololololo
lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2

lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6
lololololololo

2lo/32lo/32lo/32lo/32lo/32lo/32lo/3

lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2

ｌｌｌｌｌｌｌ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ ２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３

ｌｌｌｌｌｌｌ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ ２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３

余長余長余長余長余長余長余長
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2
ＬＬＬＬＬＬＬ

Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2

L2L2L2L2L2L2L2

Ｌa※1Ｌa※1Ｌa※1Ｌa※1Ｌa※1Ｌa※1Ｌa※1

ＬＬＬＬＬＬＬ

　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。
　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。
　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。
（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。

　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。
　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。
　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。
（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。

　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。

　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。
　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。
（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。

　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。
（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。

６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）

垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合

出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋
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及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。

１
０

０
以

下
１

０
０

以
下

１
０

０
以

下
１

０
０

以
下

１
０

０
以

下
１

０
０

以
下

１
０

０
以

下
１

０
０

以
下

１
０

０
以

下
１

０
０

以
下

１
０

０
以

下
１

０
０

以
下

１
０

０
以

下
１

０
０

以
下

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３
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先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径
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の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋
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（２）先端に壁が付く場合（２）先端に壁が付く場合（２）先端に壁が付く場合（２）先端に壁が付く場合（２）先端に壁が付く場合（２）先端に壁が付く場合（２）先端に壁が付く場合

　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。
（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。
（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

ｌ1／２ｌ1／２ｌ1／２ｌ1／２ｌ1／２ｌ1／２ｌ1／２
一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋

RC構造配筋標準図_RC-2(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-2(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-2(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-2(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-2(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-2(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-2(260601改定)
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倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか

建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事

設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当 令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成
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村

綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体

構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号

一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号

木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司

鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-２鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-２鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-２鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-２鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-２鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-２鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-２
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６．３　スラブ開口部の補強６．３　スラブ開口部の補強６．３　スラブ開口部の補強６．３　スラブ開口部の補強６．３　スラブ開口部の補強６．３　スラブ開口部の補強６．３　スラブ開口部の補強 ７．２　補強の形式と種類７．２　補強の形式と種類７．２　補強の形式と種類７．２　補強の形式と種類７．２　補強の形式と種類７．２　補強の形式と種類７．２　補強の形式と種類

§８　階段の配筋§８　階段の配筋§８　階段の配筋§８　階段の配筋§８　階段の配筋§８　階段の配筋§８　階段の配筋

８．１　片持スラブ形階段の基準配筋８．１　片持スラブ形階段の基準配筋８．１　片持スラブ形階段の基準配筋８．１　片持スラブ形階段の基準配筋８．１　片持スラブ形階段の基準配筋８．１　片持スラブ形階段の基準配筋８．１　片持スラブ形階段の基準配筋

二辺固定スラブ形階段配筋(その２)二辺固定スラブ形階段配筋(その２)二辺固定スラブ形階段配筋(その２)二辺固定スラブ形階段配筋(その２)二辺固定スラブ形階段配筋(その２)二辺固定スラブ形階段配筋(その２)二辺固定スラブ形階段配筋(その２)

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋 縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋 横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋 上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

4-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D22

4-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D19

Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１

Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２

Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３

Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４

Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５

Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６

Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７

な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13

な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 3-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D13

Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋

配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２

配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図

配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４

配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図

片持スラブ形階段の基準配筋片持スラブ形階段の基準配筋片持スラブ形階段の基準配筋片持スラブ形階段の基準配筋片持スラブ形階段の基準配筋片持スラブ形階段の基準配筋片持スラブ形階段の基準配筋

片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着

配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別

ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１

ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２

ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３

ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４

ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５

ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６

ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７

二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋

上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）

Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠

Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠

Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠

Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠

Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠

Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠

二辺固定スラブ形階段配筋(その１)二辺固定スラブ形階段配筋(その１)二辺固定スラブ形階段配筋(その１)二辺固定スラブ形階段配筋(その１)二辺固定スラブ形階段配筋(その１)二辺固定スラブ形階段配筋(その１)二辺固定スラブ形階段配筋(その１)

配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋

種別種別種別種別種別種別種別

（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

ｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔ

Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｔｔｔｔｔｔｔ

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

ｔｔｔｔｔｔｔ

Ｌ2
Ｌ2Ｌ2Ｌ2
Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2
Ｌ2
Ｌ2Ｌ2Ｌ2
Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３ Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠

lololololololo

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb

Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3余長余長余長余長余長余長余長

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。

Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０

Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０

ｔｔｔｔｔｔｔ

１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０

ｔｔｔｔｔｔｔ
Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠

余長余長余長余長余長余長余長

（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し 上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し

側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し 二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し

Ｈ≦７０の場合Ｈ≦７０の場合Ｈ≦７０の場合Ｈ≦７０の場合Ｈ≦７０の場合Ｈ≦７０の場合Ｈ≦７０の場合 ７０＜Ｈ≦１５０の場合７０＜Ｈ≦１５０の場合７０＜Ｈ≦１５０の場合７０＜Ｈ≦１５０の場合７０＜Ｈ≦１５０の場合７０＜Ｈ≦１５０の場合７０＜Ｈ≦１５０の場合

控壁の配筋(水平、垂直とも)控壁の配筋(水平、垂直とも)控壁の配筋(水平、垂直とも)控壁の配筋(水平、垂直とも)控壁の配筋(水平、垂直とも)控壁の配筋(水平、垂直とも)控壁の配筋(水平、垂直とも) 壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋

打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分

ｂｂｂｂｂｂｂ

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

ａａａａａａａ

打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

ａａａａａａａ

ｂｂｂｂｂｂｂ

ａａａａａａａＬ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

ａ２ａ２ａ２ａ２ａ２ａ２ａ２

ｂｂｂｂｂｂｂａ１ａ１ａ１ａ１ａ１ａ１ａ１

よるよるよるよるよるよるよる
別図３.２（ｃ）に別図３.２（ｃ）に別図３.２（ｃ）に別図３.２（ｃ）に別図３.２（ｃ）に別図３.２（ｃ）に別図３.２（ｃ）に

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔

あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、

腹筋は、標準仕様書腹筋は、標準仕様書腹筋は、標準仕様書腹筋は、標準仕様書腹筋は、標準仕様書腹筋は、標準仕様書腹筋は、標準仕様書

ａａａａａａａ

打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

ＨＨＨＨＨＨＨ

５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ

ＨＨＨＨＨＨＨ

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３ Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

３５０ｍｍ３５０ｍｍ３５０ｍｍ３５０ｍｍ３５０ｍｍ３５０ｍｍ３５０ｍｍ

（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。

Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13

ｔｔｔｔｔｔｔ

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16

コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁

Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10
Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠

800800800800800800800

Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠

コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁

コンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さ

（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。

Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10

　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。
（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。

　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。

　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。

（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。

二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し

打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分

ａａａａａａａ

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

ａ2ａ2ａ2ａ2ａ2ａ2ａ2

ａ1ａ1ａ1ａ1ａ1ａ1ａ1Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下

３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下

３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下

３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下

３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下

３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下

３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下

同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔

帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、

（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強

　　し、隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。　　し、隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。　　し、隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。　　し、隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。　　し、隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。　　し、隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。　　し、隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。

（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋で（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋で（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋で（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋で（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋で（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋で（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋で

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

ｎ２本ｎ２本ｎ２本ｎ２本ｎ２本ｎ２本ｎ２本開口開口開口開口開口開口開口
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1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1 ｎ２ｎ２ｎ２ｎ２ｎ２ｎ２ｎ２

２２２２２２２
本本本本本本本

ｎ１本ｎ１本ｎ１本ｎ１本ｎ１本ｎ１本ｎ１本

本本本本本本本

２２２２２２２
ｎ１ｎ１ｎ１ｎ１ｎ１ｎ１ｎ１

　　きる場合は、補強を省略することができる。　　きる場合は、補強を省略することができる。　　きる場合は、補強を省略することができる。　　きる場合は、補強を省略することができる。　　きる場合は、補強を省略することができる。　　きる場合は、補強を省略することができる。　　きる場合は、補強を省略することができる。

６．４　その他の補強６．４　その他の補強６．４　その他の補強６．４　その他の補強６．４　その他の補強６．４　その他の補強６．４　その他の補強

６．５　増築予定がある場合６．５　増築予定がある場合６．５　増築予定がある場合６．５　増築予定がある場合６．５　増築予定がある場合６．５　増築予定がある場合６．５　増築予定がある場合

６．４．１　屋根スラブ６．４．１　屋根スラブ６．４．１　屋根スラブ６．４．１　屋根スラブ６．４．１　屋根スラブ６．４．１　屋根スラブ６．４．１　屋根スラブ

屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

６．４．２　壁付きスラブ６．４．２　壁付きスラブ６．４．２　壁付きスラブ６．４．２　壁付きスラブ６．４．２　壁付きスラブ６．４．２　壁付きスラブ６．４．２　壁付きスラブ

（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。

６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強

（１）土間スラブの打継ぎ補強（１）土間スラブの打継ぎ補強（１）土間スラブの打継ぎ補強（１）土間スラブの打継ぎ補強（１）土間スラブの打継ぎ補強（１）土間スラブの打継ぎ補強（１）土間スラブの打継ぎ補強 （２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋（２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋（２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋（２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋（２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋（２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋（２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1

（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。

（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。

ＬＬＬＬＬＬＬ

土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３ ａａａａａａａＤ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３ａａａａａａａ ａａａａａａａａａａａａａａ Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部 中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部

下端のみ通し筋下端のみ通し筋下端のみ通し筋下端のみ通し筋下端のみ通し筋下端のみ通し筋下端のみ通し筋

５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)

５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３
Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横 Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００

同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔

スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、
補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

び間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせる

（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブと（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブと（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブと（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブと（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブと（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブと（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブと

　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。
　　　　して、梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。　　　　して、梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。　　　　して、梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。　　　　して、梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。　　　　して、梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。　　　　して、梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。　　　　して、梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。

§７　梁貫通孔補強§７　梁貫通孔補強§７　梁貫通孔補強§７　梁貫通孔補強§７　梁貫通孔補強§７　梁貫通孔補強§７　梁貫通孔補強

７．１　一般事項７．１　一般事項７．１　一般事項７．１　一般事項７．１　一般事項７．１　一般事項７．１　一般事項

梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。

（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。

　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。

（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。

（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。

（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。

　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。

Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形

上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋 下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋

上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1
Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1
Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1
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（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲に設けてはならない。（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲に設けてはならない。（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲に設けてはならない。（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲に設けてはならない。（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲に設けてはならない。（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲に設けてはならない。（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲に設けてはならない。

（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部

　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　
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Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０

Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０
Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

余長余長余長余長余長余長余長

lololololololo

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０
ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb

lololololololo

§９　その他の補強§９　その他の補強§９　その他の補強§９　その他の補強§９　その他の補強§９　その他の補強§９　その他の補強

９．１　柱の打増し補強９．１　柱の打増し補強９．１　柱の打増し補強９．１　柱の打増し補強９．１　柱の打増し補強９．１　柱の打増し補強９．１　柱の打増し補強

９．２　梁の打増し補強９．２　梁の打増し補強９．２　梁の打増し補強９．２　梁の打増し補強９．２　梁の打増し補強９．２　梁の打増し補強９．２　梁の打増し補強

９．３　壁の打増し補強９．３　壁の打増し補強９．３　壁の打増し補強９．３　壁の打増し補強９．３　壁の打増し補強９．３　壁の打増し補強９．３　壁の打増し補強

９．４　段差のあるスラブの補強９．４　段差のあるスラブの補強９．４　段差のあるスラブの補強９．４　段差のあるスラブの補強９．４　段差のあるスラブの補強９．４　段差のあるスラブの補強９．４　段差のあるスラブの補強

９．５　コンクリートブロック帳壁との取合い９．５　コンクリートブロック帳壁との取合い９．５　コンクリートブロック帳壁との取合い９．５　コンクリートブロック帳壁との取合い９．５　コンクリートブロック帳壁との取合い９．５　コンクリートブロック帳壁との取合い９．５　コンクリートブロック帳壁との取合い

８．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋８．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋８．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋８．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋８．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋８．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋８．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋

RC構造配筋標準図_RC-3(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-3(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-3(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-3(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-3(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-3(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-3(260601改定)
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倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか

建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事

設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当 令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成
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村
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村
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綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体

構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号

一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号

木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司

鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-３鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-３鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-３鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-３鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-３鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-３鉄筋コンクリート構造標準配筋図　ＲＣ-３
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コンクリー トに埋め込まれる部分及 びコンクリートとの接 触面で、コンクリート と一体とす る設計仕様 にコンクリー トに埋め込まれる部分及 びコンクリートとの接 触面で、コンクリート と一体 とする設計 仕様 にコンクリー トに埋め込まれる部分及 びコンクリートとの接 触面で、コンクリート と一体とす る設計仕様 にコンクリー トに埋め込まれる部分及 びコンクリートとの接 触面で、コンクリート と一体 とする設計 仕様 にコンクリー トに埋め込まれる部分及 びコンクリートとの接 触面で、コンクリート と一体とす る設計仕様 にコンクリー トに埋め込まれる部分及 びコンクリートとの接 触面で、コンクリート と一体 とする設計 仕様 にコンクリー トに埋め込まれる部分及 びコンクリートとの接 触面で、コンクリート と一 体とする設 計仕様 に

④④④④④④④

※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと

（単位mm）（単位mm）（単位mm）（単位mm）（単位mm）（単位mm）（単位mm）
（注）f:余盛　G:ルート間隔　R:フェース　S:脚長（注）f:余盛　G:ルート間隔　R:フェース　S:脚長（注）f:余盛　G:ルート間隔　R:フェース　S:脚長（注）f:余盛　G:ルート間隔　R:フェース　S:脚長（注）f:余盛　G:ルート間隔　R:フェース　S:脚長（注）f:余盛　G:ルート間隔　R:フェース　S:脚長（注）f:余盛　G:ルート間隔　R:フェース　S:脚長２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図

（１） 隅肉溶接（１） 隅肉溶接（１） 隅肉溶接（１） 隅肉溶接（１） 隅肉溶接（１） 隅肉溶接（１） 隅肉溶接

SSSSSSS SSSSSSSt1t1t1t1t1t1t1

SSSSSSS

t2t2t2t2t2t2t2

SSSSSSS

ttttttt

t≦16mmt≦16mmt≦16mmt≦16mmt≦16mmt≦16mmt≦16mm

7以下7以下7以下7以下7以下7以下7以下

6666666 7777777 10101010101010 12121212121212

8～108～108～108～108～108～108～10 11～1311～1311～1311～1311～1311～1311～13 14～1614～1614～1614～1614～1614～1614～16

　余盛 は (1+0.1S)mm以下とする　 余盛は (1+0.1S)mm以下とする　余盛 は (1+0.1S)mm以下とする　 余盛は (1+0.1S)mm以下とする　余盛 は (1+0.1S)mm以下とする　 余盛は (1+0.1S)mm以下とする　余盛は (1+0.1S)mm以下とする

・軸力 が加わる場 合の Sは母材 と同厚・ 軸力が加わ る場 合の Sは母材 と同厚・軸力 が加わる場 合の Sは母材 と同厚・ 軸力が加わ る場 合の Sは母材 と同厚・軸力 が加わる場 合の Sは母材 と同厚・ 軸力が加わ る場 合の Sは母材 と同厚・軸力が 加わる場 合の Sは母材 と同厚

　とす ることが望 ましい　 とすること が望 ましい　とす ることが望 ましい　 とすること が望 ましい　とす ることが望 ましい　 とすること が望 ましい　とする ことが望 ましい

※  溶接記号番号を○中 に記入のこと※  溶接記号番号を○中 に記入のこと※  溶接記号番号を○中 に記入のこと※  溶接記号番号を○中 に記入のこと※  溶接記号番号を○中 に記入のこと※  溶接記号番号を○中 に記入のこと※  溶接記号番号を○中 に記入のこと ※  はりフラン ジは、通しダイア※  はりフラン ジは、通しダイア※  はりフラン ジは、通しダイア※  はりフラン ジは、通しダイア※  はりフラン ジは、通しダイア※  はりフラン ジは、通しダイア※  はりフラン ジは、通しダイア

　 フラムの厚み (t)の内部で　 フラムの厚み (t)の内部で　 フラムの厚み (t)の内部で　 フラムの厚み (t)の内部で　 フラムの厚み (t)の内部で　 フラムの厚み (t)の内部で　 フラムの厚み (t)の内部で

　 溶接する事。　 溶接する事。　 溶接する事。　 溶接する事。　 溶接する事。　 溶接する事。　 溶接する事。
（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）

80以
下

80以
下

80以
下

80以
下

80以
下

80以
下

80以
下

1
5
0
以

下
1
5
0
以

下
1
5
0
以

下
1
5
0
以

下
1
5
0
以

下
1
5
0
以

下
1
5
0
以

下

①①①①①①①

※※※※※※※

内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム

ttttttt

25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ

エンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互に

当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと
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内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱

の角のRに接しないことの角のRに接しないことの角のRに接しないことの角のRに接しないことの角のRに接しないことの角のRに接しないことの角のRに接しないこと

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦ ※※※※※※※⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦※※※※※※※

※※※※※※※①①①①①①①
※※※※※※※ ①①①①①①①

④④④④④④④

回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する

④④④④④④④内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム

①①①①①①① ※  t＞ 16mm場合の溶接は、※  t＞ 16mm場合の溶接は、※  t＞ 16mm場合の溶接は、※  t＞ 16mm場合の溶接は、※  t＞ 16mm場合の溶接は、※  t＞ 16mm場合の溶接は、※  t＞ 16mm場合の溶接は、 ②②②②②②② ③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤・又は・又は・又は・又は・又は・又は・又は とする。とする。とする。とする。とする。とする。とする。

● 柱が途中で折れる場合● 柱が途中で折れる場合● 柱が途中で折れる場合● 柱が途中で折れる場合● 柱が途中で折れる場合● 柱が途中で折れる場合● 柱が途中で折れる場合

　 及 梁成が異なる場合　 及 梁成が異なる場合　 及 梁成が異なる場合　 及 梁成が異なる場合　 及 梁成が異なる場合　 及 梁成が異なる場合　 及 梁成が異なる場合

平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦ ※※※※※※※

④④④④④④④

※※※※※※※ ⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

ガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜き

Φ =20Φ =20Φ =20Φ =20Φ =20Φ =20Φ =20

ＡＡＡＡＡＡＡ ＡＡＡＡＡＡＡ 断面断面断面断面断面断面断面

ダイアフラ ム厚は、接合する梁の 最 大 厚 の２ サ イ ズ アッ プ 以 上 とす る 。ダイアフラ ム厚は、接合する梁の 最 大 厚の ２ サ イ ズア ッ プ 以 上と す る 。ダイアフラ ム厚は、接合する梁の 最 大 厚 の２ サ イ ズ アッ プ 以 上 とす る 。ダイアフラ ム厚は、接合する梁の 最 大 厚の ２ サ イ ズア ッ プ 以 上と す る 。ダイアフラ ム厚は、接合する梁の 最 大 厚 の２ サ イ ズ アッ プ 以 上 とす る 。ダイアフラ ム厚は、接合する梁の 最 大 厚の ２ サ イ ズア ッ プ 以 上と す る 。ダイアフラ ム厚は、接合する梁の 最 大 厚の ２ サ イ ズア ッ プ 以 上と す る 。

θθθθθθθ

④④④④④④④

フランジが柱の Rにフランジが柱の Rにフランジが柱の Rにフランジが柱の Rにフランジが柱の Rにフランジが柱の Rにフランジが柱の Rに

接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと

内ダイヤ フラム内ダイヤ フラム内ダイヤ フラム内ダイヤ フラム内ダイヤ フラム内ダイヤ フラム内ダイヤ フラム

t＞柱フランジのプレ ート厚t＞柱フランジのプレ ート厚t＞柱フランジのプレ ート厚t＞柱フランジのプレ ート厚t＞柱フランジのプレ ート厚t＞柱フランジのプレ ート厚t＞柱フランジのプレ ート厚

大 梁 が 斜 めの 場 合 は大 梁 が 斜 めの 場 合 は大 梁 が 斜 めの 場 合 は大 梁 が 斜 めの 場 合 は大 梁 が 斜 めの 場 合 は大 梁 が 斜 めの 場 合 は大 梁 が 斜 めの 場 合 は

溶 接 と 添 板の 内 側 板溶 接 と 添 板の 内 側 板溶 接 と 添 板の 内 側 板溶 接 と 添 板の 内 側 板溶 接 と 添 板の 内 側 板溶 接 と 添 板の 内 側 板溶 接 と 添 板の 内 側 板

に 注 意 の ことに 注 意 の ことに 注 意 の ことに 注 意 の ことに 注 意 の ことに 注 意 の ことに 注 意 の こと

※※※※※※※②②②②②②②

※※※※※※※ ②②②②②②②

ダイアフラ ムは、柱フランジ厚  16 mm未 満の 場 合  SN490C　 SN490Bダイアフラ ムは、柱フランジ厚  16 mm未満 の 場 合  SN490C　 SN490Bダイアフラ ムは、柱フランジ厚  16 mm未 満の 場 合  SN490C　 SN490Bダイアフラ ムは、柱フランジ厚  16 mm未満 の 場 合  SN490C　 SN490Bダイアフラ ムは、柱フランジ厚  16 mm未 満の 場 合  SN490C　 SN490Bダイアフラ ムは、柱フランジ厚  16 mm未満 の 場 合  SN490C　 SN490Bダイアフラ ムは、柱フランジ厚  16 mm未満 の 場 合  SN490C　 SN490B

　　　　　 　　　柱フランジ厚  16 mm以 上の 場 合  SN490C　 を 使用 す る 。　　　　　 　　　柱フランジ厚  16 mm以上 の 場 合  SN490C　 を使 用 す る 。　　　　　 　　　柱フランジ厚  16 mm以 上の 場 合  SN490C　 を 使用 す る 。　　　　　 　　　柱フランジ厚  16 mm以上 の 場 合  SN490C　 を使 用 す る 。　　　　　 　　　柱フランジ厚  16 mm以 上の 場 合  SN490C　 を 使用 す る 。　　　　　 　　　柱フランジ厚  16 mm以上 の 場 合  SN490C　 を使 用 す る 。　　　　　 　　　柱フランジ厚  16 mm以上 の 場 合  SN490C　 を 使用 す る 。

（２） 部分溶け込み溶接（２） 部分溶け込み溶接（２） 部分溶け込み溶接（２） 部分溶け込み溶接（２） 部分溶け込み溶接（２） 部分溶け込み溶接（２） 部分溶け込み溶接

θ=60ﾟθ=60ﾟθ=60ﾟθ=60ﾟθ=60ﾟθ=60ﾟθ=60ﾟ

ttttttt

D1D1D1D1D1D1D1 D1D1D1D1D1D1D1

fffffff fffffff

θ=60ﾟθ=60ﾟθ=60ﾟθ=60ﾟθ=60ﾟθ=60ﾟθ=60ﾟ

G=0G=0G=0G=0G=0G=0G=0

t1t1t1t1t1t1t1

Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２

ttttttt t＞16mmt＞16mmt＞16mmt＞16mmt＞16mmt＞16mmt＞16mm

(使 用 箇所に注意 )(使 用箇所に注 意 )(使 用 箇所に注意 )(使 用箇所に注 意 )(使 用 箇所に注意 )(使 用箇所に注 意 )(使 用箇所 に注意 )

t/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mm

t≦t1t≦t1t≦t1t≦t1t≦t1t≦t1t≦t1

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢 F.VF.VF.VF.VF.VF.VF.V

②②②②②②②

（３） 完全溶込み溶接（３） 完全溶込み溶接（３） 完全溶込み溶接（３） 完全溶込み溶接（３） 完全溶込み溶接（３） 完全溶込み溶接（３） 完全溶込み溶接

ttttttt 6＜t＜19mm6＜t＜19mm6＜t＜19mm6＜t＜19mm6＜t＜19mm6＜t＜19mm6＜t＜19mm

G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)

fffffff

fffffff

ttttttt
R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

θ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟ

(平継手 　Ｔ形継 手 )(平 継手 　Ｔ形 継手 )(平継手 　Ｔ形継 手 )(平 継手 　Ｔ形 継手 )(平継手 　Ｔ形継 手 )(平 継手 　Ｔ形 継手 )(平継手 　 Ｔ形継手 )

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢 F.VF.VF.VF.VF.VF.VF.V

t/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mm

t/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mm

θθθθθθθ
GGGGGGG

LLLLLLL

fffffff

ttttttt

t1t1t1t1t1t1t1
R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上

t mmt mmt mmt mmt mmt mmt mm θθθθθθθ θθθθθθθGGGGGGG GGGGGGGt1t1t1t1t1t1t1 t1t1t1t1t1t1t1LLLLLLL LLLLLLL

GCGCGCGCGCGCGCMC　NGCMC　NGCMC　NGCMC　NGCMC　NGCMC　NGCMC　NGC

45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ 45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ

45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ

35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ

35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ

35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ

G≦t＜12G≦t＜12G≦t＜12G≦t＜12G≦t＜12G≦t＜12G≦t＜12

12≦t＜1612≦t＜1612≦t＜1612≦t＜1612≦t＜1612≦t＜1612≦t＜16

16≦t16≦t16≦t16≦t16≦t16≦t16≦t

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢 F.VF.VF.VF.VF.VF.VF.V

6666666 6666666 6666666 6666666 55555555555555

6666666 9999999 88888889999999 9999999 8888888

9999999 9999999 8888888 9999999 9999999 8888888

θ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟ

θ=60ﾟθ=60ﾟθ=60ﾟθ=60ﾟθ=60ﾟθ=60ﾟθ=60ﾟ

G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2

R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

fffffff

fffffff

1/3t1/3t1/3t1/3t1/3t1/3t1/3t

2/3t2/3t2/3t2/3t2/3t2/3t2/3t
ttttttt

t/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mmt/4≦ f ≦10mm

Ｔ 形突合せ継 手余盛Ｔ 形突合せ 継手余盛Ｔ 形突合せ継 手余盛Ｔ 形突合せ 継手余盛Ｔ 形突合せ継 手余盛Ｔ 形突合せ 継手余盛Ｔ 形突 合せ継手余 盛

のど厚tmmのど厚tmmのど厚tmmのど厚tmmのど厚tmmのど厚tmmのど厚tmm 余盛の高さmm余盛の高さmm余盛の高さmm余盛の高さmm余盛の高さmm余盛の高さmm余盛の高さmm

1111111

2222222

3333333

4444444

t≦4t≦4t≦4t≦4t≦4t≦4t≦4

4＜t≦124＜t≦124＜t≦124＜t≦124＜t≦124＜t≦124＜t≦12

12＜t≦1912＜t≦1912＜t≦1912＜t≦1912＜t≦1912＜t≦1912＜t≦19

19＜t19＜t19＜t19＜t19＜t19＜t19＜t

ttttttt t≧19mmt≧19mmt≧19mmt≧19mmt≧19mmt≧19mmt≧19mm

F.VF.VF.VF.VF.VF.VF.V溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

2.52.52.52.52.52.52.5
1111111

θ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟ

R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

fffffff

fffffff

G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2

ttttttt t1t1t1t1t1t1t1 t2t2t2t2t2t2t2

aaaaaaa

G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2

0＜ f ≦3.0mm0＜ f ≦3.0mm0＜ f ≦3.0mm0＜ f ≦3.0mm0＜ f ≦3.0mm0＜ f ≦3.0mm0＜ f ≦3.0mm t2/4≦ a ≦10mmt2/4≦ a ≦10mmt2/4≦ a ≦10mmt2/4≦ a ≦10mmt2/4≦ a ≦10mmt2/4≦ a ≦10mmt2/4≦ a ≦10mm

(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)

(裏はつり後裏溶接)(裏はつり後裏溶接)(裏はつり後裏溶接)(裏はつり後裏溶接)(裏はつり後裏溶接)(裏はつり後裏溶接)(裏はつり後裏溶接) (裏はつり後裏溶接)(裏はつり後裏溶接)(裏はつり後裏溶接)(裏はつり後裏溶接)(裏はつり後裏溶接)(裏はつり後裏溶接)(裏はつり後裏溶接)

ttttttt

F.VF.VF.VF.VF.VF.VF.V溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

6＜t≦19mm6＜t≦19mm6＜t≦19mm6＜t≦19mm6＜t≦19mm6＜t≦19mm6＜t≦19mm

削り面削り 面削り面削り 面削り面削り 面削り面

θ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟθ=45ﾟ

fffffff

R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

GGGGGGG
LLLLLLLLLLLLLL

25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上

ttttttt

t1t1t1t1t1t1t1

0＜ f ≦3.0mm0＜ f ≦3.0mm0＜ f ≦3.0mm0＜ f ≦3.0mm0＜ f ≦3.0mm0＜ f ≦3.0mm0＜ f ≦3.0mm

t mmt mmt mmt mmt mmt mmt mm

F.VF.VF.VF.VF.VF.VF.V

6＜t＜126＜t＜126＜t＜126＜t＜126＜t＜126＜t＜126＜t＜12

12≦t≦1912≦t≦1912≦t≦1912≦t≦1912≦t≦1912≦t≦1912≦t≦19

19＜t19＜t19＜t19＜t19＜t19＜t19＜t

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

MC　NGCMC　NGCMC　NGCMC　NGCMC　NGCMC　NGCMC　NGC GCGCGCGCGCGCGC

θθθθθθθ GGGGGGG t1t1t1t1t1t1t1 LLLLLLL θθθθθθθ GGGGGGG t1t1t1t1t1t1t1 LLLLLLL

45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ 45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ

45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ

35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ 35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ35ﾟ

6666666 6666666 5555555 6666666 6666666 5555555

6666666 9999999 555555555555559999999 9999999

9999999 9999999 8888888 9999999 9999999 8888888

③③③③③③③

④④④④④④④

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

（４） フレアー溶接（４） フレアー溶接（４） フレアー溶接（４） フレアー溶接（４） フレアー溶接（４） フレアー溶接（４） フレアー溶接

ΦΦΦΦΦΦΦ
θθθθθθθ

BBBBBBB

SSSSSSS

ttttttt

プレートプレートプレートプレートプレートプレートプレート

K形の場 合K形 の場合K形の場 合K形 の場合K形の場 合K形 の場合K形の場合

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

　溶接 棒 角度θ は 30ﾟ～ 40ﾟとする　 溶接棒 角 度θは 30ﾟ～ 40ﾟとする　溶接 棒 角度θ は 30ﾟ～ 40ﾟとする　 溶接棒 角 度θは 30ﾟ～ 40ﾟとする　溶接 棒 角度θ は 30ﾟ～ 40ﾟとする　 溶接棒 角 度θは 30ﾟ～ 40ﾟとする　溶接棒 角度θは 30ﾟ～ 40ﾟとす る

寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）

ΦΦΦΦΦΦΦ BBBBBBB SSSSSSS

9999999 7777777 4444444

13131313131313

16161616161616

19191919191919

22222222222222

25252525252525

8888888

9999999

10101010101010

11111111111111

12121212121212

4.54.54.54.54.54.54.5

5555555

6666666

7777777

8888888

①①①①①①① ※※※※※※※

●　　　　型●　　　　型●　　　　型●　　　　型●　　　　型●　　　　型●　　　　型 ●B.H方式●B.H方式●B.H方式●B.H方式●B.H方式●B.H方式●B.H方式
※※※※※※※①①①①①①①

※※※※※※※①①①①①①①

※※※※※※※①①①①①①①

※※※※※※※ ①①①①①①①

※※※※※※※ ①①①①①①①

④④④④④④④ ④④④④④④④

④④④④④④④

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

※※※※※※※ ①①①①①①①

④④④④④④④
④④④④④④④

※※※※※※※①①①①①①①

①①①①①①① ※※※※※※※

④④④④④④④

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

①①①①①①① ※※※※※※※

①①①①①①① ※※※※※※※

※※※※※※※ ①①①①①①①

④④④④④④④

回し溶接 する回し溶接 する回し溶接 する回し溶接 する回し溶接 する回し溶接 する回し溶接 する

①①①①①①① ※※※※※※※

※※※※※※※ ①①①①①①①
※※※※※※※ ①①①①①①①

①①①①①①① ※※※※※※※

1111111 ※  t＞ 16mm場合の溶接 は、※  t＞ 16mm場合の溶接 は、※  t＞ 16mm場合の溶接 は、※  t＞ 16mm場合の溶接 は、※  t＞ 16mm場合の溶接 は、※  t＞ 16mm場合の溶接 は、※  t＞ 16mm場合の溶接 は、 又は又は又は又は又は又は又は②②②②②②② ③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤ と する。と する。と する。と する。と する。と する。と する。

※  ※　印は 設計者が記入すること 。※  ※　印は 設計者が記入すること 。※  ※　印は 設計者が記入すること 。※  ※　印は 設計者が記入すること 。※  ※　印は 設計者が記入すること 。※  ※　印は 設計者が記入すること 。※  ※　印は 設計者が記入すること 。

断面断面断面断面断面断面断面ＡＡＡＡＡＡＡ ＡＡＡＡＡＡＡ

1111111 ※  t＞ 16mm場 合 の溶 接 は 、※  t＞ 16mm場 合の 溶 接 は 、※  t＞ 16mm場 合 の溶 接 は 、※  t＞ 16mm場 合の 溶 接 は 、※  t＞ 16mm場 合 の溶 接 は 、※  t＞ 16mm場 合の 溶 接 は 、※  t＞ 16mm場 合 の溶 接 は 、③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤ とす る 。とす る 。とす る 。とす る 。とす る 。とす る 。とす る 。

平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細

Ａ - Ａ 断面図Ａ - Ａ 断面図Ａ - Ａ 断面図Ａ - Ａ 断面図Ａ - Ａ 断面図Ａ - Ａ 断面図Ａ - Ａ 断面図

※※※※※※※※※※※※※※

※※※※※※※※※※※※※※

①①①①①①① ※※※※※※※

※※※※※※※※※※※※※※

④④④④④④④

④④④④④④④ ①①①①①①① ※※※※※※※

④④④④④④④

④④④④④④④

④④④④④④④

①①①①①①①※※※※※※※

①①①①①①① ※※※※※※※

④④④④④④④

④④④④④④④

④④④④④④④

④④④④④④④④④④④④④④

※※※※※※※ ①①①①①①①

●鋼材種別による溶接条件●鋼材種別による溶接条件●鋼材種別による溶接条件●鋼材種別による溶接条件●鋼材種別による溶接条件●鋼材種別による溶接条件●鋼材種別による溶接条件

溶 接 材 料溶 接 材 料溶 接 材 料溶 接 材 料溶 接 材 料溶 接 材 料溶 接 材 料鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類 入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm) パス間温度(℃)パス間温度(℃)パス間温度(℃)パス間温度(℃)パス間温度(℃)パス間温度(℃)パス間温度(℃)

400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼

490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼

JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315

JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312

JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312

JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315

40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下

40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下

30以下30以下30以下30以下30以下30以下30以下

40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下

350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下

350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下

350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下

250以下250以下250以下250以下250以下250以下250以下

JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214

JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214

YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15

YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19

YGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50P

YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15

YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19

YGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50P

　　「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に　　「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に　　「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に　　「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に　　「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に　　「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に　　「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に

ttttttt

θ =75°～ 105°θ =75°～ 105°θ =75°～ 105°θ =75°～ 105°θ =75°～ 105°θ =75°～ 105°θ =75°～ 105°

②②②②②②② ※  t＞ 16mm 場 合の 溶 接 は 、※  t＞ 16mm 場合 の 溶 接 は、※  t＞ 16mm 場 合の 溶 接 は 、※  t＞ 16mm 場合 の 溶 接 は、※  t＞ 16mm 場 合の 溶 接 は 、※  t＞ 16mm 場合 の 溶 接 は、※  t＞ 16mm 場合 の 溶 接 は、③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤③～⑤と す る 。と する 。と す る 。と する 。と す る 。と する 。と す る 。

Ａ - Ａ 断面図Ａ - Ａ 断面図Ａ - Ａ 断面図Ａ - Ａ 断面図Ａ - Ａ 断面図Ａ - Ａ 断面図Ａ - Ａ 断面図

●BOX型●BOX型●BOX型●BOX型●BOX型●BOX型●BOX型

スカラップ部 分はスカラップ部 分はスカラップ部 分はスカラップ部 分はスカラップ部 分はスカラップ部 分はスカラップ部 分は

スカラッ プ部分はスカラッ プ部分はスカラッ プ部分はスカラッ プ部分はスカラッ プ部分はスカラッ プ部分はスカラッ プ部分は

１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項

（１）材料及び検査（１）材料及び検査（１）材料及び検査（１）材料及び検査（１）材料及び検査（１）材料及び検査（１）材料及び検査

（２）工作一般（２）工作一般（２）工作一般（２）工作一般（２）工作一般（２）工作一般（２）工作一般

（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合（３）高力ボルト接合

　　  グ リットブラストによる 処理で表面荒さが、 50μ mRz以上で ある場合は、赤さびは 発生しないまま でよい。　　  グ リットブラストによる 処理で表面荒さが、 50μ mRz以上で ある場合は、赤さびは 発生しない ままでよい 。　　  グ リットブラストによる 処理で表面荒さが、 50μ mRz以上で ある場合は、赤さびは 発生しないまま でよい。　　  グ リットブラストによる 処理で表面荒さが、 50μ mRz以上で ある場合は、赤さびは 発生しない ままでよい 。　　  グ リットブラストによる 処理で表面荒さが、 50μ mRz以上で ある場合は、赤さびは 発生しないまま でよい。　　  グ リットブラストによる 処理で表面荒さが、 50μ mRz以上で ある場合は、赤さびは 発生しない ままでよい 。　　  グ リットブラストによる 処理で表面荒さが、 50μ mRz以上で ある場合は、赤さびは 発生しな いままでよ い。

　　  る よう注意して行う。　　  る よう注意して行う。　　  る よう注意して行う。　　  る よう注意して行う。　　  る よう注意して行う。　　  る よう注意して行う。　　  る よう注意して行う。

(c)　高 力ボルトの締付けに使 用する機器はよく整備さ れたものを使用し、締 付けの順序は部材が 十 分に密着 す(c)　高 力ボルトの締付けに使 用する機器はよく整備さ れたものを使用し、締 付けの順序は部材 が十 分に 密着す(c)　高 力ボルトの締付けに使 用する機器はよく整備さ れたものを使用し、締 付けの順序は部材が 十 分に密着 す(c)　高 力ボルトの締付けに使 用する機器はよく整備さ れたものを使用し、締 付けの順序は部材 が十 分に 密着す(c)　高 力ボルトの締付けに使 用する機器はよく整備さ れたものを使用し、締 付けの順序は部材が 十 分に密着 す(c)　高 力ボルトの締付けに使 用する機器はよく整備さ れたものを使用し、締 付けの順序は部材 が十 分に 密着す(c)　高 力ボルトの締付けに使 用する機器はよく整備さ れたものを使用し、締 付けの順序は部 材が十 分に密着す

（４）溶接接合（４）溶接接合（４）溶接接合（４）溶接接合（４）溶接接合（４）溶接接合（４）溶接接合

(a)　平 成 12年建設省告示第 1464号第二号イ、ロによる 、溶接部の性能、溶着 金属の性能を満足す る こと。(a)　平 成 12年建設省告示第 1464号第二号イ、ロによる 、溶接部の性能、溶着 金属の性能を満足 する こと 。(a)　平 成 12年建設省告示第 1464号第二号イ、ロによる 、溶接部の性能、溶着 金属の性能を満足す る こと。(a)　平 成 12年建設省告示第 1464号第二号イ、ロによる 、溶接部の性能、溶着 金属の性能を満足 する こと 。(a)　平 成 12年建設省告示第 1464号第二号イ、ロによる 、溶接部の性能、溶着 金属の性能を満足す る こと。(a)　平 成 12年建設省告示第 1464号第二号イ、ロによる 、溶接部の性能、溶着 金属の性能を満足 する こと 。(a)　平 成 12年建設省告示第 1464号第二号イ、ロによる 、溶接部の性能、溶着 金属の性能を満 足する こと。

(b)　溶 接技能者(b)　溶 接技能者(b)　溶 接技能者(b)　溶 接技能者(b)　溶 接技能者(b)　溶 接技能者(b)　溶 接技能者

　　  溶 接技能者は施工する溶 接に適応する JISZ3801(手溶接 )又は JISZ3841(半自動溶接 )　　  溶 接技能者は施工する溶 接に適応する JISZ3801(手溶接 )又は JISZ3841(半自動溶接 )　　  溶 接技能者は施工する溶 接に適応する JISZ3801(手溶接 )又は JISZ3841(半自動溶接 )　　  溶 接技能者は施工する溶 接に適応する JISZ3801(手溶接 )又は JISZ3841(半自動溶接 )　　  溶 接技能者は施工する溶 接に適応する JISZ3801(手溶接 )又は JISZ3841(半自動溶接 )　　  溶 接技能者は施工する溶 接に適応する JISZ3801(手溶接 )又は JISZ3841(半自動溶接 )　　  溶 接技能者は施工する溶 接に適応する JISZ3801(手溶接 )又は JISZ3841(半自動溶接 )

(c)　溶 接機器(c)　溶 接機器(c)　溶 接機器(c)　溶 接機器(c)　溶 接機器(c)　溶 接機器(c)　溶 接機器

　　  (イ )　交流アーク溶接機  300A～ 500A　　  (イ )　交流アーク溶接機  300A～ 500A　　  (イ )　交流アーク溶接機  300A～ 500A　　  (イ )　交流アーク溶接機  300A～ 500A　　  (イ )　交流アーク溶接機  300A～ 500A　　  (イ )　交流アーク溶接機  300A～ 500A　　  (イ )　交流アーク溶接機  300A～ 500A

　　  (ロ )　アークエアーガウ ジング機 (直 流 )　　  (ロ )　アークエアーガウ ジング機 (直 流 )　　  (ロ )　アークエアーガウ ジング機 (直 流 )　　  (ロ )　アークエアーガウ ジング機 (直 流 )　　  (ロ )　アークエアーガウ ジング機 (直 流 )　　  (ロ )　アークエアーガウ ジング機 (直 流 )　　  (ロ )　アークエアーガウ ジング機 (直 流 )

　　  (ハ )　サブマージアーク 溶接機一式　　  (ハ )　サブマージアーク 溶接機一式　　  (ハ )　サブマージアーク 溶接機一式　　  (ハ )　サブマージアーク 溶接機一式　　  (ハ )　サブマージアーク 溶接機一式　　  (ハ )　サブマージアーク 溶接機一式　　  (ハ )　サブマージアーク 溶接機一式

(ニ )　炭酸ガスア ーク半自動溶接機(ニ )　炭酸ガスア ーク半自動溶接機(ニ )　炭酸ガスア ーク半自動溶接機(ニ )　炭酸ガスア ーク半自動溶接機(ニ )　炭酸ガスア ーク半自動溶接機(ニ )　炭酸ガスア ーク半自動溶接機(ニ )　炭酸ガスア ーク半自動溶接機

(ホ )　溶接電流を 測定する電流計(ホ )　溶接電流を 測定する電流計(ホ )　溶接電流を 測定する電流計(ホ )　溶接電流を 測定する電流計(ホ )　溶接電流を 測定する電流計(ホ )　溶接電流を 測定する電流計(ホ )　溶接電流を 測定する電流計

(ヘ )　溶接棒乾燥 機(ヘ )　溶接棒乾燥 機(ヘ )　溶接棒乾燥 機(ヘ )　溶接棒乾燥 機(ヘ )　溶接棒乾燥 機(ヘ )　溶接棒乾燥 機(ヘ )　溶接棒乾燥 機

(d)　溶 接方法(d)　溶 接方法(d)　溶 接方法(d)　溶 接方法(d)　溶 接方法(d)　溶 接方法(d)　溶 接方法

　　  ア ーク手溶接（ＭＣ）　　  ア ーク手溶接（ＭＣ）　　  ア ーク手溶接（ＭＣ）　　  ア ーク手溶接（ＭＣ）　　  ア ーク手溶接（ＭＣ）　　  ア ーク手溶接（ＭＣ）　　  ア ーク手溶接（ＭＣ）

　　  セ ルフ (ノンガ ス )シール ドアーク半自動溶接（Ｎ ＧＣ）　　  セ ルフ (ノンガ ス )シール ドアーク半自動溶接（Ｎ ＧＣ）　　  セ ルフ (ノンガ ス )シール ドアーク半自動溶接（Ｎ ＧＣ）　　  セ ルフ (ノンガ ス )シール ドアーク半自動溶接（Ｎ ＧＣ）　　  セ ルフ (ノンガ ス )シール ドアーク半自動溶接（Ｎ ＧＣ）　　  セ ルフ (ノンガ ス )シール ドアーク半自動溶接（Ｎ ＧＣ）　　  セ ルフ (ノンガ ス )シール ドアーク半自動溶接（Ｎ ＧＣ）

ガスシールド アーク半自動溶接（ ＧＣ ）ガスシールド アーク半自動溶 接（ＧＣ ）ガスシールド アーク半自動溶接（ ＧＣ ）ガスシールド アーク半自動溶 接（ＧＣ ）ガスシールド アーク半自動溶接（ ＧＣ ）ガスシールド アーク半自動溶 接（ＧＣ ）ガスシールド アーク半自動 溶接（Ｇ Ｃ ）

アークエアー ガウジング (ＡＡＧ )アークエアー ガウジング (ＡＡＧ )アークエアー ガウジング (ＡＡＧ )アークエアー ガウジング (ＡＡＧ )アークエアー ガウジング (ＡＡＧ )アークエアー ガウジング (ＡＡＧ )アークエアー ガウジング (ＡＡ Ｇ )

(e)　溶 接姿勢(e)　溶 接姿勢(e)　溶 接姿勢(e)　溶 接姿勢(e)　溶 接姿勢(e)　溶 接姿勢(e)　溶 接姿勢

(g)　溶 接施工(g)　溶 接施工(g)　溶 接施工(g)　溶 接施工(g)　溶 接施工(g)　溶 接施工(g)　溶 接施工

　　  (イ ) 仮付位置　　  (イ ) 仮付位置　　  (イ ) 仮付位置　　  (イ ) 仮付位置　　  (イ ) 仮付位置　　  (イ ) 仮付位置　　  (イ ) 仮付位置

下向  Ｆ下向  Ｆ下向  Ｆ下向  Ｆ下向  Ｆ下向  Ｆ下向  Ｆ 上向  Ｏ上向  Ｏ上向  Ｏ上向  Ｏ上向  Ｏ上向  Ｏ上向  Ｏ立向  Ｖ立向  Ｖ立向  Ｖ立向  Ｖ立向  Ｖ立向  Ｖ立向  Ｖ 横向  Ｈ横向  Ｈ横向  Ｈ横向  Ｈ横向  Ｈ横向  Ｈ横向  Ｈ

仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良 仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良良良良良良良良 良良良良良良良

　　  (イ ) エンドタ ブ　　  (イ ) エンドタ ブ　　  (イ ) エンドタ ブ　　  (イ ) エンドタ ブ　　  (イ ) エンドタ ブ　　  (イ ) エンドタ ブ　　  (イ ) エンドタ ブ

Ⅲ )エンドタブの長さは 、ＭＣ： 35mm以上Ⅲ )エンドタブの長さは 、ＭＣ： 35mm以上Ⅲ )エンドタブの長さは 、ＭＣ： 35mm以上Ⅲ )エンドタブの長さは 、ＭＣ： 35mm以上Ⅲ )エンドタブの長さは 、ＭＣ： 35mm以上Ⅲ )エンドタブの長さは 、ＭＣ： 35mm以上Ⅲ )エンドタブの長さは 、ＭＣ： 35mm以上

　  溶接終了後、母材よ り 10mm程度残し切断し て、　  溶接終了後、母材よ り 10mm程度残し切断し て、　  溶接終了後、母材よ り 10mm程度残し切断し て、　  溶接終了後、母材よ り 10mm程度残し切断し て、　  溶接終了後、母材よ り 10mm程度残し切断し て、　  溶接終了後、母材よ り 10mm程度残し切断し て、　  溶接終了後、母材よ り 10mm程度残し切断し て、

　  ＮＧＣ，ＧＣ： 40mm以上とし特記のない場 合は、　  ＮＧＣ，ＧＣ： 40mm以上とし特記のない場 合は、　  ＮＧＣ，ＧＣ： 40mm以上とし特記のない場 合は、　  ＮＧＣ，ＧＣ： 40mm以上とし特記のない場 合は、　  ＮＧＣ，ＧＣ： 40mm以上とし特記のない場 合は、　  ＮＧＣ，ＧＣ： 40mm以上とし特記のない場 合は、　  ＮＧＣ，ＧＣ： 40mm以上とし特記のない場 合は、

　　  (ロ ) 裏当て金　　  (ロ ) 裏当て金　　  (ロ ) 裏当て金　　  (ロ ) 裏当て金　　  (ロ ) 裏当て金　　  (ロ ) 裏当て金　　  (ロ ) 裏当て金

ｔｔｔｔｔｔｔ

35mm以上35mm以上35mm以上35mm以上35mm以上35mm以上35mm以上
かつ2ｔ以上かつ2ｔ以上かつ2ｔ以上かつ2ｔ以上かつ2ｔ以上かつ2ｔ以上かつ2ｔ以上

(ニ )ノンスカラップ工法(ニ )ノンスカラップ工法(ニ )ノンスカラップ工法(ニ )ノンスカラップ工法(ニ )ノンスカラップ工法(ニ )ノンスカラップ工法(ニ )ノンスカラップ工法

r　スカラップr　スカラップr　スカラップr　スカラップr　スカラップr　スカラップr　スカラップ

r=30～ 35mmr=30～ 35mmr=30～ 35mmr=30～ 35mmr=30～ 35mmr=30～ 35mmr=30～ 35mm
r=35r=35r=35r=35r=35r=35r=35

r=10r=10r=10r=10r=10r=10r=10

θθθθθθθ

θ :開先角度θ :開先 角度θ :開先角度θ :開先 角度θ :開先角度θ :開先 角度θ :開先角度

Ｇ :ルート間 隔Ｇ :ルー ト間隔Ｇ :ルート間 隔Ｇ :ルー ト間隔Ｇ :ルート間 隔Ｇ :ルー ト間隔Ｇ :ルート間隔

裏当 て金裏当 て金裏当 て金裏当 て金裏当 て金裏当 て金裏当 て金

GGGGGGG

　　  (ホ )裏はつり  　　  (ホ )裏はつり  　　  (ホ )裏はつり  　　  (ホ )裏はつり  　　  (ホ )裏はつり  　　  (ホ )裏はつり  　　  (ホ )裏はつり  

規準図の溶 接においてＡＡＧと記載 のある部分は全て、溶 接監理者の確認を励行 し、部材に規準図の溶 接においてＡＡＧと記載 のある部分は全て、溶 接監理者の確認を励行 し、部 材に規準図の溶 接においてＡＡＧと記載 のある部分は全て、溶 接監理者の確認を励行 し、部材に規準図の溶 接においてＡＡＧと記載 のある部分は全て、溶 接監理者の確認を励行 し、部 材に規準図の溶 接においてＡＡＧと記載 のある部分は全て、溶 接監理者の確認を励行 し、部材に規準図の溶 接においてＡＡＧと記載 のある部分は全て、溶 接監理者の確認を励行 し、部 材に規準図の溶 接においてＡＡＧと記載 のある部分は全て、溶 接監理者の確認を励行 し、 部材に

開 先面開 先面開 先面開 先面開 先面開 先面開 先面

裏は つり側にする裏は つり側にする裏は つり側にする裏は つり側にする裏は つり側にする裏は つり側にする裏は つり側にする

仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接

（５）塗装（５）塗装（５）塗装（５）塗装（５）塗装（５）塗装（５）塗装

(b)　高 力ボルトの摩擦面の処 理は黒皮などを座金外径 ２倍以上の範囲でショ ットブラスト、グラ イ ンダー掛 け(b)　高 力ボルトの摩擦面の処 理は黒皮などを座金外径 ２倍以上の範囲でショ ットブラスト、グ ライ ンダ ー掛け(b)　高 力ボルトの摩擦面の処 理は黒皮などを座金外径 ２倍以上の範囲でショ ットブラスト、グラ イ ンダー掛 け(b)　高 力ボルトの摩擦面の処 理は黒皮などを座金外径 ２倍以上の範囲でショ ットブラスト、グ ライ ンダ ー掛け(b)　高 力ボルトの摩擦面の処 理は黒皮などを座金外径 ２倍以上の範囲でショ ットブラスト、グラ イ ンダー掛 け(b)　高 力ボルトの摩擦面の処 理は黒皮などを座金外径 ２倍以上の範囲でショ ットブラスト、グ ライ ンダ ー掛け(b)　高 力ボルトの摩擦面の処 理は黒皮などを座金外径 ２倍以上の範囲でショ ットブラスト、 グライ ンダー掛け

(a)　構 造設計特記仕様による 。(a)　構 造設計特記仕様による 。(a)　構 造設計特記仕様による 。(a)　構 造設計特記仕様による 。(a)　構 造設計特記仕様による 。(a)　構 造設計特記仕様による 。(a)　構 造設計特記仕様による 。

(b)　適 用範囲は、鋼材を用い る工事に適用し、かつ鋼 材の厚さが 40mm以下の ものとする。(b)　適 用範囲は、鋼材を用い る工事に適用し、かつ鋼 材の厚さが 40mm以下の ものとする。(b)　適 用範囲は、鋼材を用い る工事に適用し、かつ鋼 材の厚さが 40mm以下の ものとする。(b)　適 用範囲は、鋼材を用い る工事に適用し、かつ鋼 材の厚さが 40mm以下の ものとする。(b)　適 用範囲は、鋼材を用い る工事に適用し、かつ鋼 材の厚さが 40mm以下の ものとする。(b)　適 用範囲は、鋼材を用い る工事に適用し、かつ鋼 材の厚さが 40mm以下の ものとする。(b)　適 用範囲は、鋼材を用い る工事に適用し、かつ鋼 材の厚さが 40mm以下の ものとする。

　　  た だし、ベースプレート の厚さは除く。　　  た だし、ベースプレート の厚さは除く。　　  た だし、ベースプレート の厚さは除く。　　  た だし、ベースプレート の厚さは除く。　　  た だし、ベースプレート の厚さは除く。　　  た だし、ベースプレート の厚さは除く。　　  た だし、ベースプレート の厚さは除く。

(c)　社 内検査結果の検査報告 書には、鉄骨の寸法・精 度及びその他の結果を 添付する。(c)　社 内検査結果の検査報告 書には、鉄骨の寸法・精 度及びその他の結果を 添付する。(c)　社 内検査結果の検査報告 書には、鉄骨の寸法・精 度及びその他の結果を 添付する。(c)　社 内検査結果の検査報告 書には、鉄骨の寸法・精 度及びその他の結果を 添付する。(c)　社 内検査結果の検査報告 書には、鉄骨の寸法・精 度及びその他の結果を 添付する。(c)　社 内検査結果の検査報告 書には、鉄骨の寸法・精 度及びその他の結果を 添付する。(c)　社 内検査結果の検査報告 書には、鉄骨の寸法・精 度及びその他の結果を 添付する。

(a)　鉄 骨製作及び施工に先立 って「鉄骨工事施工要領 書」を提出し工事監理 者の承認を得る。(a)　鉄 骨製作及び施工に先立 って「鉄骨工事施工要領 書」を提出し工事監理 者の承認を得る。(a)　鉄 骨製作及び施工に先立 って「鉄骨工事施工要領 書」を提出し工事監理 者の承認を得る。(a)　鉄 骨製作及び施工に先立 って「鉄骨工事施工要領 書」を提出し工事監理 者の承認を得る。(a)　鉄 骨製作及び施工に先立 って「鉄骨工事施工要領 書」を提出し工事監理 者の承認を得る。(a)　鉄 骨製作及び施工に先立 って「鉄骨工事施工要領 書」を提出し工事監理 者の承認を得る。(a)　鉄 骨製作及び施工に先立 って「鉄骨工事施工要領 書」を提出し工事監理 者の承認を得る 。

(b)　鋼 管部材の分岐継手部の 相貫切断は、鋼管自動切 断機による。(b)　鋼 管部材の分岐継手部の 相貫切断は、鋼管自動切 断機による。(b)　鋼 管部材の分岐継手部の 相貫切断は、鋼管自動切 断機による。(b)　鋼 管部材の分岐継手部の 相貫切断は、鋼管自動切 断機による。(b)　鋼 管部材の分岐継手部の 相貫切断は、鋼管自動切 断機による。(b)　鋼 管部材の分岐継手部の 相貫切断は、鋼管自動切 断機による。(b)　鋼 管部材の分岐継手部の 相貫切断は、鋼管自動切 断機による。

(c)　高 張力鋼の歪み矯正は、 冷間矯正とする。(c)　高 張力鋼の歪み矯正は、 冷間矯正とする。(c)　高 張力鋼の歪み矯正は、 冷間矯正とする。(c)　高 張力鋼の歪み矯正は、 冷間矯正とする。(c)　高 張力鋼の歪み矯正は、 冷間矯正とする。(c)　高 張力鋼の歪み矯正は、 冷間矯正とする。(c)　高 張力鋼の歪み矯正は、 冷間矯正とする。

　　  等 を用いて除去した後、 屋外に自然放置して発生 した赤さび状態である こと。ただし、ショ ッ トブラス ト、　　  等 を用いて除去した後、 屋外に自然放置して発生 した赤さび状態である こと。ただし、シ ョッ トブ ラスト、　　  等 を用いて除去した後、 屋外に自然放置して発生 した赤さび状態である こと。ただし、ショ ッ トブラス ト、　　  等 を用いて除去した後、 屋外に自然放置して発生 した赤さび状態である こと。ただし、シ ョッ トブ ラスト、　　  等 を用いて除去した後、 屋外に自然放置して発生 した赤さび状態である こと。ただし、ショ ッ トブラス ト、　　  等 を用いて除去した後、 屋外に自然放置して発生 した赤さび状態である こと。ただし、シ ョッ トブ ラスト、　　  等 を用いて除去した後、 屋外に自然放置して発生 した赤さび状態である こと。ただし、 ショッ トブラスト 、

(a)　本 締めに使用するボルト と、仮締めボルトの併用 はしてはならない。(a)　本 締めに使用するボルト と、仮締めボルトの併用 はしてはならない。(a)　本 締めに使用するボルト と、仮締めボルトの併用 はしてはならない。(a)　本 締めに使用するボルト と、仮締めボルトの併用 はしてはならない。(a)　本 締めに使用するボルト と、仮締めボルトの併用 はしてはならない。(a)　本 締めに使用するボルト と、仮締めボルトの併用 はしてはならない。(a)　本 締めに使用するボルト と、仮締めボルトの併用 はしてはならない。

　　  の 溶接術検定試験に合格 し引続き、半年以上溶接 に従事している者とす る。　　  の 溶接術検定試験に合格 し引続き、半年以上溶接 に従事している者とす る。　　  の 溶接術検定試験に合格 し引続き、半年以上溶接 に従事している者とす る。　　  の 溶接術検定試験に合格 し引続き、半年以上溶接 に従事している者とす る。　　  の 溶接術検定試験に合格 し引続き、半年以上溶接 に従事している者とす る。　　  の 溶接術検定試験に合格 し引続き、半年以上溶接 に従事している者とす る。　　  の 溶接術検定試験に合格 し引続き、半年以上溶接 に従事している者とす る。

(f)　組 立溶接技能者は、原則 として本工事に従事する 者が行う。(f)　組 立溶接技能者は、原則 として本工事に従事する 者が行う。(f)　組 立溶接技能者は、原則 として本工事に従事する 者が行う。(f)　組 立溶接技能者は、原則 として本工事に従事する 者が行う。(f)　組 立溶接技能者は、原則 として本工事に従事する 者が行う。(f)　組 立溶接技能者は、原則 として本工事に従事する 者が行う。(f)　組 立溶接技能者は、原則 として本工事に従事する 者が行う。

　　  組 立溶接は溶接の始、終 端、隅角部など強度上、 工作上、問題となり易 い箇所は避ける。　　  組 立溶接は溶接の始、終 端、隅角部など強度上、 工作上、問題となり易 い箇所は避ける。　　  組 立溶接は溶接の始、終 端、隅角部など強度上、 工作上、問題となり易 い箇所は避ける。　　  組 立溶接は溶接の始、終 端、隅角部など強度上、 工作上、問題となり易 い箇所は避ける。　　  組 立溶接は溶接の始、終 端、隅角部など強度上、 工作上、問題となり易 い箇所は避ける。　　  組 立溶接は溶接の始、終 端、隅角部など強度上、 工作上、問題となり易 い箇所は避ける。　　  組 立溶接は溶接の始、終 端、隅角部など強度上、 工作上、問題となり易 い箇所は避ける 。

　　  (ロ ) 完全溶込 み溶接部の仮付溶接は 必ず裏はつり側に施工 する。　　  (ロ ) 完全溶込 み溶接部の仮付溶接は 必ず裏はつり側に施工 する。　　  (ロ ) 完全溶込 み溶接部の仮付溶接は 必ず裏はつり側に施工 する。　　  (ロ ) 完全溶込 み溶接部の仮付溶接は 必ず裏はつり側に施工 する。　　  (ロ ) 完全溶込 み溶接部の仮付溶接は 必ず裏はつり側に施工 する。　　  (ロ ) 完全溶込 み溶接部の仮付溶接は 必ず裏はつり側に施工 する。　　  (ロ ) 完全溶込 み溶接部の仮付溶接は 必ず裏はつり側に施工 する。

Ⅰ )完全溶込み溶接、部 分溶込み溶接の両端部 に母材と同厚で同開先 形状のエンドタブ を取り 付け る。Ⅰ )完全溶込み溶接、部 分溶込み溶接の両端部 に母材と同厚で同開先 形状のエンドタブ を取り 付ける。Ⅰ )完全溶込み溶接、部 分溶込み溶接の両端部 に母材と同厚で同開先 形状のエンドタブ を取り 付け る。Ⅰ )完全溶込み溶接、部 分溶込み溶接の両端部 に母材と同厚で同開先 形状のエンドタブ を取り 付ける。Ⅰ )完全溶込み溶接、部 分溶込み溶接の両端部 に母材と同厚で同開先 形状のエンドタブ を取り 付け る。Ⅰ )完全溶込み溶接、部 分溶込み溶接の両端部 に母材と同厚で同開先 形状のエンドタブ を取り 付ける。Ⅰ )完全溶込み溶接、部 分溶込み溶接の両端部 に母材と同厚で同開先 形状のエンドタブを取 り 付ける 。

Ⅱ )エンドタブの材質は 、母材と同質とする。Ⅱ )エンドタブの材質は 、母材と同質とする。Ⅱ )エンドタブの材質は 、母材と同質とする。Ⅱ )エンドタブの材質は 、母材と同質とする。Ⅱ )エンドタブの材質は 、母材と同質とする。Ⅱ )エンドタブの材質は 、母材と同質とする。Ⅱ )エンドタブの材質は 、母材と同質とする。

　  グラインダー仕上げ とする。　  グラインダー仕上げ とする。　  グラインダー仕上げ とする。　  グラインダー仕上げ とする。　  グラインダー仕上げ とする。　  グラインダー仕上げ とする。　  グラインダー仕上げ とする。

Ⅳ )プレス鋼板タブ、固 形タブ使用については 、資料を提出し設計者 、又は工事監理者 の承認 を得 る。Ⅳ )プレス鋼板タブ、固 形タブ使用については 、資料を提出し設計者 、又は工事監理者 の承認 を得る。Ⅳ )プレス鋼板タブ、固 形タブ使用については 、資料を提出し設計者 、又は工事監理者 の承認 を得 る。Ⅳ )プレス鋼板タブ、固 形タブ使用については 、資料を提出し設計者 、又は工事監理者 の承認 を得る。Ⅳ )プレス鋼板タブ、固 形タブ使用については 、資料を提出し設計者 、又は工事監理者 の承認 を得 る。Ⅳ )プレス鋼板タブ、固 形タブ使用については 、資料を提出し設計者 、又は工事監理者 の承認 を得る。Ⅳ )プレス鋼板タブ、固 形タブ使用については 、資料を提出し設計者 、又は工事監理者の承 認 を得る 。

材質は母材 と同質材料とし厚さは手 溶接で 6mm、半自動溶接で 9mm以上、巾は 25mm以上を原則 とする。材質は母材 と同質材料とし厚さは手 溶接で 6mm、半自動溶接で 9mm以上、巾は 25mm以上を 原則とする 。材質は母材 と同質材料とし厚さは手 溶接で 6mm、半自動溶接で 9mm以上、巾は 25mm以上を原則 とする。材質は母材 と同質材料とし厚さは手 溶接で 6mm、半自動溶接で 9mm以上、巾は 25mm以上を 原則とする 。材質は母材 と同質材料とし厚さは手 溶接で 6mm、半自動溶接で 9mm以上、巾は 25mm以上を原則 とする。材質は母材 と同質材料とし厚さは手 溶接で 6mm、半自動溶接で 9mm以上、巾は 25mm以上を 原則とする 。材質は母材 と同質材料とし厚さは手 溶接で 6mm、半自動溶接で 9mm以上、巾は 25mm以上 を原則とす る。

ただし、溶 接性能が確認できれば監 理者の承認を得て変更 することができる。ただし、溶 接性能が確認できれば監 理者の承認を得て変更 することができる。ただし、溶 接性能が確認できれば監 理者の承認を得て変更 することができる。ただし、溶 接性能が確認できれば監 理者の承認を得て変更 することができる。ただし、溶 接性能が確認できれば監 理者の承認を得て変更 することができる。ただし、溶 接性能が確認できれば監 理者の承認を得て変更 することができる。ただし、溶 接性能が確認できれば監 理者の承認を得て変更 することができる。

　　  (ハ ) スカラッ プ半径は 30～ 35mmと 10mmのダブルアールとす る。　　  (ハ ) スカラッ プ半径は 30～ 35mmと 10mmのダブルアールとす る。　　  (ハ ) スカラッ プ半径は 30～ 35mmと 10mmのダブルアールとす る。　　  (ハ ) スカラッ プ半径は 30～ 35mmと 10mmのダブルアールとす る。　　  (ハ ) スカラッ プ半径は 30～ 35mmと 10mmのダブルアールとす る。　　  (ハ ) スカラッ プ半径は 30～ 35mmと 10mmのダブルアールとす る。　　  (ハ ) スカラッ プ半径は 30～ 35mmと 10mmのダブルアールとす る。

　　　　　ただし梁 成が  D=150mm未満の場 合のスカラップは r=20mmとする。　　　　　ただし梁 成が  D=150mm未満の場 合のスカラップは r=20mmとする。　　　　　ただし梁 成が  D=150mm未満の場 合のスカラップは r=20mmとする。　　　　　ただし梁 成が  D=150mm未満の場 合のスカラップは r=20mmとする。　　　　　ただし梁 成が  D=150mm未満の場 合のスカラップは r=20mmとする。　　　　　ただし梁 成が  D=150mm未満の場 合のスカラップは r=20mmとする。　　　　　ただし梁 成が  D=150mm未満の場 合のスカラップは r=20mmとする。

確認マーク を付ける。確認マーク を付ける。確認マーク を付ける。確認マーク を付ける。確認マーク を付ける。確認マーク を付ける。確認マーク を付ける。

なっている 部分は、塗装をしない。なっている 部分は、塗装をしない。なっている 部分は、塗装をしない。なっている 部分は、塗装をしない。なっている 部分は、塗装をしない。なっている 部分は、塗装をしない。なっている 部分は、塗装をしない。

・ tは t1、 t2の小なる方とする・ tは t1、 t2の小なる方とする・ tは t1、 t2の小なる方とする・ tは t1、 t2の小なる方とする・ tは t1、 t2の小なる方とする・ tは t1、 t2の小なる方とする・ tは t1、 t2の小なる方とする

・ただ し片面溶接 の場合は S=tとする・ ただし片面 溶接 の場合は S=tとする・ただ し片面溶接 の場合は S=tとする・ ただし片面 溶接 の場合は S=tとする・ただ し片面溶接 の場合は S=tとする・ ただし片面 溶接 の場合は S=tとする・ただし 片面溶接 の場合は S=tとする

(ただし、t≧15mmの時 4.0mm とする)(ただし、t≧15mmの時 4.0mm とする)(ただし、t≧15mmの時 4.0mm とする)(ただし、t≧15mmの時 4.0mm とする)(ただし、t≧15mmの時 4.0mm とする)(ただし、t≧15mmの時 4.0mm とする)(ただし、t≧15mmの時 4.0mm とする)

(ただし、t≧15mmの時 4.0mm とする)(ただし、t≧15mmの時 4.0mm とする)(ただし、t≧15mmの時 4.0mm とする)(ただし、t≧15mmの時 4.0mm とする)(ただし、t≧15mmの時 4.0mm とする)(ただし、t≧15mmの時 4.0mm とする)(ただし、t≧15mmの時 4.0mm とする)

・フレ ア ー溶接 長は、鋼板 に接す る 全長とする・ フレア ー 溶接長は、 鋼板に接す る全長とす る・フレ ア ー溶接 長は、鋼板 に接す る 全長とする・ フレア ー 溶接長は、 鋼板に接す る全長とす る・フレ ア ー溶接 長は、鋼板 に接す る 全長とする・ フレア ー 溶接長は、 鋼板に接す る全長とす る・フレア ー溶接長は 、鋼板に接 す る全長 とする

・ 9mm～ 16mmは 1パス以上、 19mm以 上 は 2パス 以上とす る・ 9mm～ 16mmは 1パス以 上、 19mm以 上は 2パス 以上 とする・ 9mm～ 16mmは 1パス以上、 19mm以 上 は 2パス 以上とす る・ 9mm～ 16mmは 1パス以 上、 19mm以 上は 2パス 以上 とする・ 9mm～ 16mmは 1パス以上、 19mm以 上 は 2パス 以上とす る・ 9mm～ 16mmは 1パス以 上、 19mm以 上は 2パス 以上 とする・ 9mm～ 16mmは 1パス 以上、 19mm以 上は 2パス 以 上とする

<柱材料 :BCR295、 BCP325を使用す る 場 合 ><柱材料 :BCR295、 BCP325を使用す る 場 合 ><柱材料 :BCR295、 BCP325を使用す る 場 合 ><柱材料 :BCR295、 BCP325を使用す る 場 合 ><柱材料 :BCR295、 BCP325を使用す る 場 合 ><柱材料 :BCR295、 BCP325を使用す る 場 合 ><柱材料 :BCR295、 BCP325を使用す る 場 合 >

注）STKR、BCR、BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可注）STKR、BCR、BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可注）STKR、BCR、BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可注）STKR、BCR、BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可注）STKR、BCR、BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可注）STKR、BCR、BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可注）STKR、BCR、BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可

　　定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。　　定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。　　定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。　　定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。　　定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。　　定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。　　定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。

　　  (ヘ ) 現場溶接 の開先面には、溶接に 支障のない防錆材を塗 布する。　　  (ヘ ) 現場溶接 の開先面には、溶接に 支障のない防錆材を塗 布する。　　  (ヘ ) 現場溶接 の開先面には、溶接に 支障のない防錆材を塗 布する。　　  (ヘ ) 現場溶接 の開先面には、溶接に 支障のない防錆材を塗 布する。　　  (ヘ ) 現場溶接 の開先面には、溶接に 支障のない防錆材を塗 布する。　　  (ヘ ) 現場溶接 の開先面には、溶接に 支障のない防錆材を塗 布する。　　  (ヘ ) 現場溶接 の開先面には、溶接に 支障のない防錆材を塗 布する。

　  　　 　  また、開 先部を傷めないように 養生を行う。　  　　 　  また、開 先部を傷めないように 養生を行う。　  　　 　  また、開 先部を傷めないように 養生を行う。　  　　 　  また、開 先部を傷めないように 養生を行う。　  　　 　  また、開 先部を傷めないように 養生を行う。　  　　 　  また、開 先部を傷めないように 養生を行う。　  　　 　  また、開 先部を傷めないように 養生を行う。

鉄 骨 構 造 標 準 図（１）鉄 骨 構 造 標 準 図（１）鉄 骨 構 造 標 準 図（１）鉄 骨 構 造 標 準 図（１）鉄 骨 構 造 標 準 図（１）鉄 骨 構 造 標 準 図（１）鉄 骨 構 造 標 準 図（１）

鉄骨構造標準図_S-1(260601改定)鉄骨構造標準図_S-1(260601改定)鉄骨構造標準図_S-1(260601改定)鉄骨構造標準図_S-1(260601改定)鉄骨構造標準図_S-1(260601改定)鉄骨構造標準図_S-1(260601改定)鉄骨構造標準図_S-1(260601改定)
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倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか

建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事

設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当 令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成
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村
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村
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村
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村
木
村
木
村

綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体

構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号

一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号

木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司

鉄骨構造標準図　Ｓ-１鉄骨構造標準図　Ｓ-１鉄骨構造標準図　Ｓ-１鉄骨構造標準図　Ｓ-１鉄骨構造標準図　Ｓ-１鉄骨構造標準図　Ｓ-１鉄骨構造標準図　Ｓ-１
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(b) 形鋼ブ レース(b) 形鋼ブ レース(b) 形鋼ブ レース(b) 形鋼ブ レース(b) 形鋼ブ レース(b) 形鋼ブ レース(b) 形鋼ブ レース

符 号符 号符 号符 号符 号符 号符 号 部 材部 材部 材部 材部 材部 材部 材 PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1) N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径 lllllll
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00

≒
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00

≒
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00

≒
@6
00 30ﾟ30ﾟ30ﾟ30ﾟ30ﾟ30ﾟ30ﾟ

①①①①①①①
①①①①①①①

FB-65×9　中ボルトM16FB-65×9　中ボルトM16FB-65×9　中ボルトM16FB-65×9　中ボルトM16FB-65×9　中ボルトM16FB-65×9　中ボルトM16FB-65×9　中ボルトM16

PL-6PL-6PL-6PL-6PL-6PL-6PL-6

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

NNNNNNN

羽子 板ボルト羽子 板ボルト羽子 板ボルト羽子 板ボルト羽子 板ボルト羽子 板ボルト羽子 板ボルト 形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース

梁との溶接 およびコネクター梁との溶接 およびコネクター梁との溶接 およびコネクター梁との溶接 およびコネクター梁との溶接 およびコネクター梁との溶接 およびコネクター梁との溶接 およびコネクター

（７）デッキプレート（７）デッキプレート（７）デッキプレート（７）デッキプレート（７）デッキプレート（７）デッキプレート（７）デッキプレート

水平ブレ ース水平ブレ ース水平ブレ ース水平ブレ ース水平ブレ ース水平ブレ ース水平ブレ ース

16Φ  =@20016Φ  =@20016Φ  =@20016Φ  =@20016Φ  =@20016Φ  =@20016Φ  =@200

アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接

受梁へのか かり寸法及端部処理　 　　　 e≧ 35mm受梁へのか かり寸法及端部処理　 　　　 e≧ 35mm受梁へのか かり寸法及端部処理　 　　　 e≧ 35mm受梁へのか かり寸法及端部処理　 　　　 e≧ 35mm受梁へのか かり寸法及端部処理　 　　　 e≧ 35mm受梁へのか かり寸法及端部処理　 　　　 e≧ 35mm受梁へのか かり寸法及端部処理　 　　　 e≧ 35mm

eeeeeee

eeeeeee eeeeeee eeeeeee eeeeeee

eeeeeeeeeeeeee

梁上 通しの場合梁上 通しの場合梁上 通しの場合梁上 通しの場合梁上 通しの場合梁上 通しの場合梁上 通しの場合 既製 品面戸 (鉄 板 )既製 品面戸 (鉄 板 )既製 品面戸 (鉄 板 )既製 品面戸 (鉄 板 )既製 品面戸 (鉄 板 )既製 品面戸 (鉄 板 )既製 品面戸 (鉄 板 ) 折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工

梁上 切断の場合梁上 切断の場合梁上 切断の場合梁上 切断の場合梁上 切断の場合梁上 切断の場合梁上 切断の場合 あ て板 (鉄板 )あ て板 (鉄板 )あ て板 (鉄板 )あ て板 (鉄板 )あ て板 (鉄板 )あ て板 (鉄板 )あ て板 (鉄板 ) あて板 (非金属 )あて板 (非金属 )あて板 (非金属 )あて板 (非金属 )あて板 (非金属 )あて板 (非金属 )あて板 (非金属 )

50-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400 ①①①①①①①

eeeeeee

eeeeeee

50505050505050

300以下300以下300以下300以下300以下300以下300以下 600以下600以下600以下600以下600以下600以下600以下

50505050505050 30303030303030

スラブ 端部の補足材スラブ 端部の補足材スラブ 端部の補足材スラブ 端部の補足材スラブ 端部の補足材スラブ 端部の補足材スラブ 端部の補足材 補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材

①①①①①①①50-20050-20050-20050-20050-20050-20050-200

L形鋼L形鋼L形鋼L形鋼L形鋼L形鋼L形鋼
①①①①①①① 50-20050-20050-20050-20050-20050-20050-200

①①①①①①①50-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400

①①①①①①①50-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400

PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6

PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6

①①①①①①① 50-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400

①①①①①①①

①①①①①①①50-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400

PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×6

PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×6PL-50×6

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

L-50×50×6　　@≦600L-50×50×6　　@≦600L-50×50×6　　@≦600L-50×50×6　　@≦600L-50×50×6　　@≦600L-50×50×6　　@≦600L-50×50×6　　@≦600

PL-3.2PL-3.2PL-3.2PL-3.2PL-3.2PL-3.2PL-3.2

（８）柱脚（８）柱脚（８）柱脚（８）柱脚（８）柱脚（８）柱脚（８）柱脚
　注 ) 許容応力度 計算を行わなかった場 合の構造形式　注 ) 許容応力度 計算を行わなかった場 合の構造形式　注 ) 許容応力度 計算を行わなかった場 合の構造形式　注 ) 許容応力度 計算を行わなかった場 合の構造形式　注 ) 許容応力度 計算を行わなかった場 合の構造形式　注 ) 許容応力度 計算を行わなかった場 合の構造形式　注 ) 許容応力度 計算を行わなかった場 合の構造形式
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アンカーアンカーアンカーアンカーアンカーアンカーアンカー

ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径

(ｄ)(ｄ)(ｄ)(ｄ)(ｄ)(ｄ)(ｄ)

ベースベースベースベースベースベースベース

プレート厚プレート厚プレート厚プレート厚プレート厚プレート厚プレート厚

≧1.3ｄ≧1.3ｄ≧1.3ｄ≧1.3ｄ≧1.3ｄ≧1.3ｄ≧1.3ｄ

アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d(定着長さ≧20d

かぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げるかぎ状に折曲げる

等の措置)等の措置)等の措置)等の措置)等の措置)等の措置)等の措置)

座金座金座金座金座金座金座金

二重ナット二重ナット二重ナット二重ナット二重ナット二重ナット二重ナット

等の戻り等の戻り等の戻り等の戻り等の戻り等の戻り等の戻り

止め止め止め止め止め止め止め

に対し均等に配置に対し均等に配置に対し均等に配置に対し均等に配置に対し均等に配置に対し均等に配置に対し均等に配置
アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心アンカーボルトが柱の中心

縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔縁端距離(ボルト孔

の径に応じ、表にの径に応じ、表にの径に応じ、表にの径に応じ、表にの径に応じ、表にの径に応じ、表にの径に応じ、表に

示す数値以上)示す数値以上)示す数値以上)示す数値以上)示す数値以上)示す数値以上)示す数値以上)

アンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積のアンカーボルト断面積の

総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2総和≧柱断面積×0.2

露出形式柱脚露出形式柱脚露出形式柱脚露出形式柱脚露出形式柱脚露出形式柱脚露出形式柱脚 根巻き形 式 柱脚根巻き形 式柱 脚根巻き形 式 柱脚根巻き形 式柱 脚根巻き形 式 柱脚根巻き形 式柱 脚根巻き形 式 柱脚 埋 込 み 形 式柱 脚埋 込 み 形式 柱 脚埋 込 み 形 式柱 脚埋 込 み 形式 柱 脚埋 込 み 形 式柱 脚埋 込 み 形式 柱 脚埋 込 み 形式 柱 脚
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のかぶり厚さのかぶり厚さのかぶり厚さのかぶり厚さのかぶり厚さのかぶり厚さのかぶり厚さ
コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

(柱幅以上)(柱幅以上)(柱幅以上)(柱幅以上)(柱幅以上)(柱幅以上)(柱幅以上)帯筋(令77条帯筋(令77条帯筋(令77条帯筋(令77条帯筋(令77条帯筋(令77条帯筋(令77条

立上り主筋立上り主筋立上り主筋立上り主筋立上り主筋立上り主筋立上り主筋

を準用)を準用)を準用)を準用)を準用)を準用)を準用)

(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の(4本以上、頂部の

折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、折り曲げ等の措置、

表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)表に定める定着長さ)

柱幅柱幅柱幅柱幅柱幅柱幅柱幅

(DとHのいずれか(DとHのいずれか(DとHのいずれか(DとHのいずれか(DとHのいずれか(DとHのいずれか(DとHのいずれか

　　大きなほう)　　大きなほう)　　大きなほう)　　大きなほう)　　大きなほう)　　大きなほう)　　大きなほう)

U字形補強筋U字形補強筋U字形補強筋U字形補強筋U字形補強筋U字形補強筋U字形補強筋

基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋

基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋

基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋
補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋
U字形U字形U字形U字形U字形U字形U字形

RRRRRRR

RRRRRRR RRRRRRR

（１）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ(P)（１）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ(P)（１）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ(P)（１）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ(P)（１）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ(P)（１）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ(P)（１）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ(P)

※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと※修正箇所は下線を引くこと
鉄 骨 構 造 標 準 図（２）鉄 骨 構 造 標 準 図（２）鉄 骨 構 造 標 準 図（２）鉄 骨 構 造 標 準 図（２）鉄 骨 構 造 標 準 図（２）鉄 骨 構 造 標 準 図（２）鉄 骨 構 造 標 準 図（２）

３．継手規準図，その他３．継手規準図，その他３．継手規準図，その他３．継手規準図，その他３．継手規準図，その他３．継手規準図，その他３．継手規準図，その他

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離ボルト穴径・最小縁端距離

最小縁端距離　(e)最小縁端距離　(e)最小縁端距離　(e)最小縁端距離　(e)最小縁端距離　(e)最小縁端距離　(e)最小縁端距離　(e) ピッチ　(P)ピッチ　(P)ピッチ　(P)ピッチ　(P)ピッチ　(P)ピッチ　(P)ピッチ　(P)
呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d呼び径 d

ボルトボルトボルトボルトボルトボルトボルト

穴 径穴 径穴 径穴 径穴 径穴 径穴 径 (1)(1)(1)(1)(1)(1)(1) (2)(2)(2)(2)(2)(2)(2) (3)(3)(3)(3)(3)(3)(3) (2)(3)の標準(2)(3)の標準(2)(3)の標準(2)(3)の標準(2)(3)の標準(2)(3)の標準(2)(3)の標準 最小最小最小最小最小最小最小 標準標準標準標準標準標準標準
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M30M30M30M30M30M30M30
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26262626262626

21 (16.5)21 (16.5)21 (16.5)21 (16.5)21 (16.5)21 (16.5)21 (16.5)

25 (20.5)25 (20.5)25 (20.5)25 (20.5)25 (20.5)25 (20.5)25 (20.5)

27 (22.5)27 (22.5)27 (22.5)27 (22.5)27 (22.5)27 (22.5)27 (22.5)

29 (24.5)29 (24.5)29 (24.5)29 (24.5)29 (24.5)29 (24.5)29 (24.5)

32323232323232

35353535353535

呼び径＋５呼び径＋５呼び径＋５呼び径＋５呼び径＋５呼び径＋５呼び径＋５
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55555555555555

60606060606060

60606060606060
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(50)(50)(50)(50)(50)(50)(50)

(55)(55)(55)(55)(55)(55)(55)

(60)(60)(60)(60)(60)(60)(60)

(60)(60)(60)(60)(60)(60)(60)

(60)(60)(60)(60)(60)(60)(60)

(60)(60)(60)(60)(60)(60)(60)

(70)(70)(70)(70)(70)(70)(70)

［注］ (1) 引張材の 接合部で応力方向にボ ルトが 3本以 上並ばない場合の応力 方向の縁端距離［注］ (1) 引張材の 接合部で応力方向にボ ルトが 3本以 上並ばない場合の応力 方向の縁端距離［注］ (1) 引張材の 接合部で応力方向にボ ルトが 3本以 上並ばない場合の応力 方向の縁端距離［注］ (1) 引張材の 接合部で応力方向にボ ルトが 3本以 上並ばない場合の応力 方向の縁端距離［注］ (1) 引張材の 接合部で応力方向にボ ルトが 3本以 上並ばない場合の応力 方向の縁端距離［注］ (1) 引張材の 接合部で応力方向にボ ルトが 3本以 上並ばない場合の応力 方向の縁端距離［注］ (1) 引張材の 接合部で応力方向にボ ルトが 3本以 上並ばない場合の応力 方向の縁端距離

　　　 (2) せん断縁 ・手動ガス切断縁の場 合の縁端距離　　　 (2) せん断縁 ・手動ガス切断縁の場 合の縁端距離　　　 (2) せん断縁 ・手動ガス切断縁の場 合の縁端距離　　　 (2) せん断縁 ・手動ガス切断縁の場 合の縁端距離　　　 (2) せん断縁 ・手動ガス切断縁の場 合の縁端距離　　　 (2) せん断縁 ・手動ガス切断縁の場 合の縁端距離　　　 (2) せん断縁 ・手動ガス切断縁の場 合の縁端距離

　　　 (3) 圧延縁・ 自動ガス切断縁・のこ 引き縁・機械仕上縁の 場合の縁端距離　　　 (3) 圧延縁・ 自動ガス切断縁・のこ 引き縁・機械仕上縁の 場合の縁端距離　　　 (3) 圧延縁・ 自動ガス切断縁・のこ 引き縁・機械仕上縁の 場合の縁端距離　　　 (3) 圧延縁・ 自動ガス切断縁・のこ 引き縁・機械仕上縁の 場合の縁端距離　　　 (3) 圧延縁・ 自動ガス切断縁・のこ 引き縁・機械仕上縁の 場合の縁端距離　　　 (3) 圧延縁・ 自動ガス切断縁・のこ 引き縁・機械仕上縁の 場合の縁端距離　　　 (3) 圧延縁・ 自動ガス切断縁・のこ 引き縁・機械仕上縁の 場合の縁端距離

（５）柱継手リスト（５）柱継手リスト（５）柱継手リスト（５）柱継手リスト（５）柱継手リスト（５）柱継手リスト（５）柱継手リスト
B1≦250B1≦250B1≦250B1≦250B1≦250B1≦250B1≦250 B1＝300B1＝300B1＝300B1＝300B1＝300B1＝300B1＝300 B1＝350(400)B1＝350(400)B1＝350(400)B1＝350(400)B1＝350(400)B1＝350(400)B1＝350(400)

B1B1B1B1B1B1B1 B1B1B1B1B1B1B1 B1B1B1B1B1B1B1

B2B2B2B2B2B2B2 B2B2B2B2B2B2B2 B2B2B2B2B2B2B2 B2B2B2B2B2B2B2 B2B2B2B2B2B2B2 B2B2B2B2B2B2B2

LL LL LL L LL LL LL L LL LL LL L

ee ee ee e
PP PP PP P

PP PP PP P
ee ee ee e1
01
0

1
0

1
0 1
0

1
0

1
0 ee ee ee e

PP PP PP P
PP PP PP P

ee ee ee e

ee ee ee e
ee ee ee e

1
01
0

1
0

1
0 1
0

1
0

1
0

ee ee ee e
ee ee ee e
4
54
5

4
5

4
5 4
5

4
5

4
5

4
54
5

4
5

4
5 4
5

4
5

4
5

〃〃 〃〃 〃〃 〃
4
5

4
5

4
5

4
5 4
5

4
5

4
5

4
54
5

4
5

4
5 4
5

4
5

4
5
〃〃 〃〃 〃〃 〃

ee ee ee e
1
0

1
0

1
0

1
0 1
0

1
0

1
0 ee ee ee e

ee ee ee e
ee ee ee e

PP PP PP P
PP PP PP P

PP PP PP P
PP PP PP P

15015015015015015015040404040404040 40404040404040 14014014014014014014070707070707070 70707070707070

N1N1N1N1N1N1N1
N1N1N1N1N1N1N1

N1N1N1N1N1N1N1

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

60606060606060

B1B1B1B1B1B1B1 B2B2B2B2B2B2B2

150150150150150150150

175175175175175175175

200200200200200200200

250250250250250250250

300300300300300300300

350350350350350350350

400400400400400400400

70707070707070

80808080808080

100100100100100100100

110110110110110110110

140140140140140140140

170170170170170170170

(90)(90)(90)(90)(90)(90)(90) (90)(90)(90)(90)(90)(90)(90)

LL LL LL L

ee ee ee e
PP PP PP P

ee ee ee e1
0

1
0

1
0

1
0 1
0

1
0

1
0 ee ee ee e

ee ee ee e
PP PP PP P

eeeeeeeeeeeeee eeeeeee eeeeeeePPPPPPPPPPPPPP

D≦150D≦150D≦150D≦150D≦150D≦150D≦150 D≦300D≦300D≦300D≦300D≦300D≦300D≦300

35以上35以上35以上35以上35以上35以上35以上 35以上35以上35以上35以上35以上35以上35以上

LL LL LL L

ee ee ee e
PP PP PP P

ee ee ee e1
0

1
0

1
0

1
0 1
0

1
0

1
0 ee ee ee e

ee ee ee e
PP PP PP P

N2N2N2N2N2N2N2 N2N2N2N2N2N2N2

PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)
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PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)
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エレクションピースエレクションピースエレクションピースエレクションピースエレクションピースエレクションピースエレクションピース

ＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプ

Ａタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用は

柱 D=250mm以下とする柱 D=250mm以下とする柱 D=250mm以下とする柱 D=250mm以下とする柱 D=250mm以下とする柱 D=250mm以下とする柱 D=250mm以下とする

ＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプ ＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプ

④④④④④④④

①①①①①①①

④④④④④④④ ④④④④④④④

符 号符 号符 号符 号符 号符 号符 号 部 材部 材部 材部 材部 材部 材部 材
フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ ウエブウエブウエブウエブウエブウエブウエブ

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1) PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2) N 1 - 径N 1 - 径N 1 - 径N 1 - 径N 1 - 径N 1 - 径N 1 - 径 PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3) N 2 - 径N 2 - 径N 2 - 径N 2 - 径N 2 - 径N 2 - 径N 2 - 径

（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト（２）ピン接合梁継手リスト

10101010101010
eeeeeeeeeeeeee eeeeeee eeeeeee

ee ee ee e
PP PP PP P

PP PP PP P
ee ee ee e

eeeeeee eeeeeee10101010101010 10101010101010 PPPPPPP eeeeeeeeeeeeee

ee ee ee eee ee ee e
PP PP PP P

ee ee ee e

ee ee ee e

N(片側)N(片側)N(片側)N(片側)N(片側)N(片側)N(片側)
NNNNNNN

NNNNNNN

<TYPE-1><TYPE-1><TYPE-1><TYPE-1><TYPE-1><TYPE-1><TYPE-1> <TYPE-2><TYPE-2><TYPE-2><TYPE-2><TYPE-2><TYPE-2><TYPE-2> <TYPE-3><TYPE-3><TYPE-3><TYPE-3><TYPE-3><TYPE-3><TYPE-3>

①①①①①①①

①①①①①①①

①①①①①①① ①①①①①①①
PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)

(両面)(両面)(両面)(両面)(両面)(両面)(両面)

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1) PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

H-100x50及びH-150x75の場合H-100x50及びH-150x75の場合H-100x50及びH-150x75の場合H-100x50及びH-150x75の場合H-100x50及びH-150x75の場合H-100x50及びH-150x75の場合H-100x50及びH-150x75の場合

符号符号符号符号符号符号符号 タイプタイプタイプタイプタイプタイプタイプ 部 材部 材部 材部 材部 材部 材部 材 PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1) PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2) N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径N - 径

（３）剛接合梁継手リスト（３）剛接合梁継手リスト（３）剛接合梁継手リスト（３）剛接合梁継手リスト（３）剛接合梁継手リスト（３）剛接合梁継手リスト（３）剛接合梁継手リスト (SCSS-H97による)(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)(SCSS-H97による)

eeeeeeePPPPPPPeeeeeee eeeeeee PPPPPPP eeeeeee

eeeeeee eeeeeee
10101010101010
eeeeeee eeeeeee

ee ee ee e
PP PP PP P

PP PP PP P
ee ee ee e

10101010101010

N2(片側)N2(片側)N2(片側)N2(片側)N2(片側)N2(片側)N2(片側)

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)
PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)

PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)

部 材部 材部 材部 材部 材部 材部 材符 号符 号符 号符 号符 号符 号符 号
フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ ウエブウエブウエブウエブウエブウエブウエブ

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1) PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2) PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)N 1 - 径N 1 - 径N 1 - 径N 1 - 径N 1 - 径N 1 - 径N 1 - 径 N 2 - 径N 2 - 径N 2 - 径N 2 - 径N 2 - 径N 2 - 径N 2 - 径

（４）ハンチ部の継手（４）ハンチ部の継手（４）ハンチ部の継手（４）ハンチ部の継手（４）ハンチ部の継手（４）ハンチ部の継手（４）ハンチ部の継手

M20M20M20M20M20M20M20

（６）鉄筋ブレース（６）鉄筋ブレース（６）鉄筋ブレース（６）鉄筋ブレース（６）鉄筋ブレース（６）鉄筋ブレース（６）鉄筋ブレース (JIS規格品とする ･･･JIS A 5540･･･1982/5541･5542･･･2003)(JIS規格品とする ･･･JIS A 5540･･･1982/5541･5542･･･2003)(JIS規格品とする ･･･JIS A 5540･･･1982/5541･5542･･･2003)(JIS規格品とする ･･･JIS A 5540･･･1982/5541･5542･･･2003)(JIS規格品とする ･･･JIS A 5540･･･1982/5541･5542･･･2003)(JIS規格品とする ･･･JIS A 5540･･･1982/5541･5542･･･2003)(JIS規格品とする ･･･JIS A 5540･･･1982/5541･5542･･･2003)

(a) 羽子板ボル ト(a) 羽子板 ボルト(a) 羽子板ボル ト(a) 羽子板 ボルト(a) 羽子板ボル ト(a) 羽子板 ボルト(a) 羽 子板ボルト

M16M16M16M16M16M16M16M14M14M14M14M14M14M14M12M12M12M12M12M12M12 M18M18M18M18M18M18M18 M20M20M20M20M20M20M20 M22M22M22M22M22M22M22 M24M24M24M24M24M24M24ねじの呼び (d)ねじの呼び (d)ねじの呼び (d)ねじの呼び (d)ねじの呼び (d)ねじの呼び (d)ねじの呼び (d)

最　　　大最　　　大最　　　大最　　　大最　　　大最　　　大最　　　大

最　　　小最　　　小最　　　小最　　　小最　　　小最　　　小最　　　小

M12M12M12M12M12M12M12 M16M16M16M16M16M16M16 M16M16M16M16M16M16M16 M20M20M20M20M20M20M20 M20M20M20M20M20M20M20M22M22M22M22M22M22M22

2222222111111111111111111111111111111111111111111

軸径 d1軸径 d1軸径 d1軸径 d1軸径 d1軸径 d1軸径 d1

調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ

取付けボルト穴径取付けボルト穴径取付けボルト穴径取付けボルト穴径取付けボルト穴径取付けボルト穴径取付けボルト穴径

許容差 +0，-0.5mm許容差 +0，-0.5mm許容差 +0，-0.5mm許容差 +0，-0.5mm許容差 +0，-0.5mm許容差 +0，-0.5mm許容差 +0，-0.5mm

はしあき(最小)はしあき(最小)はしあき(最小)はしあき(最小)はしあき(最小)はしあき(最小)はしあき(最小) (2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

SSSSSSS

RRRRRRR

e1e1e1e1e1e1e1

e2e2e2e2e2e2e2

ttttttt

e2e2e2e2e2e2e2

ttttttt

e3e3e3e3e3e3e3

lllllll

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

へりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあき

(最小)(最小)(最小)(最小)(最小)(最小)(最小)

板　厚板　厚板　厚板　厚板　厚板　厚板　厚

板　厚板　厚板　厚板　厚板　厚板　厚板　厚

(最小)(最小)(最小)(最小)(最小)(最小)(最小)
へりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあき

切板製切板製切板製切板製切板製切板製切板製

平鋼製平鋼製平鋼製平鋼製平鋼製平鋼製平鋼製

ボルト端から取付ボルボルト端から取付ボルボルト端から取付ボルボルト端から取付ボルボルト端から取付ボルボルト端から取付ボルボルト端から取付ボル

ト穴芯のあき(最小)ト穴芯のあき(最小)ト穴芯のあき(最小)ト穴芯のあき(最小)ト穴芯のあき(最小)ト穴芯のあき(最小)ト穴芯のあき(最小)

溶接長さ(最小)溶接長さ(最小)溶接長さ(最小)溶接長さ(最小)溶接長さ(最小)溶接長さ(最小)溶接長さ(最小)

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト

ねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼び

本　数本　数本　数本　数本　数本　数本　数

(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

10.8110.8110.8110.8110.8110.8110.81 12.6512.6512.6512.6512.6512.6512.65 14.6514.6514.6514.6514.6514.6514.65 16.3316.3316.3316.3316.3316.3316.33 18.3318.3318.3318.3318.3318.3318.33 20.3320.3320.3320.3320.3320.3320.33 21.9921.9921.9921.9921.9921.9921.99

10.6410.6410.6410.6410.6410.6410.64 12.4612.4612.4612.4612.4612.4612.46 14.4614.4614.4614.4614.4614.4614.46 16.1116.1116.1116.1116.1116.1116.11 18.1118.1118.1118.1118.1118.1118.11 20.1120.1120.1120.1120.1120.1120.11 21.7721.7721.7721.7721.7721.7721.77

100100100100100100100 115115115115115115115 125125125125125125125 140140140140140140140 150150150150150150150 165165165165165165165 175175175175175175175

13.013.013.013.013.013.013.0 17.017.017.017.017.017.017.0 17.017.017.017.017.017.017.0 21.521.521.521.521.521.521.5 21.521.521.521.521.521.521.5 21.521.521.521.521.521.521.523.523.523.523.523.523.523.5

35353535353535 40404040404040 45454545454545 50505050505050 50505050505050 55555555555555 50505050505050

22222222222222 28282828282828 28282828282828 34343434343434 34343434343434 38383838383838 38383838383838

4.54.54.54.54.54.54.5 6666666 6666666 9999999 9999999 9999999 9999999

19.019.019.019.019.019.019.0 25.025.025.025.025.025.025.0 25.025.025.025.025.025.025.0 32.532.532.532.532.532.532.5 32.532.532.532.532.532.532.5 37.537.537.537.537.537.537.5 37.537.537.537.537.537.537.5

4.54.54.54.54.54.54.5 6666666 6666666 9999999 9999999 9999999 9999999

47474747474747 52525252525252 59595959595959 66666666666666 66666666666666 73737373737373 70707070707070

40404040404040 50505050505050 55555555555555 60606060606060 75757575757575 85858585858585 85858585858585

Wt2Wt2Wt2Wt2Wt2Wt2Wt2Wt1Wt1Wt1Wt1Wt1Wt1Wt1

Ft1Ft1Ft1Ft1Ft1Ft1Ft1

Ft1Ft1Ft1Ft1Ft1Ft1Ft1

Ft2Ft2Ft2Ft2Ft2Ft2Ft2

Ft2Ft2Ft2Ft2Ft2Ft2Ft2

フランジ及ウ エブ厚の差のある場 合フランジ及ウ エブ厚の差のあ る場合フランジ及ウ エブ厚の差のある場 合フランジ及ウ エブ厚の差のあ る場合フランジ及ウ エブ厚の差のある場 合フランジ及ウ エブ厚の差のあ る場合フランジ及ウ エブ厚の差の ある場合

Ft1-Ft2Ft1-Ft2Ft1-Ft2Ft1-Ft2Ft1-Ft2Ft1-Ft2Ft1-Ft2

ｒ：半径　ｔ：板厚ｒ：半径　ｔ：板厚ｒ：半径　ｔ：板厚ｒ：半径　ｔ：板厚ｒ：半径　ｔ：板厚ｒ：半径　ｔ：板厚ｒ：半径　ｔ：板厚

Wt1-Wt2Wt1-Wt2Wt1-Wt2Wt1-Wt2Wt1-Wt2Wt1-Wt2Wt1-Wt2
≧1mm≧1mm≧1mm≧1mm≧1mm≧1mm≧1mm フィラープ レ ート併 用の事フィラープ レ ート 併用の事フィラープ レ ート併 用の事フィラープ レ ート 併用の事フィラープ レ ート併 用の事フィラープ レ ート 併用の事フィラープレ ート併用の 事

リブプレートリブプレートリブプレートリブプレートリブプレートリブプレートリブプレート

r＞ 8t以上r＞ 8t以上r＞ 8t以上r＞ 8t以上r＞ 8t以上r＞ 8t以上r＞ 8t以上 ハンチ起 点は避けた方がよいハンチ起 点は避けた方がよいハンチ起 点は避けた方がよいハンチ起 点は避けた方がよいハンチ起 点は避けた方がよいハンチ起 点は避けた方がよいハンチ起 点は避けた方がよい

N1(片側)N1(片側)N1(片側)N1(片側)N1(片側)N1(片側)N1(片側)

④④④④④④④

①①①①①①①

JIS B 1186　2種高力ボルト(S10T)JIS B 1186　2種高力ボルト(S10T)JIS B 1186　2種高力ボルト(S10T)JIS B 1186　2種高力ボルト(S10T)JIS B 1186　2種高力ボルト(S10T)JIS B 1186　2種高力ボルト(S10T)JIS B 1186　2種高力ボルト(S10T)

［注 ］ (1) e1、 e2が確 保 されていれ ば形状は 自由でよい 。［注］ (1) e1、 e2が確 保されて いれば形状 は 自由で よい。［注 ］ (1) e1、 e2が確 保 されていれ ば形状は 自由でよい 。［注］ (1) e1、 e2が確 保されて いれば形状 は 自由で よい。［注 ］ (1) e1、 e2が確 保 されていれ ば形状は 自由でよい 。［注］ (1) e1、 e2が確 保されて いれば形状 は 自由で よい。［注］ (1) e1、 e2が確 保さ れていれば 形状は 自由 でよい。

　　 　 (2) 羽子 板とガ セ ットプレー トの場合 は表に示す 取付けボル ト を使用 し、一面せん断 (支圧 )接合とする。　　　 (2) 羽子板とガ セットプ レートの場 合 は表に 示す取付け ボルト を 使用し、一面せん断 (支圧 )接合とする。　　 　 (2) 羽子 板とガ セ ットプレー トの場合 は表に示す 取付けボル ト を使用 し、一面せん断 (支圧 )接合とする。　　　 (2) 羽子板とガ セットプ レートの場 合 は表に 示す取付け ボルト を 使用し、一面せん断 (支圧 )接合とする。　　 　 (2) 羽子 板とガ セ ットプレー トの場合 は表に示す 取付けボル ト を使用 し、一面せん断 (支圧 )接合とする。　　　 (2) 羽子板とガ セットプ レートの場 合 は表に 示す取付け ボルト を 使用し、一面せん断 (支圧 )接合とする。　　　 (2) 羽子板 とガ セッ トプレート の場合 は表 に示す取付 けボルト を使用し、一面せん断 (支圧 )接合とする。

注 ] 現場溶 接は原則 として超音 波 探傷試験 を 100%行う 。注 ] 現 場溶 接は原 則として超 音波 探傷 試験を 100%行う。注 ] 現場溶 接は原則 として超音 波 探傷試験 を 100%行う 。注 ] 現 場溶 接は原 則として超 音波 探傷 試験を 100%行う。注 ] 現場溶 接は原則 として超音 波 探傷試験 を 100%行う 。注 ] 現 場溶 接は原 則として超 音波 探傷 試験を 100%行う。注 ] 現場溶 接 は原則とし て超音波 探傷試験を 100%行う。

ハンチ勾配は普通 1:4程度であ るが構造図による。ハンチ勾配は普通 1:4程度であ るが構造図による。ハンチ勾配は普通 1:4程度であ るが構造図による。ハンチ勾配は普通 1:4程度であ るが構造図による。ハンチ勾配は普通 1:4程度であ るが構造図による。ハンチ勾配は普通 1:4程度であ るが構造図による。ハンチ勾配は普通 1:4程度であ るが構造図による。

［注］端部を BHとす る場合の部材は設計図 による。［注］端部を BHとす る場合の部材は設計図 による。［注］端部を BHとす る場合の部材は設計図 による。［注］端部を BHとす る場合の部材は設計図 による。［注］端部を BHとす る場合の部材は設計図 による。［注］端部を BHとす る場合の部材は設計図 による。［注］端部を BHとす る場合の部材は設計図 による。

(床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照。)(床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照。)(床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照。)(床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照。)(床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照。)(床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照。)(床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照。)

鉄骨構造標準図_S-2(260601改定)鉄骨構造標準図_S-2(260601改定)鉄骨構造標準図_S-2(260601改定)鉄骨構造標準図_S-2(260601改定)鉄骨構造標準図_S-2(260601改定)鉄骨構造標準図_S-2(260601改定)鉄骨構造標準図_S-2(260601改定)

（９）頭付きスタッド（９）頭付きスタッド（９）頭付きスタッド（９）頭付きスタッド（９）頭付きスタッド（９）頭付きスタッド（９）頭付きスタッド

スタッド材の標 準形状・寸法スタッド材の標 準形状・寸法スタッド材の標 準形状・寸法スタッド材の標 準形状・寸法スタッド材の標 準形状・寸法スタッド材の標 準形状・寸法スタッド材の標 準形状・寸法

DDDDDDD

TTTTTTT

LLLLLLL

ddddddd

呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名

Φ13 mmΦ13 mmΦ13 mmΦ13 mmΦ13 mmΦ13 mmΦ13 mm

12.712.712.712.712.712.712.7

Φ16 mmΦ16 mmΦ16 mmΦ16 mmΦ16 mmΦ16 mmΦ16 mm

Φ19 mmΦ19 mmΦ19 mmΦ19 mmΦ19 mmΦ19 mmΦ19 mm

Φ22 mmΦ22 mmΦ22 mmΦ22 mmΦ22 mmΦ22 mmΦ22 mm

軸径 d軸径 d軸径 d軸径 d軸径 d軸径 d軸径 d

mmmmmmmmmmmmmm

13.013.013.013.013.013.013.0 22.022.022.022.022.022.022.0

25.425.425.425.425.425.425.4

mmmmmmmmmmmmmm

頭径 D頭径 D頭径 D頭径 D頭径 D頭径 D頭径 D

mmmmmmmmmmmmmm

10.010.010.010.010.010.010.0

 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9

16.016.016.016.016.016.016.0

mmmmmmmmmmmmmm

溶接後の長さ L溶接後の長さ L溶接後の長さ L溶接後の長さ L溶接後の長さ L溶接後の長さ L溶接後の長さ L頭高さ T頭高さ T頭高さ T頭高さ T頭高さ T頭高さ T頭高さ T

15.815.815.815.815.815.815.8

19.019.019.019.019.019.019.0

19.019.019.019.019.019.019.0

22.022.022.022.022.022.022.0

22.222.222.222.222.222.222.2

29.029.029.029.029.029.029.0

31.731.731.731.731.731.731.7

32.032.032.032.032.032.032.0

31.731.731.731.731.731.731.7

35.035.035.035.035.035.035.0

34.934.934.934.934.934.934.9

10.010.010.010.010.010.010.0

 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9

10.010.010.010.010.010.010.0

10.010.010.010.010.010.010.0

 9.5 9.5 9.5 9.5 9.5 9.5 9.5

 9.5 9.5 9.5 9.5 9.5 9.5 9.5

スタッド材スタッド材スタッド材スタッド材スタッド材スタッド材スタッド材

形 状形 状形 状形 状形 状形 状形 状

（10）梁貫通補強（10）梁貫通補強（10）梁貫通補強（10）梁貫通補強（10）梁貫通補強（10）梁貫通補強（10）梁貫通補強

・Φ≦ 0.4D・Φ≦ 0.4D・Φ≦ 0.4D・Φ≦ 0.4D・Φ≦ 0.4D・Φ≦ 0.4D・Φ≦ 0.4D

(Φ1+Φ2)×3/2以上(Φ1+Φ2)×3/2以上(Φ1+Φ2)×3/2以上(Φ1+Φ2)×3/2以上(Φ1+Φ2)×3/2以上(Φ1+Φ2)×3/2以上(Φ1+Φ2)×3/2以上

φ1φ1φ1φ1φ1φ1φ1 φ2φ2φ2φ2φ2φ2φ2

貫 通孔 の 間 隔貫通 孔 の 間 隔貫 通孔 の 間 隔貫通 孔 の 間 隔貫 通孔 の 間 隔貫通 孔 の 間 隔貫通 孔 の 間 隔

( JIS B 1198 )( JIS B 1198 )( JIS B 1198 )( JIS B 1198 )( JIS B 1198 )( JIS B 1198 )( JIS B 1198 )

5 0、 8 0、 1 0 0、 1 3 05 0、 8 0、 1 0 0、 1 3 05 0、 8 0、 1 0 0、 1 3 05 0、 8 0、 1 0 0、 1 3 05 0、 8 0、 1 0 0、 1 3 05 0、 8 0、 1 0 0、 1 3 05 0、 8 0、 1 0 0、 1 3 0

8 0 、 1 0 0 、 1 3 08 0 、 1 0 0 、 1 3 08 0 、 1 0 0 、 1 3 08 0 、 1 0 0 、 1 3 08 0 、 1 0 0 、 1 3 08 0 、 1 0 0 、 1 3 08 0 、 1 0 0 、 1 3 0

8 0、 1 0 0、 1 3 0、 1 5 08 0、 1 0 0、 1 3 0、 1 5 08 0、 1 0 0、 1 3 0、 1 5 08 0、 1 0 0、 1 3 0、 1 5 08 0、 1 0 0、 1 3 0、 1 5 08 0、 1 0 0、 1 3 0、 1 5 08 0、 1 0 0、 1 3 0、 1 5 0

1 0 0 、 1 3 0 、 1 5 01 0 0 、 1 3 0 、 1 5 01 0 0 、 1 3 0 、 1 5 01 0 0 、 1 3 0 、 1 5 01 0 0 、 1 3 0 、 1 5 01 0 0 、 1 3 0 、 1 5 01 0 0 、 1 3 0 、 1 5 0

・計算で確認さ れた場合は下図の位置 、寸法及び補強方 法 に よ ら な く て良 い 。・計算で確認さ れた場合は下図の位置 、寸法及び補強方 法に よ ら な くて 良 い 。・計算で確認さ れた場合は下図の位置 、寸法及び補強方 法 に よ ら な く て良 い 。・計算で確認さ れた場合は下図の位置 、寸法及び補強方 法に よ ら な くて 良 い 。・計算で確認さ れた場合は下図の位置 、寸法及び補強方 法 に よ ら な く て良 い 。・計算で確認さ れた場合は下図の位置 、寸法及び補強方 法に よ ら な くて 良 い 。・計算で確認さ れた場合は下図の位置 、寸法及び補強方 法に よ ら な く て良 い 。

・梁端部 (内法スパン loの 1/10以内かつ、 2D以内 )は避け る 。・梁端部 (内法スパン loの 1/10以内かつ、 2D以内 )は避け る。・梁端部 (内法スパン loの 1/10以内かつ、 2D以内 )は避け る 。・梁端部 (内法スパン loの 1/10以内かつ、 2D以内 )は避け る。・梁端部 (内法スパン loの 1/10以内かつ、 2D以内 )は避け る 。・梁端部 (内法スパン loの 1/10以内かつ、 2D以内 )は避け る。・梁端部 (内法スパン loの 1/10以内かつ、 2D以内 )は避け る。

・Φ 'は補強板の穴径を示 す。・Φ 'は補強板の穴径を示 す。・Φ 'は補強板の穴径を示 す。・Φ 'は補強板の穴径を示 す。・Φ 'は補強板の穴径を示 す。・Φ 'は補強板の穴径を示 す。・Φ 'は補強板の穴径を示 す。
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ΦΦ ΦΦ ΦΦ Φ

①①①①①①①

①①①①①①①
①①①①①①①

①①①①①①①

①①①①①①①

①①①①①①① ①①①①①①①

①①①①①①①

①①①①①①①

プレート補 強 (片面又は 両面 )プレート補 強 (片面又は 両面 )プレート補 強 (片面又は 両面 )プレート補 強 (片面又は 両面 )プレート補 強 (片面又は 両面 )プレート補 強 (片面又は 両面 )プレート補 強 (片面又は 両面 )

パイプ補 強 (小径の場 合 )パイプ補 強 (小径の場 合 )パイプ補 強 (小径の場 合 )パイプ補 強 (小径の場 合 )パイプ補 強 (小径の場 合 )パイプ補 強 (小径の場 合 )パイプ補 強 (小径の場 合 )

パ イプ と プ レ ート 補 強 (片 面 )パイ プ と プ レ ート 補 強 (片 面 )パ イプ と プ レ ート 補 強 (片 面 )パイ プ と プ レ ート 補 強 (片 面 )パ イプ と プ レ ート 補 強 (片 面 )パイ プ と プ レ ート 補 強 (片 面 )パ イプ と プ レ ート 補 強 (片 面 )

リ ブ プレ ー ト 補 強リ ブ プレ ー ト 補 強リ ブ プレ ー ト 補 強リ ブ プレ ー ト 補 強リ ブ プレ ー ト 補 強リ ブ プレ ー ト 補 強リ ブ プレ ー ト 補 強

プレート補強の板 厚プレート補強の板 厚プレート補強の板 厚プレート補強の板 厚プレート補強の板 厚プレート補強の板 厚プレート補強の板 厚

スリープ径スリープ径スリープ径スリープ径スリープ径スリープ径スリープ径 補 強 板補 強 板補 強 板補 強 板補 強 板補 強 板補 強 板

Φ≦0.15DΦ≦0.15DΦ≦0.15DΦ≦0.15DΦ≦0.15DΦ≦0.15DΦ≦0.15D

Φ≦D/4Φ≦D/4Φ≦D/4Φ≦D/4Φ≦D/4Φ≦D/4Φ≦D/4

Φ≦D/3Φ≦D/3Φ≦D/3Φ≦D/3Φ≦D/3Φ≦D/3Φ≦D/3

Φ≦0.4DΦ≦0.4DΦ≦0.4DΦ≦0.4DΦ≦0.4DΦ≦0.4DΦ≦0.4D

補強板不要補強板不要補強板不要補強板不要補強板不要補強板不要補強板不要

Web板厚以上(片面)Web板厚以上(片面)Web板厚以上(片面)Web板厚以上(片面)Web板厚以上(片面)Web板厚以上(片面)Web板厚以上(片面)

Web板厚x1.2倍以上(片面)Web板厚x1.2倍以上(片面)Web板厚x1.2倍以上(片面)Web板厚x1.2倍以上(片面)Web板厚x1.2倍以上(片面)Web板厚x1.2倍以上(片面)Web板厚x1.2倍以上(片面)

Web板厚以上(両面)Web板厚以上(両面)Web板厚以上(両面)Web板厚以上(両面)Web板厚以上(両面)Web板厚以上(両面)Web板厚以上(両面)
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倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか

建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事

設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当 令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成
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村
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村

綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体

構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号

一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号

木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司

鉄骨構造標準図　Ｓ-２鉄骨構造標準図　Ｓ-２鉄骨構造標準図　Ｓ-２鉄骨構造標準図　Ｓ-２鉄骨構造標準図　Ｓ-２鉄骨構造標準図　Ｓ-２鉄骨構造標準図　Ｓ-２
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倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか

建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事

設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当 令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成
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綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体

構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号

一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号

木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司

2025/102025/102025/102025/102025/102025/102025/10

エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）,高強度柱適用タイプ（KB型式）エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）,高強度柱適用タイプ（KB型式）エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）,高強度柱適用タイプ（KB型式）エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）,高強度柱適用タイプ（KB型式）エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）,高強度柱適用タイプ（KB型式）エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）,高強度柱適用タイプ（KB型式）エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）,高強度柱適用タイプ（KB型式）

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

１． 材質１． 材質１． 材質１． 材質１． 材質１． 材質１． 材質

ハイベースNEO工法設計施工標準ハイベースNEO工法設計施工標準ハイベースNEO工法設計施工標準ハイベースNEO工法設計施工標準ハイベースNEO工法設計施工標準ハイベースNEO工法設計施工標準ハイベースNEO工法設計施工標準

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。 　　 　補正　　 　補正　　 　補正　　 　補正　　 　補正　　 　補正　　 　補正下部定着長さLt下部定着長さLt下部定着長さLt下部定着長さLt下部定着長さLt下部定着長さLt下部定着長さLt 施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。
（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。

不良溶接部の不良溶接部の不良溶接部の不良溶接部の不良溶接部の不良溶接部の不良溶接部の上
部
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！！！！！！！ 注意注意注意注意注意注意注意 ・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。 （１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。
確保する必要があります。確保する必要があります。確保する必要があります。確保する必要があります。確保する必要があります。確保する必要があります。確保する必要があります。 １１．モルタル注入枠取り外し１１．モルタル注入枠取り外し１１．モルタル注入枠取り外し１１．モルタル注入枠取り外し１１．モルタル注入枠取り外し１１．モルタル注入枠取り外し１１．モルタル注入枠取り外し　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

探傷は柱フランジ側から行う。探傷は柱フランジ側から行う。探傷は柱フランジ側から行う。探傷は柱フランジ側から行う。探傷は柱フランジ側から行う。探傷は柱フランジ側から行う。探傷は柱フランジ側から行う。・エコタイプ、高強度柱適用タイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、・エコタイプ、高強度柱適用タイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、・エコタイプ、高強度柱適用タイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、・エコタイプ、高強度柱適用タイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、・エコタイプ、高強度柱適用タイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、・エコタイプ、高強度柱適用タイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、・エコタイプ、高強度柱適用タイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、 方　法方　法方　法方　法方　法方　法方　法定着板上面を境にして上下とも定着板上面を境にして上下とも定着板上面を境にして上下とも定着板上面を境にして上下とも定着板上面を境にして上下とも定着板上面を境にして上下とも定着板上面を境にして上下とも定着板定着板定着板定着板定着板定着板定着板 溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。 -0-0-0-0-0-0-0していることを確認。していることを確認。していることを確認。していることを確認。していることを確認。していることを確認。していることを確認。エコタイプ下段はEB、EM型式のアンカーボルト8本、12本タイプ及びEHタイプの場合の寸法です。エコタイプ下段はEB、EM型式のアンカーボルト8本、12本タイプ及びEHタイプの場合の寸法です。エコタイプ下段はEB、EM型式のアンカーボルト8本、12本タイプ及びEHタイプの場合の寸法です。エコタイプ下段はEB、EM型式のアンカーボルト8本、12本タイプ及びEHタイプの場合の寸法です。エコタイプ下段はEB、EM型式のアンカーボルト8本、12本タイプ及びEHタイプの場合の寸法です。エコタイプ下段はEB、EM型式のアンカーボルト8本、12本タイプ及びEHタイプの場合の寸法です。エコタイプ下段はEB、EM型式のアンカーボルト8本、12本タイプ及びEHタイプの場合の寸法です。 （30°回転、許容差：　　）（30°回転、許容差：　　）（30°回転、許容差：　　）（30°回転、許容差：　　）（30°回転、許容差：　　）（30°回転、許容差：　　）（30°回転、許容差：　　）+10°+10°+10°+10°+10°+10°+10°基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、基礎柱形主筋基礎柱形主筋基礎柱形主筋基礎柱形主筋基礎柱形主筋基礎柱形主筋基礎柱形主筋表中のエコタイプ上段はEB、EM型式のアンカーボルト4本タイプ、表中のエコタイプ上段はEB、EM型式のアンカーボルト4本タイプ、表中のエコタイプ上段はEB、EM型式のアンカーボルト4本タイプ、表中のエコタイプ上段はEB、EM型式のアンカーボルト4本タイプ、表中のエコタイプ上段はEB、EM型式のアンカーボルト4本タイプ、表中のエコタイプ上段はEB、EM型式のアンカーボルト4本タイプ、表中のエコタイプ上段はEB、EM型式のアンカーボルト4本タイプ、※※※※※※※３３３３３３３ ベースプレートと座金とナットが密着ベースプレートと座金とナットが密着ベースプレートと座金とナットが密着ベースプレートと座金とナットが密着ベースプレートと座金とナットが密着ベースプレートと座金とナットが密着ベースプレートと座金とナットが密着６． 検　　　　査６． 検　　　　査６． 検　　　　査６． 検　　　　査６． 検　　　　査６． 検　　　　査６． 検　　　　査 ナット回転法による本締めナット回転法による本締めナット回転法による本締めナット回転法による本締めナット回転法による本締めナット回転法による本締めナット回転法による本締め施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。
アンカーボルト締付確認（#）アンカーボルト締付確認（#）アンカーボルト締付確認（#）アンカーボルト締付確認（#）アンカーボルト締付確認（#）アンカーボルト締付確認（#）アンカーボルト締付確認（#）アンカ－ボルトアンカ－ボルトアンカ－ボルトアンカ－ボルトアンカ－ボルトアンカ－ボルトアンカ－ボルト マーキングマーキングマーキングマーキングマーキングマーキングマーキングａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。※※※※※※※２２２２２２２
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コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート ＤＤＤＤＤＤＤM72M72M72M72M72M72M72M64M64M64M64M64M64M64M56M56M56M56M56M56M56M48M48M48M48M48M48M48M42M42M42M42M42M42M42M36M36M36M36M36M36M36M30M30M30M30M30M30M30M24M24M24M24M24M24M24ねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼び○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート ベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレート

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)ベースプレートのアンカーボルト孔径ベースプレートのアンカーボルト孔径ベースプレートのアンカーボルト孔径ベースプレートのアンカーボルト孔径ベースプレートのアンカーボルト孔径ベースプレートのアンカーボルト孔径ベースプレートのアンカーボルト孔径
（３）基礎・基礎ばり（３）基礎・基礎ばり（３）基礎・基礎ばり（３）基礎・基礎ばり（３）基礎・基礎ばり（３）基礎・基礎ばり（３）基礎・基礎ばり

７．中心塗り部分モルタル施工７．中心塗り部分モルタル施工７．中心塗り部分モルタル施工７．中心塗り部分モルタル施工７．中心塗り部分モルタル施工７．中心塗り部分モルタル施工７．中心塗り部分モルタル施工　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）
！！！！！！！ 注意注意注意注意注意注意注意○強度はこれに接するコンクリートの強度以上○強度はこれに接するコンクリートの強度以上○強度はこれに接するコンクリートの強度以上○強度はこれに接するコンクリートの強度以上○強度はこれに接するコンクリートの強度以上○強度はこれに接するコンクリートの強度以上○強度はこれに接するコンクリートの強度以上 ・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。

ベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレート 基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。部分モルタル部分モルタル部分モルタル部分モルタル部分モルタル部分モルタル部分モルタル ・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）
中 心 塗中 心 塗中 心 塗中 心 塗中 心 塗中 心 塗中 心 塗 プププププププ ６．基礎コンクリート打設６．基礎コンクリート打設６．基礎コンクリート打設６．基礎コンクリート打設６．基礎コンクリート打設６．基礎コンクリート打設６．基礎コンクリート打設１２本タイプ１２本タイプ１２本タイプ１２本タイプ１２本タイプ１２本タイプ１２本タイプ○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル ＨＨＨＨＨＨＨ1251251251251251251257474747474747412121212121212121121121121121121121105105105105105105105585858585858587979797979797930303030303030250250250250250250250666666672727272727272 18501850185018501850185018501440144014401440144014401440M72M72M72M72M72M72M72 イイイイイイイ 上端上端上端上端上端上端上端アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト H形柱用（GH型式）H形柱用（GH型式）H形柱用（GH型式）H形柱用（GH型式）H形柱用（GH型式）H形柱用（GH型式）H形柱用（GH型式） （H形柱の場合）（H形柱の場合）（H形柱の場合）（H形柱の場合）（H形柱の場合）（H形柱の場合）（H形柱の場合）2222222ベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレート1660166016601660166016601660230230230230230230230同等以上の無収縮性モルタル 同等以上の無収縮性モルタル 同等以上の無収縮性モルタル 同等以上の無収縮性モルタル 同等以上の無収縮性モルタル 同等以上の無収縮性モルタル 同等以上の無収縮性モルタル ※ センクシアが供給するものに限る※ センクシアが供給するものに限る※ センクシアが供給するものに限る※ センクシアが供給するものに限る※ センクシアが供給するものに限る※ センクシアが供給するものに限る※ センクシアが供給するものに限る ５．鉄筋配筋・型枠の立込み５．鉄筋配筋・型枠の立込み５．鉄筋配筋・型枠の立込み５．鉄筋配筋・型枠の立込み５．鉄筋配筋・型枠の立込み５．鉄筋配筋・型枠の立込み５．鉄筋配筋・型枠の立込みモ ル タ ルモ ル タ ルモ ル タ ルモ ル タ ルモ ル タ ルモ ル タ ルモ ル タ ル タタタタタタタ スカラップスカラップスカラップスカラップスカラップスカラップスカラップ115115115115115115115666666666666661212121212121211011011011011011011095959595959595515151515151517070707070707028282828282828666666664646464646464 1280128012801280128012801280M64M64M64M64M64M64M64 77 77 77 7※※※※※※※ 1610161016101610161016101610200200200200200200200 下段はGH型式の場合の寸法です。下段はGH型式の場合の寸法です。下段はGH型式の場合の寸法です。下段はGH型式の場合の寸法です。下段はGH型式の場合の寸法です。下段はGH型式の場合の寸法です。下段はGH型式の場合の寸法です。ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれとハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれとハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれとハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれとハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれとハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれとハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれと 柱下端柱下端柱下端柱下端柱下端柱下端柱下端後　詰　め後　詰　め後　詰　め後　詰　め後　詰　め後　詰　め後　詰　め 1470147014701470147014701470210210210210210210210 GGGGGGG105105105105105105105585858585858589999999989898989898988585858585858545454545454545626262626262622424242424242456565656565656 1120112011201120112011201120M56M56M56M56M56M56M56 5.55.55.55.55.55.55.5 3
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3
5
3
53
5
3
5
3
5上段はGB型式及びGM型式の場合、上段はGB型式及びGM型式の場合、上段はGB型式及びGM型式の場合、上段はGB型式及びGM型式の場合、上段はGB型式及びGM型式の場合、上段はGB型式及びGM型式の場合、上段はGB型式及びGM型式の場合、1420142014201420142014201420185185185185185185185 裏当金裏当金裏当金裏当金裏当金裏当金裏当金

1270127012701270127012701270190190190190190190190 （形板芯にて検査）（形板芯にて検査）（形板芯にて検査）（形板芯にて検査）（形板芯にて検査）（形板芯にて検査）（形板芯にて検査）（２）ベースプレート下面のモルタル（２）ベースプレート下面のモルタル（２）ベースプレート下面のモルタル（２）ベースプレート下面のモルタル（２）ベースプレート下面のモルタル（２）ベースプレート下面のモルタル（２）ベースプレート下面のモルタル 。。。。。。。929292929292925050505050505099999998787878787878775757575757575383838383838385454545454545496096096096096096096022222222222222555555548484848484848M48M48M48M48M48M48M48 ※※※※※※※３３３３３３３1235123512351235123512351235175175175175175175175
ｅ≦３ｍｍｅ≦３ｍｍｅ≦３ｍｍｅ≦３ｍｍｅ≦３ｍｍｅ≦３ｍｍｅ≦３ｍｍ1110111011101110111011101110165165165165165165165 78787878787878434343434343439999999757575757575756565656565656534343434343434484848484848488408408408408408408401818181818181842424242424242M42M42M42M42M42M42M42 4.54.54.54.54.54.54.5 柱柱柱柱柱柱柱1080108010801080108010801080155155155155155155155※３ Ｍ７２は細目ねじ　※４ 建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用　※５ 電炉材を使用する場合があります※３ Ｍ７２は細目ねじ　※４ 建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用　※５ 電炉材を使用する場合があります※３ Ｍ７２は細目ねじ　※４ 建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用　※５ 電炉材を使用する場合があります※３ Ｍ７２は細目ねじ　※４ 建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用　※５ 電炉材を使用する場合があります※３ Ｍ７２は細目ねじ　※４ 建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用　※５ 電炉材を使用する場合があります※３ Ｍ７２は細目ねじ　※４ 建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用　※５ 電炉材を使用する場合があります※３ Ｍ７２は細目ねじ　※４ 建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用　※５ 電炉材を使用する場合があります ８本タイプ８本タイプ８本タイプ８本タイプ８本タイプ８本タイプ８本タイプ４本タイプ４本タイプ４本タイプ４本タイプ４本タイプ４本タイプ４本タイプ

955955955955955955955150150150150150150150 確保してください。確保してください。確保してください。確保してください。確保してください。確保してください。確保してください。666666666666663737373737373766666666464646464646455555555555555292929292929294141414141414172072072072072072072016161616161616444444436363636363636M36M36M36M36M36M36M36※１ 国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-0566） ※２ 国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-0042～0044,0046,0228～0230）※１ 国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-0566） ※２ 国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-0042～0044,0046,0228～0230）※１ 国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-0566） ※２ 国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-0042～0044,0046,0228～0230）※１ 国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-0566） ※２ 国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-0042～0044,0046,0228～0230）※１ 国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-0566） ※２ 国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-0042～0044,0046,0228～0230）※１ 国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-0566） ※２ 国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-0042～0044,0046,0228～0230）※１ 国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-0566） ※２ 国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-0042～0044,0046,0228～0230） アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト925925925925925925925130130130130130130130 Ａ±eＡ±eＡ±eＡ±eＡ±eＡ±eＡ±eナットの外に出るように余長をナットの外に出るように余長をナットの外に出るように余長をナットの外に出るように余長をナットの外に出るように余長をナットの外に出るように余長をナットの外に出るように余長を －３ｍｍ≦eh≦10mm－３ｍｍ≦eh≦10mm－３ｍｍ≦eh≦10mm－３ｍｍ≦eh≦10mm－３ｍｍ≦eh≦10mm－３ｍｍ≦eh≦10mm－３ｍｍ≦eh≦10mm強度区分8 (一重ナット時）強度区分8 (一重ナット時）強度区分8 (一重ナット時）強度区分8 (一重ナット時）強度区分8 (一重ナット時）強度区分8 (一重ナット時）強度区分8 (一重ナット時） 目標値目標値目標値目標値目標値目標値目標値56565656565656313131313131316666666535353535353534646464646464624242424242424353535353535358008008008008008008006006006006006006006001313131313131313013013013013013013030303030303030M30M30M30M30M30M30M30 3.53.53.53.53.53.53.5ＳＳ４００ＳＳ４００ＳＳ４００ＳＳ４００ＳＳ４００ＳＳ４００ＳＳ４００ＳＭ４９０ＡＳＭ４９０ＡＳＭ４９０ＡＳＭ４９０ＡＳＭ４９０ＡＳＭ４９０ＡＳＭ４９０Ａ備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考 降伏比 ７０％以下降伏比 ７０％以下降伏比 ７０％以下降伏比 ７０％以下降伏比 ７０％以下降伏比 ７０％以下降伏比 ７０％以下ＳＮ４９０Ｂ同等ＳＮ４９０Ｂ同等ＳＮ４９０Ｂ同等ＳＮ４９０Ｂ同等ＳＮ４９０Ｂ同等ＳＮ４９０Ｂ同等ＳＮ４９０Ｂ同等 円形鋼管柱用（GM型式）円形鋼管柱用（GM型式）円形鋼管柱用（GM型式）円形鋼管柱用（GM型式）円形鋼管柱用（GM型式）円形鋼管柱用（GM型式）円形鋼管柱用（GM型式）角形鋼管柱用（GB型式）角形鋼管柱用（GB型式）角形鋼管柱用（GB型式）角形鋼管柱用（GB型式）角形鋼管柱用（GB型式）角形鋼管柱用（GB型式）角形鋼管柱用（GB型式）施工時は、ねじ山が最低３山施工時は、ねじ山が最低３山施工時は、ねじ山が最低３山施工時は、ねじ山が最低３山施工時は、ねじ山が最低３山施工時は、ねじ山が最低３山施工時は、ねじ山が最低３山強度区分5 (二重ナット時）強度区分5 (二重ナット時）強度区分5 (二重ナット時）強度区分5 (二重ナット時）強度区分5 (二重ナット時）強度区分5 (二重ナット時）強度区分5 (二重ナット時） Ａ
±

ｅ
Ａ

±
ｅ

Ａ
±

ｅ
Ａ

±
ｅ

Ａ
±

ｅ
Ａ

±
ｅ

Ａ
±

ｅ
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※３※３※３※３※３※３※３※３※３※３※３※３※３※３ アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト※※※※※※※２２２２２２２ プププププププ圧延鋼材）圧延鋼材）圧延鋼材）圧延鋼材）圧延鋼材）圧延鋼材）圧延鋼材） ※２※２※２※２※２※２※２ ささささささささささささささ 離離離離離離離びびびびびびび 幅幅幅幅幅幅幅（六角ナット）（六角ナット）（六角ナット）（六角ナット）（六角ナット）（六角ナット）（六角ナット）（大臣認定取得材）（大臣認定取得材）（大臣認定取得材）（大臣認定取得材）（大臣認定取得材）（大臣認定取得材）（大臣認定取得材） 無収縮モルタルと接する面となります。無収縮モルタルと接する面となります。無収縮モルタルと接する面となります。無収縮モルタルと接する面となります。無収縮モルタルと接する面となります。無収縮モルタルと接する面となります。無収縮モルタルと接する面となります。チチチチチチチ（大臣認定取得材）（大臣認定取得材）（大臣認定取得材）（大臣認定取得材）（大臣認定取得材）（大臣認定取得材）（大臣認定取得材） アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトイイイイイイイＪＩＳ　Ｇ３１０６ＪＩＳ　Ｇ３１０６ＪＩＳ　Ｇ３１０６ＪＩＳ　Ｇ３１０６ＪＩＳ　Ｇ３１０６ＪＩＳ　Ｇ３１０６ＪＩＳ　Ｇ３１０６規　格規　格規　格規　格規　格規　格規　格 径径径径径径径（一般構造用（一般構造用（一般構造用（一般構造用（一般構造用（一般構造用（一般構造用 径径径径径径径径径径径径径径ささささささささささささささ径径径径径径径長長長長長長長呼呼呼呼呼呼呼 ッッッッッッッ 長長長長長長長ＨＣＷ４９０BＨＣＷ４９０BＨＣＷ４９０BＨＣＷ４９０BＨＣＷ４９０BＨＣＷ４９０BＨＣＷ４９０B 距距距距距距距ＨＡＢＨＡＢＨＡＢＨＡＢＨＡＢＨＡＢＨＡＢ 長長長長長長長ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＪＩＳ　Ｂ１１８１ いる面はベースプレート裏面であり、いる面はベースプレート裏面であり、いる面はベースプレート裏面であり、いる面はベースプレート裏面であり、いる面はベースプレート裏面であり、いる面はベースプレート裏面であり、いる面はベースプレート裏面であり、ピピピピピピピ 長長長長長長長 よって変わります。よって変わります。よって変わります。よって変わります。よって変わります。よって変わります。よって変わります。面面面面面面面ＪＩＳ　Ｇ３１０１ＪＩＳ　Ｇ３１０１ＪＩＳ　Ｇ３１０１ＪＩＳ　Ｇ３１０１ＪＩＳ　Ｇ３１０１ＪＩＳ　Ｇ３１０１ＪＩＳ　Ｇ３１０１ タタタタタタタののののののの 着着着着着着着 角角角角角角角 アンカーボルト孔周辺に凹加工してアンカーボルト孔周辺に凹加工してアンカーボルト孔周辺に凹加工してアンカーボルト孔周辺に凹加工してアンカーボルト孔周辺に凹加工してアンカーボルト孔周辺に凹加工してアンカーボルト孔周辺に凹加工して示し、ハイベースＮＥＯ型式に示し、ハイベースＮＥＯ型式に示し、ハイベースＮＥＯ型式に示し、ハイベースＮＥＯ型式に示し、ハイベースＮＥＯ型式に示し、ハイベースＮＥＯ型式に示し、ハイベースＮＥＯ型式に 用用用用用用用じじじじじじじ定着板定着板定着板定着板定着板定着板定着板座　金座　金座　金座　金座　金座　金座　金ナットナットナットナットナットナットナットアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレート 軸軸軸軸軸軸軸 定定定定定定定 外外外外外外外内内内内内内内厚厚厚厚厚厚厚余余余余余余余 二二二二二二二高高高高高高高外外外外外外外全全全全全全全ねじねじねじねじねじねじねじ 対対対対対対対 平　面平　面平　面平　面平　面平　面平　面 レ ベ ルレ ベ ルレ ベ ルレ ベ ルレ ベ ルレ ベ ルレ ベ ル取り付けてください。取り付けてください。取り付けてください。取り付けてください。取り付けてください。取り付けてください。取り付けてください。はベースプレート台座厚さをはベースプレート台座厚さをはベースプレート台座厚さをはベースプレート台座厚さをはベースプレート台座厚さをはベースプレート台座厚さをはベースプレート台座厚さをｔｔｔｔｔｔｔ２２２２２２２ねねねねねねね※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※１※１※１※１※１※１※１
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柱柱柱柱柱柱柱アンボンドアンボンドアンボンドアンボンドアンボンドアンボンドアンボンド
H形柱用（EH型式）H形柱用（EH型式）H形柱用（EH型式）H形柱用（EH型式）H形柱用（EH型式）H形柱用（EH型式）H形柱用（EH型式）高強度角形鋼管柱用（KB型式）高強度角形鋼管柱用（KB型式）高強度角形鋼管柱用（KB型式）高強度角形鋼管柱用（KB型式）高強度角形鋼管柱用（KB型式）高強度角形鋼管柱用（KB型式）高強度角形鋼管柱用（KB型式） （架台の形状は異なる場合あり）（架台の形状は異なる場合あり）（架台の形状は異なる場合あり）（架台の形状は異なる場合あり）（架台の形状は異なる場合あり）（架台の形状は異なる場合あり）（架台の形状は異なる場合あり）！！！！！！！エコタイプ、高強度柱適用タイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。エコタイプ、高強度柱適用タイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。エコタイプ、高強度柱適用タイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。エコタイプ、高強度柱適用タイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。エコタイプ、高強度柱適用タイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。エコタイプ、高強度柱適用タイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。エコタイプ、高強度柱適用タイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。 注意注意注意注意注意注意注意)))))))((((((( mmmmmmmmmmmmmm 度度度度度度度※2※2※2※2※2※2※2ナットナットナットナットナットナットナット aaaaaaaTMCP325B,CTMCP325B,CTMCP325B,CTMCP325B,CTMCP325B,CTMCP325B,CTMCP325B,C アンカーボルト設置例アンカーボルト設置例アンカーボルト設置例アンカーボルト設置例アンカーボルト設置例アンカーボルト設置例アンカーボルト設置例
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JIS G3136 JIS G3136 JIS G3136 JIS G3136 JIS G3136 JIS G3136 JIS G3136 ＨＡＢＨＡＢＨＡＢＨＡＢＨＡＢＨＡＢＨＡＢ ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＪＩＳ　Ｂ１１８１ 定着板定着板定着板定着板定着板定着板定着板円形鋼管柱用（EM型式）円形鋼管柱用（EM型式）円形鋼管柱用（EM型式）円形鋼管柱用（EM型式）円形鋼管柱用（EM型式）円形鋼管柱用（EM型式）円形鋼管柱用（EM型式）角形鋼管柱用（EB型式）角形鋼管柱用（EB型式）角形鋼管柱用（EB型式）角形鋼管柱用（EB型式）角形鋼管柱用（EB型式）角形鋼管柱用（EB型式）角形鋼管柱用（EB型式）コココココココ※４※４※４※４※４※４※４ 柱柱柱柱柱柱柱ＪＩＳ　Ｇ３１０１ＪＩＳ　Ｇ３１０１ＪＩＳ　Ｇ３１０１ＪＩＳ　Ｇ３１０１ＪＩＳ　Ｇ３１０１ＪＩＳ　Ｇ３１０１ＪＩＳ　Ｇ３１０１ ＨＨＨＨＨＨＨ※５※５※５※５※５※５※５

アンカーボルトの設置はアンカーボルトの設置はアンカーボルトの設置はアンカーボルトの設置はアンカーボルトの設置はアンカーボルトの設置はアンカーボルトの設置はPPPPPPPLLLLLLLBBBBBBB 下端下端下端下端下端下端下端 アンボンドスリーブアンボンドスリーブアンボンドスリーブアンボンドスリーブアンボンドスリーブアンボンドスリーブアンボンドスリーブエコタイプエコタイプエコタイプエコタイプエコタイプエコタイプエコタイプ 高強度柱適用タイプ高強度柱適用タイプ高強度柱適用タイプ高強度柱適用タイプ高強度柱適用タイプ高強度柱適用タイプ高強度柱適用タイプ エエエエエエエモルタル上端モルタル上端モルタル上端モルタル上端モルタル上端モルタル上端モルタル上端定着板定着板定着板定着板定着板定着板定着板座　金座　金座　金座　金座　金座　金座　金ナットナットナットナットナットナットナットエコナットエコナットエコナットエコナットエコナットエコナットエコナットアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト 開先形状開先形状開先形状開先形状開先形状開先形状開先形状ベースプレート形状ベースプレート形状ベースプレート形状ベースプレート形状ベースプレート形状ベースプレート形状ベースプレート形状ＣＣＣＣＣＣＣ ナットの形状ナットの形状ナットの形状ナットの形状ナットの形状ナットの形状ナットの形状tttttttベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレート 2222222
※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２※２

ベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレート ※1※1※1※1※1※1※1
ＢＢＢＢＢＢＢ

SSSSSSS 開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる ※開先形状は参考※開先形状は参考※開先形状は参考※開先形状は参考※開先形状は参考※開先形状は参考※開先形状は参考座金座金座金座金座金座金座金
アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトボルト上端ボルト上端ボルト上端ボルト上端ボルト上端ボルト上端ボルト上端aaaaaaa ※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接ナットナットナットナットナットナットナット

上部形板上部形板上部形板上部形板上部形板上部形板上部形板※2※2※2※2※2※2※2

Ｇタイプ用アンカーボルト部品Ｇタイプ用アンカーボルト部品Ｇタイプ用アンカーボルト部品Ｇタイプ用アンカーボルト部品Ｇタイプ用アンカーボルト部品Ｇタイプ用アンカーボルト部品Ｇタイプ用アンカーボルト部品 ２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け（柱端部に開先を設ける）（柱端部に開先を設ける）（柱端部に開先を設ける）（柱端部に開先を設ける）（柱端部に開先を設ける）（柱端部に開先を設ける）（柱端部に開先を設ける） ４．アンカーボルト据付（#）４．アンカーボルト据付（#）４．アンカーボルト据付（#）４．アンカーボルト据付（#）４．アンカーボルト据付（#）４．アンカーボルト据付（#）４．アンカーボルト据付（#）
設　　　　計設　　　　計設　　　　計設　　　　計設　　　　計設　　　　計設　　　　計 ※ベースプレートと柱のF値が異なる場合は、JASS6や各材質毎に定められた指針に従い溶接材料を選定する。　※ベースプレートと柱のF値が異なる場合は、JASS6や各材質毎に定められた指針に従い溶接材料を選定する。　※ベースプレートと柱のF値が異なる場合は、JASS6や各材質毎に定められた指針に従い溶接材料を選定する。　※ベースプレートと柱のF値が異なる場合は、JASS6や各材質毎に定められた指針に従い溶接材料を選定する。　※ベースプレートと柱のF値が異なる場合は、JASS6や各材質毎に定められた指針に従い溶接材料を選定する。　※ベースプレートと柱のF値が異なる場合は、JASS6や各材質毎に定められた指針に従い溶接材料を選定する。　※ベースプレートと柱のF値が異なる場合は、JASS6や各材質毎に定められた指針に従い溶接材料を選定する。　

３．アンカーボルト搬入（#）３．アンカーボルト搬入（#）３．アンカーボルト搬入（#）３．アンカーボルト搬入（#）３．アンカーボルト搬入（#）３．アンカーボルト搬入（#）３．アンカーボルト搬入（#）
ガスシールドアーク溶接ガスシールドアーク溶接ガスシールドアーク溶接ガスシールドアーク溶接ガスシールドアーク溶接ガスシールドアーク溶接ガスシールドアーク溶接 JIS Z 3312 又は JIS Z 3313に従い選定するJIS Z 3312 又は JIS Z 3313に従い選定するJIS Z 3312 又は JIS Z 3313に従い選定するJIS Z 3312 又は JIS Z 3313に従い選定するJIS Z 3312 又は JIS Z 3313に従い選定するJIS Z 3312 又は JIS Z 3313に従い選定するJIS Z 3312 又は JIS Z 3313に従い選定する

２．墨出し２．墨出し２．墨出し２．墨出し２．墨出し２．墨出し２．墨出し
BCJ評定-ST0059（エコタイプ、高強度柱適用タイプ）BCJ評定-ST0059（エコタイプ、高強度柱適用タイプ）BCJ評定-ST0059（エコタイプ、高強度柱適用タイプ）BCJ評定-ST0059（エコタイプ、高強度柱適用タイプ）BCJ評定-ST0059（エコタイプ、高強度柱適用タイプ）BCJ評定-ST0059（エコタイプ、高強度柱適用タイプ）BCJ評定-ST0059（エコタイプ、高強度柱適用タイプ）BCJ評定BCJ評定BCJ評定BCJ評定BCJ評定BCJ評定BCJ評定 同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。 被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接 JIS Z 3211（旧JIS Z 3212）に従い選定する（低水素系）JIS Z 3211（旧JIS Z 3212）に従い選定する（低水素系）JIS Z 3211（旧JIS Z 3212）に従い選定する（低水素系）JIS Z 3211（旧JIS Z 3212）に従い選定する（低水素系）JIS Z 3211（旧JIS Z 3212）に従い選定する（低水素系）JIS Z 3211（旧JIS Z 3212）に従い選定する（低水素系）JIS Z 3211（旧JIS Z 3212）に従い選定する（低水素系）BCJ評定-ST0058（Gタイプ）BCJ評定-ST0058（Gタイプ）BCJ評定-ST0058（Gタイプ）BCJ評定-ST0058（Gタイプ）BCJ評定-ST0058（Gタイプ）BCJ評定-ST0058（Gタイプ）BCJ評定-ST0058（Gタイプ） 柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　
MBLT-0042～0044,0046,0228～0230 (アンカー用ボルトセット)MBLT-0042～0044,0046,0228～0230 (アンカー用ボルトセット)MBLT-0042～0044,0046,0228～0230 (アンカー用ボルトセット)MBLT-0042～0044,0046,0228～0230 (アンカー用ボルトセット)MBLT-0042～0044,0046,0228～0230 (アンカー用ボルトセット)MBLT-0042～0044,0046,0228～0230 (アンカー用ボルトセット)MBLT-0042～0044,0046,0228～0230 (アンカー用ボルトセット)

大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定 １． 溶　接　材　料１． 溶　接　材　料１． 溶　接　材　料１． 溶　接　材　料１． 溶　接　材　料１． 溶　接　材　料１． 溶　接　材　料 １．捨てコンクリート打設１．捨てコンクリート打設１．捨てコンクリート打設１．捨てコンクリート打設１．捨てコンクリート打設１．捨てコンクリート打設１．捨てコンクリート打設MSTL-0566 (Gタイプ用ベースプレート)MSTL-0566 (Gタイプ用ベースプレート)MSTL-0566 (Gタイプ用ベースプレート)MSTL-0566 (Gタイプ用ベースプレート)MSTL-0566 (Gタイプ用ベースプレート)MSTL-0566 (Gタイプ用ベースプレート)MSTL-0566 (Gタイプ用ベースプレート)

(#)：センクシアの担当範囲(#)：センクシアの担当範囲(#)：センクシアの担当範囲(#)：センクシアの担当範囲(#)：センクシアの担当範囲(#)：センクシアの担当範囲(#)：センクシアの担当範囲
工場加工工場加工工場加工工場加工工場加工工場加工工場加工（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用） 現 場 施 工現 場 施 工現 場 施 工現 場 施 工現 場 施 工現 場 施 工現 場 施 工

北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５ 九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１
中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７ 中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０

本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２ 関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１ 関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３

センクシア株式会社センクシア株式会社センクシア株式会社センクシア株式会社センクシア株式会社センクシア株式会社センクシア株式会社 ＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬ https://www.senqcia.co.jp/https://www.senqcia.co.jp/https://www.senqcia.co.jp/https://www.senqcia.co.jp/https://www.senqcia.co.jp/https://www.senqcia.co.jp/https://www.senqcia.co.jp/

５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。
４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。

！！！！！！！ 注意注意注意注意注意注意注意 ３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。
１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）

ハイベースＮＥＯ工法標準図（１）　参考図ハイベースＮＥＯ工法標準図（１）　参考図ハイベースＮＥＯ工法標準図（１）　参考図ハイベースＮＥＯ工法標準図（１）　参考図ハイベースＮＥＯ工法標準図（１）　参考図ハイベースＮＥＯ工法標準図（１）　参考図ハイベースＮＥＯ工法標準図（１）　参考図
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倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか

建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事

設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当 令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成
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綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体
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村
木
村
木
村
木
村
木
村
木
村
木
村

構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号構造設計一級建築士 第4087号

一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号一級建築士 第243674号

木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司木村　誠司

500500500500500500500 8-D168-D168-D168-D168-D168-D168-D16 D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150 210210210210210210210500500500500500500500 16-D1616-D1616-D1616-D1616-D1616-D1616-D16 D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150 500500500500500500500 8-D168-D168-D168-D168-D168-D168-D16 D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150 210210210210210210210500500500500500500500 16-D1616-D1616-D1616-D1616-D1616-D1616-D16 D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150D13@150

ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc21の場合)ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc21の場合)ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc21の場合)ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc21の場合)ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc21の場合)ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc21の場合)ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc21の場合)

（角形鋼管柱用□150～□550）（角形鋼管柱用□150～□550）（角形鋼管柱用□150～□550）（角形鋼管柱用□150～□550）（角形鋼管柱用□150～□550）（角形鋼管柱用□150～□550）（角形鋼管柱用□150～□550）

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）BCJ評定-ST0059（エコタイプ）BCJ評定-ST0059（エコタイプ）BCJ評定-ST0059（エコタイプ）BCJ評定-ST0059（エコタイプ）BCJ評定-ST0059（エコタイプ）BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定

BCJ評定BCJ評定BCJ評定BCJ評定BCJ評定BCJ評定BCJ評定（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

〈角形鋼管柱用 □150～□550〉〈角形鋼管柱用 □150～□550〉〈角形鋼管柱用 □150～□550〉〈角形鋼管柱用 □150～□550〉〈角形鋼管柱用 □150～□550〉〈角形鋼管柱用 □150～□550〉〈角形鋼管柱用 □150～□550〉

角形鋼管柱用角形鋼管柱用角形鋼管柱用角形鋼管柱用角形鋼管柱用角形鋼管柱用角形鋼管柱用

型式表示例型式表示例型式表示例型式表示例型式表示例型式表示例型式表示例

アンカーボルト本数アンカーボルト本数アンカーボルト本数アンカーボルト本数アンカーボルト本数アンカーボルト本数アンカーボルト本数

柱外形寸法柱外形寸法柱外形寸法柱外形寸法柱外形寸法柱外形寸法柱外形寸法

アンカーボルト径アンカーボルト径アンカーボルト径アンカーボルト径アンカーボルト径アンカーボルト径アンカーボルト径

CCCCCCC

1111111

2222222

CCCCCCC

AAAAAAA

エコタイプ：エコタイプ：エコタイプ：エコタイプ：エコタイプ：エコタイプ：エコタイプ：

Gタイプ　：Gタイプ　：Gタイプ　：Gタイプ　：Gタイプ　：Gタイプ　：Gタイプ　：

3333333CCCCCCC CCCCCCC3333333

AAAAAAA

CCCCCCC
2222222

1111111

CCCCCCC

2222222tttttttHHHHHHH 2222222ttttttt

FFFFFFF

EEEEEEE

GタイプGタイプGタイプGタイプGタイプGタイプGタイプ エコタイプエコタイプエコタイプエコタイプエコタイプエコタイプエコタイプ

アンカーボルト１２本タイプアンカーボルト１２本タイプアンカーボルト１２本タイプアンカーボルト１２本タイプアンカーボルト１２本タイプアンカーボルト１２本タイプアンカーボルト１２本タイプアンカーボルト４本タイプアンカーボルト４本タイプアンカーボルト４本タイプアンカーボルト４本タイプアンカーボルト４本タイプアンカーボルト４本タイプアンカーボルト４本タイプ

CCCCCCC2222222

AAAAAAA

1111111CCCCCCC

ttttttt2222222

エコタイプエコタイプエコタイプエコタイプエコタイプエコタイプエコタイプ

アンカーボルト８本タイプアンカーボルト８本タイプアンカーボルト８本タイプアンカーボルト８本タイプアンカーボルト８本タイプアンカーボルト８本タイプアンカーボルト８本タイプ

同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書
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960960960960960960960

960960960960960960960

1120112011201120112011201120

145145145145145145145

80808080808080

80808080808080

80808080808080

102102102102102102102

117117117117117117117

80808080808080

102102102102102102102

117117117117117117117

110110110110110110110

102102102102102102102

117117117117117117117

106106106106106106106

121121121121121121121

102102102102102102102

106106106106106106106

117117117117117117117

138138138138138138138

106106106106106106106

117117117117117117117

138138138138138138138

121121121121121121121

138138138138138138138

121121121121121121121

138138138138138138138

150150150150150150150

168168168168168168168

95959595959595

116116116116116116116

140140140140140140140

144144144144144144144

166166166166166166166

114114114114114114114

137137137137137137137

159159159159159159159

143143143143143143143

165165165165165165165

112112112112112112112

135135135135135135135

156156156156156156156

142142142142142142142

164164164164164164164

110110110110110110110

132132132132132132132

153153153153153153153

164164164164164164164

195195195195195195195

1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上

550以上550以上550以上550以上550以上550以上550以上

600以上600以上600以上600以上600以上600以上600以上

600以上600以上600以上600以上600以上600以上600以上

600以上600以上600以上600以上600以上600以上600以上

700以上700以上700以上700以上700以上700以上700以上

600以上600以上600以上600以上600以上600以上600以上

600以上600以上600以上600以上600以上600以上600以上

700以上700以上700以上700以上700以上700以上700以上

800以上800以上800以上800以上800以上800以上800以上

600以上600以上600以上600以上600以上600以上600以上

700以上700以上700以上700以上700以上700以上700以上

800以上800以上800以上800以上800以上800以上800以上

900以上900以上900以上900以上900以上900以上900以上

600以上600以上600以上600以上600以上600以上600以上

800以上800以上800以上800以上800以上800以上800以上

900以上900以上900以上900以上900以上900以上900以上

1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上

800以上800以上800以上800以上800以上800以上800以上

900以上900以上900以上900以上900以上900以上900以上

1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上

900以上900以上900以上900以上900以上900以上900以上

1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上

900以上900以上900以上900以上900以上900以上900以上

1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上

1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上

1200以上1200以上1200以上1200以上1200以上1200以上1200以上

800以上800以上800以上800以上800以上800以上800以上

900以上900以上900以上900以上900以上900以上900以上

1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上

1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上

1200以上1200以上1200以上1200以上1200以上1200以上1200以上

900以上900以上900以上900以上900以上900以上900以上

1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上

1300以上1300以上1300以上1300以上1300以上1300以上1300以上

1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上

1200以上1200以上1200以上1200以上1200以上1200以上1200以上

900以上900以上900以上900以上900以上900以上900以上

1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上

1300以上1300以上1300以上1300以上1300以上1300以上1300以上

1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上

1200以上1200以上1200以上1200以上1200以上1200以上1200以上

900以上900以上900以上900以上900以上900以上900以上

1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上1100以上

1300以上1300以上1300以上1300以上1300以上1300以上1300以上

1300以上1300以上1300以上1300以上1300以上1300以上1300以上

1450以上1450以上1450以上1450以上1450以上1450以上1450以上

120120120120120120120

120120120120120120120

120120120120120120120

150150150150150150150

160160160160160160160

120120120120120120120

150150150150150150150

160160160160160160160

150150150150150150150

150150150150150150150

160160160160160160160

150150150150150150150

170170170170170170170

150150150150150150150

150150150150150150150

160160160160160160160

180180180180180180180

150150150150150150150

160160160160160160160

180180180180180180180

170170170170170170170

180180180180180180180

170170170170170170170

180180180180180180180

190190190190190190190

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

ゾーンゾーンゾーンゾーンゾーンゾーンゾーン

柱符号柱符号柱符号柱符号柱符号柱符号柱符号

質量（kg）質量（kg）質量（kg）質量（kg）質量（kg）質量（kg）質量（kg）

部品部品部品部品部品部品部品

寸法　（mm）寸法　（mm）寸法　（mm）寸法　（mm）寸法　（mm）寸法　（mm）寸法　（mm）

ＡＡＡＡＡＡＡ C２C２C２C２C２C２C２C１C１C１C１C１C１C１ HHHHHHHEEEEEEE ttttttt ベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレート セット質量セット質量セット質量セット質量セット質量セット質量セット質量

LLLLLLL L1L1L1L1L1L1L1

柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b
主筋量主筋量主筋量主筋量主筋量主筋量主筋量数量数量数量数量数量数量数量

採用採用採用採用採用採用採用

柱サイズ柱サイズ柱サイズ柱サイズ柱サイズ柱サイズ柱サイズ 板厚範囲板厚範囲板厚範囲板厚範囲板厚範囲板厚範囲板厚範囲

基礎天端～基礎天端～基礎天端～基礎天端～基礎天端～基礎天端～基礎天端～

捨てコン天端捨てコン天端捨てコン天端捨てコン天端捨てコン天端捨てコン天端捨てコン天端

h(mm)h(mm)h(mm)h(mm)h(mm)h(mm)h(mm)C3C3C3C3C3C3C3 FFFFFFF 2222222

適　用　柱適　用　柱適　用　柱適　用　柱適　用　柱適　用　柱適　用　柱 ハイベースNEO型式ハイベースNEO型式ハイベースNEO型式ハイベースNEO型式ハイベースNEO型式ハイベースNEO型式ハイベースNEO型式
ｱﾝｶｰｱﾝｶｰｱﾝｶｰｱﾝｶｰｱﾝｶｰｱﾝｶｰｱﾝｶｰ

エコタイプエコタイプエコタイプエコタイプエコタイプエコタイプエコタイプ GタイプGタイプGタイプGタイプGタイプGタイプGタイプ

基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　

ﾎﾞﾙﾄﾎﾞﾙﾄﾎﾞﾙﾄﾎﾞﾙﾄﾎﾞﾙﾄﾎﾞﾙﾄﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

hc(mm)hc(mm)hc(mm)hc(mm)hc(mm)hc(mm)hc(mm) 帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋

基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　側・隅柱用　>基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　側・隅柱用　>基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　側・隅柱用　>基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　側・隅柱用　>基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　側・隅柱用　>基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　側・隅柱用　>基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　側・隅柱用　>

ゾーンゾーンゾーンゾーンゾーンゾーンゾーン

Lt（mm）Lt（mm）Lt（mm）Lt（mm）Lt（mm）Lt（mm）Lt（mm）

鉄筋の定着長さ鉄筋の定着長さ鉄筋の定着長さ鉄筋の定着長さ鉄筋の定着長さ鉄筋の定着長さ鉄筋の定着長さ
ゾーンゾーンゾーンゾーンゾーンゾーンゾーン ゾーンゾーンゾーンゾーンゾーンゾーンゾーン

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm) (mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

主筋量主筋量主筋量主筋量主筋量主筋量主筋量 帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋
(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

主筋量主筋量主筋量主筋量主筋量主筋量主筋量 帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋
(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

主筋量主筋量主筋量主筋量主筋量主筋量主筋量 帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋
(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b 柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b 柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b柱形  b
定数定数定数定数定数定数定数

3333333

回転バネ回転バネ回転バネ回転バネ回転バネ回転バネ回転バネ

X10 kN・m/radX10 kN・m/radX10 kN・m/radX10 kN・m/radX10 kN・m/radX10 kN・m/radX10 kN・m/rad

128128128128128128128

14.014.014.014.014.014.014.0

17.917.917.917.917.917.917.9

21.921.921.921.921.921.921.9

35.435.435.435.435.435.435.4

41.441.441.441.441.441.441.4

32.232.232.232.232.232.232.2

51.351.351.351.351.351.351.3

59.759.759.759.759.759.759.7

51.151.151.151.151.151.151.1

70.170.170.170.170.170.170.1

82.982.982.982.982.982.982.9

69.469.469.469.469.469.469.4

84.084.084.084.084.084.084.0

93.193.193.193.193.193.193.1

133133133133133133133

111111111111111111111

127127127127127127127

210210210210210210210

238238238238238238238

396396396396396396396

175175175175175175175

169169169169169169169

199199199199199199199

89.589.589.589.589.589.589.5

105105105105105105105

156156156156156156156

150150150150150150150

188188188188188188188

216216216216216216216

163163163163163163163

194194194194194194194

234234234234234234234

282282282282282282282

321321321321321321321

199199199199199199199

236236236236236236236

296296296296296296296

348348348348348348348

413413413413413413413

244244244244244244244

290290290290290290290

354354354354354354354

421421421421421421421

489489489489489489489

695695695695695695695

771771771771771771771

表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。

注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 

注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、
注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。
注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。

注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。

　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。
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Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)

エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）

杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。
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   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は

"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。

Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。
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※

※

杭頭金物

クラウンパイルアンカー工法　標準図

(注3

(SS400)

定着板

杭頭金物

本標準図はクラウンパイルアンカー工法を対象とする。本標準図の適用範囲以外の条件における設計施工は、BCJ評定-FD0511-04の評定書による。

※杭の鉛直施工許容差を考慮した寸法とする

※ ( )内の数値は最小かぶり厚さによる

※設置本数の下限は全仕様4本とする

　場合は、設計者指示の寸法による

※ 本標準図以外に定着長の指定がある

T

BD

10
0

※ 国土交通大臣認定材：MSTL-0422またはMSTL-0574

(SCP490-6N)

六角カプラー

E

20

A

※

45° 開先部

(SN490B)

Vプレート

C　(六角カプラー長）

適用範囲に応じて使い分ける。

杭頭金物にはM,Lタイプがあり、杭鋼管の鋼種と鋼管厚の

45倍以上(SD490)】となる場合は、Mねじ部を設けない仕様も可とする。

設計者の指定により定着長(L1)がアンカー呼び径の【35倍以上(SD390),

杭頭アンカーは片端部にMねじを設けた異形棒鋼を用いる。

M
B

L以上

ねじ節形状

※ 杭頭アンカーにMねじ部を設けない場合は使用しない

(強度区分5以上)

六角ナットM
φ
d

の鉄筋径とピッチの規定によらず設計者指示の配筋とする．

※マットスラブ形状の基礎については、上記、副基礎帯筋・副基礎補強筋

決定される。

の下限とする。主基礎部への定着長は配筋指針等に基づき、設計者により

設計者指示の配筋を施す。ただし、D13以上ピッチ300mm以下を配筋量

の下限とする。

設計者指示の配筋を施す。ただし、D13以上ピッチ150mm以下を配筋量

きない場合の対応については、別途設計者指示による。

施工許容差を超えた杭の偏心等により、へりあきの最小値が確保で

ただし、杭径が600mm以上の場合は1.0倍以上としてもよい。

杭心からの距離で杭径の1.25倍以上を原則とする。

(注1

杭鋼管

中詰めコンクリート

レベルコン

副基礎補強筋
(注5

(注4

副基礎帯筋

(注
5

定
着

長

ベース筋

コンクリート

基礎

はかま筋

定着板

定着板ナット

杭頭アンカ－

礎部

副基

礎部

主基

最
低

定
着

長
(L

1)
h1

H≧
h1

(注
1

部分溶込み溶接
（杭径＋200mm）

杭頭アンカーの配置直径

D13＠300程度の割裂防止筋を配筋し、無筋部を少なくすることが望ましい。

杭頭外周部の基礎コンクリートには終局時の割裂を防止するために

設計かぶり厚さ70mm以上、最小かぶり厚さ60mmとする。

杭頭アンカー及び杭頭金物下端部のかぶり厚さ(h2)は

ただし、杭のみ込み高さ(h1)は確保すること。（図は参考図）

中詰めコンクリートの強度と深さ (H) は 設計者により決定される。

きない場合の対応については、別途設計者指示による。

施工許容差を超えた杭の偏心等により、中心間隔の最小値が確保で

ただし、杭頭金物の溶接施工に支障がないことを確認すること。

埋込み杭は杭径の2.0倍、打込み杭は杭径の2.5倍を最小値とする。

礎部

主基

H≧
h1

(注
1

h2

h1

(注
2

礎部

副基

（杭径＋200mm）

杭頭アンカーの配置直径

部分溶込み溶接

杭鋼管

(注1
中詰めコンクリート

レベルコン

割裂防止筋

ベース筋

はかま筋

コンクリート

基礎

定着板

定着板ナット

杭頭アンカ－

最
低

定
着

長
(L

1)

有無により、杭頭接合部の構造規定が異なる。（杭ごとに、概要図Ａまたは概要図Bのいずれかが適用される。）

基礎コンクリートは杭頭上端面より上部を「主基礎部」、杭のみ込み部周囲を「副基礎部」と呼称し、杭頭側面と副基礎部の応力伝達を考慮した設計の適用

杭頭金物のカプラー雌ねじ部に杭頭アンカーのねじ節鉄筋部を螺合することで、杭頭と基礎コンクリートを接合する工法である。

クラウンパイルアンカー工法は、SC 杭の杭頭鋼管外周部に定着部材 (以下、杭頭アンカー)を接続する金物（以下、杭頭金物）を部分溶込み溶接した後、

杭径の0.48倍以上
かつ280以上(270)

17

16

14

13

15

14

14

13

12

11

10

12

11

10

8 8

88

667777

D41

H-L

D41

H-L

以上
16 mm14 mm

(mm)

杭径

1200

1100

1000

900

800

700

600

500

450

400

6 9
以上

12 mmmmmmmm mm

17

16

15

14

12

11

10

9

D38 D38

H-L-L

17

16

15

14

12

11

10

9

88

10

-M

D38

-M

D32

14

13

13

12

11

10

9

8

8

7

18

17

15

14

13

12

10

9

9

8

鋼管厚/仕様

単位：本

以上
12

(mm)

杭径
鋼管厚/仕様

D38

-M-M

D32

-L

D38

10

9

13

13

12

11

11

8

8

7

-M

D32

-M

D32

9

18

17

15

14

13

12

10

9

9

8

-M

D32

16 18

17

15

14

13

12

10

9

9

8

13

13

12

11

11

10

9

8

8

7

17

16

15

14

12

11

10

9

8

15

1200

14

1100

13

1000

12

900

11

800

700

600

9500

8450

400

135

130

E

64 130 14

12

T

-LD41H

37 645529M3680-LD41H

M3649-LD41H 1230

120

110
180

M33

M27

M

58

47

(D)

50

41

C

26

22

B

34

28

φd

12

9

t

-M

-M,L

-LD38H

D38

仕様

D32

SD490

M3346

-M

-M,L

-LD38H

D38

仕様

D32

930

2

-M

-M

-L

-L 210D38H

D38

D

90

C

59

50

B

単位：mm

単位：mm

65

55

A

(D
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BC

A

定着板および定着板用六角ナット2．2

tA

SD390

鋼種

仕様

D38

D32

A

杭頭金物2．3

M27

M
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B (mm)

1130

790

L (mm)

杭頭アンカー2．１

987-LD41H

-LD41H

概要図 B概要図 A

杭径の0.48倍以上
かつ250以上(240)

単位：mm

仕様

280以上(270)

250以上(240)

-L

-MD32,D38

杭のみ込み高さ(h1)

D38,D38H

-M

-M,L

-L

単位：mm

915D38H

D38 728

● 杭のみ込み高さ

614

仕様

D32

● 杭頭アンカーの最低定着長

最低定着長(L1)

2．構成部材

2490N/mm 級

・杭鋼管 鋼種
2400N/mm 級

● 杭と基礎コンクリートの適用範囲

２

ＳＫＫ４９０, ＳＴＫ４９０, ＳＴＫＮ４９０Ｂ

２２１Ｎ／ｍｍ　以上　４５Ｎ／ｍｍ　以下基礎コンクリート強度

ＳＫＫ４００, ＳＴＫ４００, ＳＴＫＮ４００Ｂ
杭鋼管　鋼種

外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）

杭径

杭の種類

4００ｍｍ以上　１２００ｍｍ以下

適用範囲１．2

● 杭頭アンカー設置可能本数の上限

・杭鋼管 鋼種

ＳＣ杭
SC杭・鋼管杭用杭頭接合工法

● 概要図 B（杭頭側面と副基礎部の応力伝達を考慮した設計の場合）● 概要図 A（主基礎部の応力伝達のみ考慮した設計の場合）

注5）副基礎補強筋の配筋（コーン状破壊防止/主基礎部への曲げ伝達）

注4）副基礎帯筋の配筋(コーン状破壊防止)

１／２
（一財）日本建築センターによる一般評定

注3）割裂防止筋の配筋

注2）かぶり厚さ

注1) 中詰めコンクリート

● 杭と基礎コンクリートのへりあき（設計値）● 杭の中心間隔（設計値）

１．工法概要

工法概要１．１

2023年10月作成

TEL03（3624）6201

岡部株式会社

「BCJ評定-FD0511-04」（令和5年9月8日付)

図

名

工
事
名

倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか

建築工事

設 計 担 当 令和7年9月作成

図

番

担

当

木
村

綜企画・倉敷構造設計共同体

構造設計一級建築士 第4087号

一級建築士 第243674号

木村　誠司

クラウンパイルアンカー工法標準図(1)参考図
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図

名

工
事
名

倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか

建築工事

設 計 担 当 令和7年9月作成

図

番

担

当

「BCJ評定-FD0511-04」（令和5年9月8日付)

岡部株式会社

TEL03（3624）6201

2023年10月作成

クラウンパイルアンカー工法　標準図
（一財）日本建築センターによる一般評定

２／２

● 概要図Ａを適用する杭頭接合部仕様

杭仕様 クラウンパイルアンカー仕様

杭径 杭種(鋼管厚) 杭本数 仕様

４．仕様一覧

3．１ 施工および施工管理

3．2 施工手順

3．3 部分溶込み溶接規準

● 溶接方法と溶接材料

溶接方法 規格：種類

● 溶接寸法

3．工事現場施工

● 杭頭アンカー設置後の弛み止め処置

● 標準施工手順

● 溶接資格

記号 規格：種類

● 施工手順図

4．１ 杭頭接合部仕様の一覧

基礎コンクリート部仕様・補強要領

4．2 特記事項、その他

備考 杭のみ込み高さ

mm

割裂防止筋

mm

mm

mm

mm

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　)

@ (SD　　　　)

@ (SD　　　　)

@ (SD　　　　)

@ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

上記、杭頭接合仕様について一般評定で規定する許容応力度計算を実施し、最終設計図書の記載と相違ないことを確認した．

杭仕様 クラウンパイルアンカー仕様

杭径 杭種(鋼管厚) 杭本数杭符号 仕様

基礎コンクリート部仕様・補強要領

本/1杭 備考 杭のみ込み高さ 副基礎補強筋 副基礎帯筋

● 概要図Ｂを適用する杭頭接合部仕様

上記、杭頭接合仕様について一般評定で規定する許容応力度計算を実施し、最終設計図書の記載と相違ないことを確認した．

mm D @ (SD　　　　) D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

SC杭・鋼管杭用杭頭接合工法

ＳＣ杭

単位：mm

溶接長(L2)

D32

D38

仕様

D38

D38H 210-L

-L

-M

-M
180

余盛(h)

10

3

以上

以下
D41H -L

板厚(T)

12

14

本工法は岡部(株)・グループ会社により教育・技術指導を受けた者が施工及び施工管理を実施する。

本工法の実施に必要となる準備工事の実施範囲や施工手順について十分に協議する。

杭周囲根伐り・レベルコン打設

杭頭部の回転金物除去・洗浄・ケレン

杭周辺の水処理・主筋等の墨出し

杭頭金物取り付け位置のマーキング

準

備

工

事

杭頭金物を仮付溶接

杭頭金物の配置検査

ク

ラ

ウ

ン

パ

イ

ル

ア

ン

カ　

　

工

事

杭頭金物を部分溶込み溶接

部分溶込み溶接部の外観検査

杭頭アンカーを設置/定着長の調整4

3

2

1

杭頭アンカーの設置検査

杭頭アンカーの弛み止め処置

副基礎コンクリート部の配筋

主基礎コンクリート部の配筋

鉄

筋

工

事

SC杭

杭頭金物端板

マーキング

1 2

仮付溶接

3

部分溶込み

溶接

4

杭頭

アンカー

くさび

・くさびの打ち込み　　　・カプラー下側余長部への点付溶接

弛み止めは以下のいずれかの方法による。

点付溶接

Vプレートと杭鋼管の溶接は開先部全長（L2）にわたって行い、

所定の余盛（h）を確保するように施工する。

Vプレート

T

2

開先角度

45°

杭鋼管

開先部

余
盛

(h)

L2

※ 溶接長は溶接始終端の余長を含む

材料は下記の規格を満たし、かつ490N/mm 級

高張力鋼に適用可能なものを使用する。

・JIS Z 3312：軟鋼、高張力鋼及び低温用

鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ
ガス

シールド

アーク溶接
・JIS Z 3313：軟鋼、高張力鋼及び低温用

鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ

部分溶込み溶接は下記の規格を満たす立向姿勢の

有資格者による施工を原則とする。

・JIS Z 3841：半自動溶接技術検定における

　　　　　　　　　　　試験方法及び判定基準

・WES 8241：半自動溶接技能者の

　　　　　　　　　　　　　　　資格認証基準

SA-2V

　または

SA-3V

本工法を採用する杭頭接合部に関し、各杭符号ごとに仕様の一覧を記す。

※ 上記において、杭のみ込み高さおよび割裂防止筋の配筋量に関する計算上の規定はない

2

|

杭符号

P1

P2

本/1杭

300

300

D13

D13

@200

@200

(SD295)

(SD295)7本

木
村

綜企画・倉敷構造設計共同体

φ800

φ700

P2T

P3

P3T

φ800

φ600

φ600

SKK490　6mm

SKK490　6mm

SKK490　12mm

SKK490　9mm

SKK490　12mm

11本

9本

1本

7本

4本

D32

D32

D38H

D38

D38H

9本

10本

8本

8本

300

300

300

D13 @200 (SD295)

D13 @200 (SD295)

D13 @200 (SD295)

構造設計一級建築士 第4087号

一級建築士 第243674号

木村　誠司

クラウンパイルアンカー工法標準図(2) 参考図

S-010

三
宅



SD295A,SD345,SD390,SD490（JIS G 3112）
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倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか

建築工事

設 計 担 当 令和7年9月作成

図

番

担

当

木
村

綜企画・倉敷構造設計共同体

構造設計一級建築士 第4087号

一級建築士 第243674号

木村　誠司

スーパーハリーＺ　Ｍタイプ標準図 参考図

呼径　１００～２００φ

使用材料

タイプ別キャップ色一覧

正しい取り付け方向 不適当な設置例

スリーブ受け

スリーブ受け

ＫＳＳ７８５－Ｋ

（認定番号 MSRB-0004）

一般財団法人日本建築センターによる一般評定

ＴＹＰＥ

４３

e 1 e 2

４３

４４ ４５

４６ ４８

４７ ５１

４９ ５５

タイプ別ｅ寸法一覧

キャップ色ＴＹＰＥ

１組以上配筋

２．一般事項および適用範囲

■一般事項

■貫通孔適用範囲

　・製品には鉄筋径別に色分けされたアンカーキャップや製品種類を記載したラベルが取り付けてあるので間違いが無いか必ず確認する。

　・製品は錆の発生、コンクリートとの付着性能を損なう物質（油、泥等）の付着を避け保管する。

配筋例

５０
孔際あばら筋

一般部あばら筋

孔際あばら筋 孔際あばら筋
５０５０ ５０５０

５０

一般部あばら筋 一般部あばら筋

大梁

小梁

Ｄ

大梁

栗本鐵工所

TEL:0280(97)1305

株式会社

Ｄ

小梁

Ｄ ： 梁せい　　　Ｈ ： 孔径（スリーブ外径）

Ｌ　： 柱際から孔の中心までの距離

Ｌ　： 梁の上下面から孔面までの距離

Ｌ　： 孔と孔の中心水平距離

１

２

３

１

２

設置可能な範囲

適用範囲

柱 柱

柱面 柱面

梁

Ｌ

Ｌ

ＬＤ

Ｌ　≧Ｄ＋Ｈ/２

※孔が梁せいの中央に

ない場合

※孔が梁せいの中央

Ｌ　≧Ｄ

※孔の中心位置で

　梁せい分離す　梁せい分離す

※孔の外縁位置で

Ｄ:梁せい

Ｈ:孔径

※平均径の3倍以上離す

の場合

Ｈ:孔径

Ｄ

１ １

３

３

２

一般部あばら筋を

コンクリート ： Ｆｃ21～67　

■使用材料の適用範囲

　　　　　　　　あばら筋

(1)孔径（Ｈ）

　　孔径は100～750mmとし、梁せい（Ｄ）の1／3以下とする。

(2)孔位置

　　柱際から水平方向の孔中心位置Ｌ1は、孔が梁せいの中央にある場合Ｌ1≧Ｄとする。それ以外はＬ1≧Ｄ+Ｈ/2とする。

　 b)孔間中心距離（Ｌ2）

　a)柱際から水平方向の孔中心位置（Ｌ1）

　　孔が複数あるときの孔の中心水平間隔Ｌ2は、孔平均径の３倍以上とする。

　 c)へりあき最小寸法

　　へりあき最小寸法Ｌ3は表の値とする。

　大梁と小梁が直交する箇所での孔位置は右図による。

■施工上の留意点

　(1)製品の方向

　(2)かぶり厚さの確認

　(4)製品の取り付け検査

■標準的な施工順序

　(2)孔際あばら筋、一般部あばら筋を配筋する。

　 　スリーブ受けが孔の上または下になるように取り付ける。裏表の区別はない。

　 　製品の取り付け検査は、設計マニュアルのチェックシートを参考に実施する。

590N/m㎡級鋼,685N/m㎡級鋼,785N/m㎡級鋼,1275N/m㎡級鋼（建築基準法第37条第二号適合品）

M A

M C

M D

M E

M A

M B

M C

M E

M D

黄色

白色

青色

緑色

赤色

スーパーハリーＺ　Ｍタイプ  KSS785-K（認定番号MSRB-0004）

　・施工に先立ち、補強計算書にもとづきスーパーハリーＺ　Ｍタイプの種類、枚数の確認を行い、あばら筋、結束線の用意をする。

スーパーハリーＺ　Ｍタイプが

　(4)有効補強範囲内の鉄筋間隔が適当であるか確認する。

　(3)あばら筋内側にスーパーハリーＺ　Ｍタイプを設置し、結束線で４～６ヶ所程度結束する。

　(1)孔際あばら筋本数及びスーパーハリーＺ　Ｍタイプのタイプを確認する。

　 　梁断面から見たスーパーハリーＺ　Ｍタイプどうしの間隔は、鉄筋のあきを確保する。

　 　スーパーハリーＺ　Ｍタイプは図に示すようにあばら筋の内側に取り付け、結束線で孔際あばら筋に４～６ヶ所程度結束する。

　(3)製品の取り付け位置の保持方法

　　 スーパーハリーＺ　Ｍタイプのかぶり厚さを確保する。

４．スーパーハリーＺ　Ｍタイプ施工要領

３．スーパーハリーＺ　Ｍタイプ標準配筋図１．スーパーハリーＺ　Ｍタイプ形状寸法及び重量

梁貫通孔補強筋　スーパーハリーＺ　Ｍタイプ標準図

１００mm≦Ｈ≦２２５mm ２２５mm＜Ｈ≦３７５mm ３７５mm＜Ｈ≦７５０mm

呼径　４００～７５０φ呼径　２２５～３５０φ

１００mm≦Ｈ≦２２５mm

建材事業部　生産管理部

M B

500mm≦Ｄ＜700mm

700mm≦Ｄ＜900mm

900mm≦Ｄ＜1250mm

1250mm≦Ｄ Ｌ ３ ≧0.2Dmm

Ｌ ３ ≧250mm

Ｌ ３ ≧200mm

Ｌ ３ ≧175mm

※外径Ｈ、ｈ、Ｗ、Ｓ、ｅの単位はｍｍ   重量の単位はｋｇ/組

重量ＳＷｈＳ 重量

350

300

250

225

200

175

150

125

100

500

750

700

650

600

550

275

325

450

400

呼径

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1.9

1.7

1.6

1.5

1.4

1.2

1.1

1.0

1.7

1.9

重量

－

－

－

－

－

－

重量

3.0

2.7

1.6

1.7

1.9

2.1

2.3

2.5

2.6

2.9

3.3

3.5

3.9

6.1

8.3

7.8

7.4

6.4

6.9

5.6

5.1

4.8

4.3

3.8

3.6

3.3

3.1

2.8

2.5

2.3

3.9

4.4

重量

7.8

7.0

4.1

4.5

4.9

5.5

6.0

6.4

6.8

7.6

8.5

9.1

10.0

12.3

11.4

13.1

14.0

14.8

10.9 17.2

23.3

22.0

20.7

18.1

19.4

15.8

14.5

13.4

12.1

10.8

10.1

9.4

8.8

7.9

7.2

6.5

11.1

12.4

ｈ Ｗ Ｓ ｈ Ｗ Ｓ ｈ Ｗ Ｓ ｈ Ｗ

～414

～465

697 760 592 699 766 602 696 769 610 697 775 622

769 832 643 771 839 653 769 841 661 769 847 673

588 649 509 588 651 515 590 658 525 588 660 533 588 666 545～337

518 578 459 517 581 465 519 587 475 517 589 483 517 595 495～287

962 1030 788 960 1032 796 960 1038 808

～550

～600

～650

～700

～750

891 959 738 889 961 746 889 967 758

1100 838 1102 846 1108 8581032 1030 1030

1171 888 1173 896 1179 9081103 1101 1101

1242 938 1244 946 1250 9581174 1172 1172

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

843 911 704 841 913 712 841 919 724～516 － － － － － －

－

－

－

－

－

－

－ － －

ＭＡ（Ｓ６） ＭＢ（Ｓ８） ＭＣ（Ｓ１０） ＭＤ（Ｓ１３） ＭＥ（Ｓ１６）

～114

～140

～165

～200

～225

～250

～275

～325

～375

273

310

345

395

430

465

501

571

334

370

406

455

491

526

561

632

286

312

337

372

397

422

447

497

272

309

345

394

429

465

500

571

642

336

373

408

458

493

528

564

634

705

292

318

343

378

403

428

453

503

553

274

311

346

396

431

467

502

573

643

342

379

414

464

499

535

570

641

711

302

328

353

388

413

438

463

513

563

272

309

344

394

429

465

500

571

641

344

381

416

466

501

537

572

643

713

310

336

361

396

421

446

471

571

521

272

309

345

394

429

465

500

571

642

350

387

422

472

507

543

578

649

719

322

348

373

408

433

458

483

533

583

H H H

スリーブ外径 →

スーパーハリーZ　Mタイプ　呼径 →

適用孔径

[スリーブ外径]

２２５mm＜Ｈ≦３７５mm

３７５mm＜Ｈ≦７５０mm

「BCJ評定-RC0224-07」（令和5年4月19日付） 古河製造課

■孔際あばら筋

　通常配筋されるあばら筋を孔の両側に寄せて使用する。孔の両側には、必ず孔際あばら筋を１組以上配筋する。

　標準配筋は下図の通りとする。施工の際には、必ず補強計算書を確認し、孔際あばら筋の配筋に注意する。

孔際あばら筋

片側１組

片側２組

片側３組

スリーブ外径Ｈ

■孔上下の補強方法

　孔径が400mm以上となるときは、補強計算より求められた補強筋の他、孔上下位置に配筋を行う。

■孔が近接して複数ある場合

　孔が近接して複数ある場合、各々の孔際には、孔際あばら筋を

　１組以上配筋する。

　また、孔－孔間のあばら筋は一般部あばら筋の間隔以下になる

　ようにし、一般部あばら筋を１組以上配筋する。

　ただし、鉄筋のあきが確保できない場合はこの限りではない。

　

へりあき寸法梁の全せい

Ｃ Ｃ Ｃ

※スーパーハリーＺ　Ｍタイプ標準図の評定内容など、製品の性能に関わる内容の編集はご遠慮下さい。編集された内容については弊社では責任を負いかねます。

一般部あばら筋間隔 一般部あばら筋の間隔以下

有効補強範囲
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図

名

工
事
名

倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか

建築工事

設 計 担 当 令和7年9月作成

図

番

担

当

〔耐震スリット材〕

構造スリットの分類とスリット幅 構造スリットの分類とスリット幅 標　準　施　工　例

標準図
ＰＡＴ

Ｒ

岡　　部　　株　式　会　社

ドラーフタイト工業株式会社

垂 直 ス リ ッ ト （ Ａ シ リ ー ズ　・　Ｇ シ リ ー ズ ） 水 平 ス リ ッ ト （ Ｈ Ｗ シ リ ー ズ ）

施工方法及び注意事項に関しては、スリットンカタログを参照。

ブチルテープ ブチルテープ

タイプ 垂　　直　　部 耐　　 火　　 タ 　　イ　　 プ

タイプ

Ｇ
タ

イ
プ

Ｇ
タ

イ
プ

25･30･35･40･50 25･30･35

3
0
～

7
0

60
～

80

無頭釘 釘

60
～

8
0

5
0～

70

無頭釘 プラ釘

Ｅキャップ

50
～

70

3
0～

7
0

7
0～

1
00

・目地部残存コンクリート厚tsは、壁厚tw/2以下かつ7㎝以下。

・目地部残存コンクリート厚tsに対するスリット幅の比(w/ts)

　は、0.5～1.0。

・完全スリット型及び、部分スリット型のスリット幅は、

HW-P

･HWタイプのブチルゴム貼付等の端部仕様は、別紙カタログを参照。

W
W

Ｈ
Ｗ

タ
イ

プ

・HW補助材は、HWタイプ本体のスリット幅と同一幅を使用。

部
　

材

（㎜）

D10

D13

D16
ブチルテープ

ジョイント金具

ジョイント金具

50

25

垂直－水平の納まり例

10 25

28

3116

13

HW-G10 HWﾊﾞﾘｱｰ

20･25･30･35･40･50 20･25

HWﾊﾞﾘｱｰX

25 20･25･30･35･40･50

HWﾊﾞﾘｱｰTP

水　　平　　部

Ｇ
タ

イ
プ

Ｇ
タ

イ
プ

Ａ
タ

イ
プ

無頭釘
無頭釘

スプリングアングル セパストッパー（セット） バリアー20用 バリアー25用 バリアーX用

タイプ

ｽﾘｯﾄ幅 W

形状

タイプ

ｽﾘｯﾄ幅 W

形状

プラ釘プラ釘

垂　　直　　部

タイプ 水　　平　　部 タイプ ス　リ　ッ　ト　材 耐　火　材

発泡ポリエチレン

無頭釘

ｽﾘｯﾄ材

目地棒

力骨

ｽﾘｯﾄ材
軟質塩ビ

力骨 ｽﾘｯﾄ材

軟質塩ビ

ｽﾘｯﾄ材

＊目地棒は別途。 ＊目地棒は別途。 ＊目地棒は別途。

ﾅｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ ｾﾊﾟｽﾄｯﾊﾟｰ

固定ﾎﾞﾙﾄ

G-5 G-6 G-7 G-9 G-10

25･30･35 25･30･35 25･30･35 25･30･35･40･50 25･30･35･40･50

タイプ

形状

ｽﾘｯﾄ幅 W

HWタイプ

HW補助材

鉄筋径 内径 外径

木目地棒

コーナー

　 補助材

（外部）

ＨＷバリアーＸ

（室内）

ＨＷ－ＲＷ

セパレーター

固定用

セパストッパー（セット）

スリットン

種別

タイプ

ｽﾘｯﾄ幅 W

D10 @400程度

スリット材

スリット材

D10 @400程度

スリット材

D10 @400程度

「二面せん断型スリット」

「一面せん断型スリット」

スリット材

D10 @400程度

D10 @400程度

スリット材

スプリングアングル

セパレーター
A2タイプ

振れ止め筋

D10 @400程度

A1タイプ

200mm以下

200mm以下

D10 @400程度

スリット材

タイプ

種　　別 タイプ 形　　状 スリット幅:W〔mm〕

G-11(S) G-11(L)

25･30･35･40･5025･30･35･40･50

　　部　分　ス　リ　ッ　ト　型 Ｇ　シ　リ　ー　ズ

Ａ　シ　リ　ー　ズ　　完　全　ス　リ　ッ　ト　型 完　全　ス　リ　ッ　ト　型

ス　リ　ッ　ト　材　及　び　耐　火　材　の　仕　様

Ｈ　Ｗ　補　助　材

　　部　分　ス　リ　ッ　ト　型

補強金具 コーナー補助材 鉄筋養生カバー ジョイント金具

力骨

HW-RW 20･25･30･35･40･502時間耐火

耐
火

タ
イ

プ

HW-P
20･25･30･35･40･50

非耐火タイプ

25･30･3525･30･35

タイプ

ｽﾘｯﾄ幅 W

W

W

2
　

時
　

間
　

耐
　

火

形状

形状

ス　リ　ッ　ト　材　及　び　耐　火　材　の　仕　様

タイプ ス　リ　ッ　ト　材 耐　　火　　材

標　準　目　地　棒　サ　イ　ズ

スリット幅

W=25用

25

20

25

スリット幅

W=30,35,

40,50用

25

30

25

スリット幅

W=25,30,

35共通

20

20

15

AE2、AE1タイプA2、A1タイプ

Ｈ
Ｗ
タ

イ
プ

スリットの幅は、層間変形角1/100変形時の腰壁・そで壁等の
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2　杭径,杭長,杭種

1　工法

3　SC杭概要

P1 kN/本 (長期)

kN/本 (長期)

4　杭支持力,本数

kN/本 (長期)

P3T　上杭105N SC杭　φ600　鋼管SKK490　t=12.0mm

kN/本 (長期)

kN/本 (長期)

※注記

・杭の水平方向施工誤差の許容値は±100mm以下とする。

（ただし、施工結果により検討は行い、検討書を監督員に提出すること。）

超えた場合は、速やかに監督員に報告すること。

特記なき限り下記による

5　杭継ぎ手

P1　上杭105N SC杭　φ800　鋼管SKK490　t=6.0mm

P2　上杭105N SC杭　φ700　鋼管SKK490　t=6.0mm

P2T　上杭105N SC杭　φ800　鋼管SKK490　t=12.0mm

P3　上杭105N SC杭　φ600　鋼管SKK490　t=9.0mm
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P3 3260

3260P3T
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1　工法

P4　L=17m　上杭105N PRC杭φ350　8m Ⅱ種(厚100mm)+下杭105N PHC杭φ350　9m A種(厚100mm)

P4　上杭105N PRC杭　φ350(PRC部　8.0m)

4　杭支持力,本数 kN/本 (長期)P4 830 4本

5　杭継ぎ手

特記なき限り下記による

GL=KBM+475(標高H=2.966m)とする
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KBM+0.629m(GL+0.154m)
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BOR-NO3 KBM+0.492m(GL+0.017m)

BOR-NO4
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杭天端　GL-1,550とする

Ｎ

P2T

P2T

3本

2本

S-015

管理棟　杭工事概要渡り廊下２　杭工事概要

P1　L=17m　上杭105N SC杭φ800　5m Ⅰ種+中杭105N PHC杭φ800　5m A種+下杭105N　ST杭φ800-1000　7m A種

P2　L=17m　上杭105N SC杭φ700　5m Ⅰ種+中杭105N PHC杭φ700　5m A種+下杭105N　ST杭φ700-800　7m A種

P3　L=17m　上杭105N SC杭φ600　5m Ⅰ種+中杭105N PHC杭φ600　5m B種+下杭105N　ST杭φ600-700　7m A種

P3T　L=17m　上杭105N SC杭φ600　5m Ⅰ種+中杭105N PHC杭φ600　5m B種(厚100mm)+下杭105N　ST杭φ600-700　7m B種(厚100mm)

3　杭概要

三
宅

P2T　L=17m　上杭105N SC杭φ800　5m Ⅰ種+中杭105N PHC杭φ800　5m B種(厚100mm)+下杭105N　PHC杭φ800　7m B種(厚100mm)

試験杭

既
A

破線のﾊｯﾁﾝｸﾞ部分は既存建物を示す
3,
00
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1,
53
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2,388

5,187

試験杭
試験杭

ﾊｲﾊﾟｰｽﾄﾚｰﾄ工法(認定番号　TACP-0404、TACP-0405)　同等

嵌合方式無溶接継ぎ手　ﾄﾘﾌﾟﾙﾌﾟﾚｰﾄｼﾞｮｲﾝﾄ工法(BCJ評定-FD0183-08)　同等

ﾊｲﾊﾟｰｽﾄﾚｰﾄNT工法(認定番号　TACP-0675、TACP-0676)　同等

嵌合方式無溶接継ぎ手　ﾄﾘﾌﾟﾙﾌﾟﾚｰﾄｼﾞｮｲﾝﾄ工法(BCJ評定-FD0183-08)　同等
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柱リスト　　1:50
特記なき限り下記による
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K13は、ﾘﾊﾞｰﾎﾞﾝ785を示す。

寄筋位置保持筋 D13

柱中央,梁上端,梁下端

3箇所

主筋間隔　80mm以上
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ｽﾘｯﾄは既製品とする
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梁中ﾌｰﾌﾟは上記による
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フープ □-D13@100
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木
村

柱リスト

綜企画・倉敷構造設計共同体

構造設計一級建築士 第4087号

一級建築士 第243674号

木村　誠司

1階～PH階　35
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X,Y方向で主筋交差が生じる場合は、下記による。

下端筋は,X方向を上方、Y方向を下方とする。

上端筋は,X方向を上方、Y方向を下方とする。

G梁天端増打部のB梁定着

柱面と梁面が同面の場合の処置
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1-D16
▼3FL,4FL

W15

X1通りY5～Y9間梁側面増打ち

三
宅
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倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか

建築工事

設 計 担 当 令和7年9月作成

図

番

担

当

特記なき限り下記による

巾止筋　D10@1000
片持梁リスト　　1:50

符　　号

位　　置

断　　面

ＢＸＤ

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

CG1 CG2 CG3 CG4

全断面 全断面 全断面 全断面

550

1
,
1
0
0

9-D29

5-D29

□-D13@150

4-D10

550

9
0
0

CG5 CG6 CG7 CG8 CG9 CB1

全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面

4-D25

4-D25

400

8
0
0

700x1000

1
,
0
0
0

700 600

9
0
0

8
0
0

450 400

9
0
0

7
0
0

600

600x700

11-D25

6-D25

2-D10

CG4a CG4b

全断面 全断面

600x900

11-D29

10-D29

-D13@150

4-D10

10-D29

4-D10

600x1000

10-D29

500x800

6-D29

6-D29

□-D13@150

2-D10

特記なき限り下記による

巾止筋　D10@1000

符　　号

位　　置

B1 B3 B4 B5 B6 B7 B8

Ｂ　Ｘ　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

腹　　筋

断　　面

全断面

B2

4-D22

6-D22

□-D10@150

2-D10

350

7
0
0

4-D22

2-D10

350x800

□-D10@200

2-D10

5-D22

5-D22

300x600 300x600

3-D22

3-D22

□-D10@200

2-D10

3-D22

3-D22

□-D10@200

2-D10

400x800

4-D25

□-D10@150

2-D10

350x650

4-D22

6-D22

□-D10@150

2-D10

400
8
0
0

500

8
0
0

550x1100

8-D29

8-D29

-D13@150

4-D10

550x1100

550

1
,
1
0
0

550x900

10-D25

10-D25

□-D13@150

4-D10

600

9
0
0

600

1
,
0
0
0

-D13@150

2-D10

□-D13@200

400x800

-D13@150

4-D10

13-D29

13-D29

600x900

10-D29

10-D29

-D13@150

4-D10

4-D25

4-D25

450x800

□-D13@200

2-D10

400x900

7-D25

7-D25

□-D13@200

4-D10

□-D13@150

350

8
0
0

350x800

4-D22

□-D10@200

350

8
0
0

全断面 全断面

6
0
0

300

6
0
0

300

全断面 全断面

7-D25

全断面

600

8
0
0

-D13@150

2-D10

10-D25

8-D25

600x800

全断面 全断面

6
5
0

4
9
5

2
5

3
0
0

250

G7

▼FL 1-D16

1-D16

1-D13

D13@200

1-D13

小梁リスト　　1:50

鉄骨階段部材RC取合　　1:30

300

部　　材

継　　手

符　　号

断　　面

ｻｻﾗPL-22X300

蹴込板、踏板　PL-4.5

80

4
0
6
0
6
0
4
0

GPL-9　HTB,3-M20

SB34内部鉄骨階段

100 150

100 150 100

埋込長　L=300　DN

5
0

BPL-16　A.BOLT2-M20(SS400)

H-340X250X9X14

GPL-12　HTB,3-M20

ｻｻﾗPL-22X300 ｻｻﾗPL-22X300

先端PL-12X75X75

ｻｻﾗPL-22X300

7
5

100

5
0

鉄骨階段部材リスト　　1:30

1
5
0

4
8
5

150

230

3
0
0

TS1

1
5
0

W15

SB34

1-D13

X0
鉄骨階段踊場TS1取合　　1:30

1
0
0

10
0

160
50 50

250

20

ﾓﾙﾀﾙ充填

230

625

4
0
0

3
0
0

X0

75

Y5

260

4
0
0

4
5
0

PL-12X75X75

木
村

綜企画・倉敷構造設計共同体

片持梁・小梁・鉄骨部材リスト

350

350x700

構造設計一級建築士 第4087号

一級建築士 第243674号

木村　誠司

特記なき限り鋼材はSS400,高力ﾎﾞﾙﾄはS10Tとする

BPL-16　A.B3-M20(ABR400)　L=300
BPL-16
A.B4-M20(ABR400)
L=450

WB1 WB2

全断面 全断面

150x900 200x900～1450

150

9
0
0

2-D16

D10@200

2-D10

200

□-D10@200

4-D10

WB3

全断面

7
0
0

250x700

4-D16

4-D16

2-D13

250

9
00
～
1
,
4
5
0

B9 B10

全断面 全断面

350x900

3-D25

5-D25

□-D10@200

4-D10

9
0
0

3-D25

5-D25

□-D10@200

4-D10

350x1000

1
,
0
0
0

350 350

S-032

2-D16

□-D10@200

30
0

BPL-16

150

3
0

3-M20

座金PL-6X50X50

4
0

30

4-D16

4-D16

ｻｻﾗPL-22

SB34

G
L
+
2
,
5
7
0

三
宅

1
0
0

1
0

65 65

250

60 60

3
0
0

床補強

L-65X65X6@350
全周溶接止

PL-9

3
0

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ-@100

PL-22

PL-4.5

20※

※
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名
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名

倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか

建築工事

設 計 担 当 令和7年9月作成

図

番

担

当

PH階庇

EVﾋﾟｯﾄ

雨水貯留槽

スラブリスト

短辺方向主筋 長辺方向主筋 主筋方向配筋 配力筋方向配筋ｽﾗﾌﾞ厚
備考記　号 ｽﾗﾌﾞ厚 記　号位　置 備考 位　置

端　部 中　央 端　部 中　央 端　部 中　央 端　部 中　央基端～先端

上端筋 上端筋
S1

下端筋 下端筋

上端筋 上端筋
S2 150

下端筋 下端筋

上端筋
S3 150

下端筋 D10　@200

150
D10　@200 D10　@250

D10　@200 D10　@250
HS1 200～150

D10　@150

D10　@150

D10　@200

D10　@200

D10　@200

D10　@200
HS2 200

D13　@200

D13　@200

D10　@200

D10　@200

D10,D13　@200 D10,D13　@200

D10　@200

上端筋
S4 150

下端筋下端筋

D10　@200上端筋

下端筋下端筋 D10　@200
S5

D10　@200 D10　@200

D10,D13　@150 D10,D13　@150

D10　@200上端筋

下端筋下端筋 D10　@200
S6

150
D10　@200

D10　@200

150
D10,D13　@200

D10,D13　@200

上端筋

下端筋下端筋 D10　@200 D10　@200
S7 175

D13　@200 D13　@200

上端筋

下端筋下端筋
175S8

D13　@150

D10　@150

D13　@150

D10　@150

上端筋

下端筋下端筋
150S9

D10,D13　@150

D10　@150

D10,D13　@150

D10　@150

上端筋

下端筋下端筋
150

D10,D13　@200
S10

D10,D13　@200

上端筋
150

下端筋 D10　@200

D10,D13　@200

D10　@200
S3a

D10,D13　@100

上端筋

下端筋下端筋 D10　@200 D10　@200

D13　@200
S7a

D13　@100

上端筋

下端筋
HS3

D10　@200

D10　@200

上端筋

下端筋

D10　@200

D10　@200

200～150

150HS3a

D10　@200

D10　@200

上端筋

下端筋
200

D10　@200

D10　@200
HS2a

D13　@100

D13　@100

片持スラブリスト

上端筋

下端筋
FS1 250

D16  @200

D16  @200

D16  @200

D16  @200

短辺方向主筋 長辺方向主筋
記　号 ｽﾗﾌﾞ厚 位　置 備考

端　部 中　央 端　部 中　央

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

KS1

KS2

150

150

階段踊場

階段踊場

D10　@150

D10　@150

D10　@150

D10　@150

D10　@200

D10　@200

D10　@200

D10　@200

上端筋

下端筋

D10  @200 D10  @200

D10  @200 D10  @200

上端筋

下端筋

地下ﾋﾟｯﾄ床
150

地下ﾋﾟｯﾄ床
250

D13  @200

D13  @200

D13  @200

D13  @200

短辺方向主筋 長辺方向主筋
記　号 ｽﾗﾌﾞ厚 位　置 備考

端　部 中　央 端　部 中　央

土間コンクリートリスト

上端筋

下端筋
150土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

D10  @200 D10  @200

D10  @200 D10  @200

上端筋

下端筋下端筋
150TS1

D10　@200

D10　@200

D10　@200

D10　@200

屋内階段

天井

ｽﾗﾌﾞ段差1

40d

45°

1.5t 40d

2-D13

D13@200
1-D13

2-D13
1-D13

1
0
0
～
1
5
0

t

ｽﾗﾌﾞ段差2

40d

1
5
0
～
4
0
0

45°

1-D13

2-D13

1.5t 40d

t

D13@200

2-D13
1-D13

1-D13

木
村

綜企画・倉敷構造設計共同体

スラブリスト

Y4～Y5通り間

R階X5通り

Y4～Y5通り間

3,4階X5通り

8
0
0

3
,
7
0
0

3
,7
0
0

1,000 1,500

2,150

600

2,6281,247

X1

X1a

X0a

▼3FL

▼4FL

▼RFL

CB1

CB1

1-D13
D10@200

2-D13

D10@200

D10@200

B1

G11

W15

W15

700

D10@200ﾁﾄﾞﾘ

2-D13

2-D13

D10@200

HS3a

S1

S5

S1
S1 S1

W15

2-D13

D10@200ﾁﾄﾞﾘ

2-D13

4階

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞﾙｺﾆｰ

2階

渡り廊下

上端筋

下端筋
HS4 200

D13　@200

D13　@200

D13　@200

D13　@200

上端筋

下端筋
200

D13　@200

D13　@200

D10　@200

D10　@200
CS1

上端筋

下端筋

D10　@200

D10　@200
CS2 175

D10　@200

D10　@200

上端筋

下端筋

D10　@200

D10　@200
150HS3b

D10　@150

D10　@150

D10　@200

D10　@200

75
175

1
0
0

HS4
S1

B1
G11a

1
0
0

6
0
0

3
0
0

1
5
0

1
5
0

150

230

150

1
,
0
2
5

3
0

7
0
0

7
0
0

1
5
0

1
5
0

3
0

1
5
0

3
0

6
5
0

2
0
0

3
0
0

1
5
0

150 1,097

D10@200

HS3b

1
0
0

1
5
0

1
0
0

2
0
0 1
5
0

3
0

1
0
0

1
5
0

150400275

1-D16

1-D16

1-D13

1-D13

1-D13

1-D13

CG13
,
9
0
0

▼2FL

▼3FL

1-D13 5
0
0

4-D16

4-D16

D10@150

D13@200
2
0
0

250

D10@200

D10@200

D10@200

D10@200

D10@200

D10@200

D10@200

D10@250

D10@200

D10@200

D10@200

D10@250

1
0
0

D10@200

D10@250

S1

D13@200

構造設計一級建築士 第4087号

一級建築士 第243674号

木村　誠司

2階～R階東側庇

R階西側庇

2階東側庇

2階～3階西側庇

2階～3階西側庇

2階西側庇

D10　@150

D10　@150

D10　@200 D10　@200

PS1

PS2

S-033

X0～X1a/Y2～Y3間配筋図　　1:30

2-D13

1-D13

WB3

三
宅

200
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図

番

担

当

壁リスト　1:30

記　号

位　置 全断面 全断面

断　面

壁　厚 150

縦　筋 D13@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ) D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

横　筋 D13@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ) D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

4-D13 2-D13縦,横筋開口部

補強筋 2-D13 1-D13斜メ筋

巾止筋　D10@1000　内外

180

W18 W15

全断面

D13@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

全断面

250

D16@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D16@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

KW25

L1

L1

開口部補強

L1

L1 L1
目地

L1

開口補強筋要領

D10@400

などの既製品のいずれかを使用する

耐震スリットは、「スリットン」、「パイロン」、「エキスパンウォール」

スリット材（不燃材）

スリット材（不燃材）

スリット固定材水平部詳細

ｔ

ｔ

柱
※部

セパレーター

※部詳細垂直スリット

壁スリット部分

耐火タイプを使用する。

D13@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

非耐力壁とｽﾗﾌﾞとの取合配筋要領

1,300

L2 L2

壁

2-D13 ｽﾗﾌﾞ

(1)上階に壁のない場合

ｽﾗﾌﾞ

壁

2-D13
D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ) D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)

(2)壁が上下で連続している場合

2-D13
壁

ｽﾗﾌﾞ

D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)

(3)下階に壁がない場合

KW25

250

125 125

3
,
6
2
0

1階　8-D19

2～4階　4-D19

KW20

4,400

5
,
4
1
4

200

75125

2
0
0

1
0
0

1
0
0

1
5
0

KW20

1階　14-D16

1階　14-D16

2～4階　4-D19

1階　8-D19

7
5

7
5

W15

200

100 100

1
,
0
0
0

Y1

X7

D10@200

1-D13

D10@200

15
0

1-D13

D10@200

1-D13

D10@200

2-D13

260

1
7
3
～
1
7
7

2,212.5

KW20

200

内部階段（両端支持式)　　配筋図 1:30

8
7
0

150

150

X5

2　耐震壁の鉄筋の継手及び定着長さはL1とし、一般壁はL2とする

3　開口部が柱、梁に接する部分、及び最大開口径が300以下で鉄筋を

　　ゆるやかに曲げる事により、開口部をさけて配筋できる場合は補強を

　　　要しない

4　目地がある時、上図のように補強する

1　ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋の巾止め筋は、縦横共1-D10-@1000以内とする

(注)特記なき限り下記による

開口補強筋について軸組図に記入なき限り下記による

X5通りY4-Y5間壁増打配筋図　1:30

5-D13

D10@200

1
7
5

2
0
0

150

230

8
0
0

1
2
5

D10@200

D10@200

D10@200

1-D13
D10@200

2-D13

1-D13
▼RFL

G1

800

Y1

HS2、ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ配筋図　1:30

CS1
G1

1
7
5

2
0
0

▼4FL

800

Y1

1-D13

1-D13

1
5
0

3
0

4階CS1配筋図　1:30

D13@200

150

木
村

綜企画・倉敷構造設計共同体

壁リスト

200

構造設計一級建築士 第4087号

一級建築士 第243674号

木村　誠司

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D16@200

各階　35

2
5

各
階

　
3
0

1～4階　8-D16
1～4階　8-D16

2～4階　12-D16

2～4階　12-D16

S-034

D13@200

KW20a

階段壁配筋図　　1:30

75 75

8
0
5

1
5
0

1
9
4

150 200

1
5
0
2
0
0

150

1
5
0
5
0

5
0

125125A.B　2-M16(L=250)

BPL-12

H-194X150X6X9

SHB

HTB,2-M20
GPL-6

吊材

H-150X75X5X7
SHB

1
0
0

5
0

100 100

5
0

A.B　2-M16(L=250)
BPL-12

GPL-6
HTB,2-M16

PL-6

W15

W15

昇降口開口部耐風梁　　1:30

ﾓﾙﾀﾙ充填

HS2
D10@200

D13@2002-D13

1,095

D10@200

2-D13

1,095

W20,KW20,KW20a

2,340
Y1

▼3FL

▼2FL

3
,
9
0
0

B2

B1

1
5
0
1
0
0

1
5
0
1
0
0

700

150

HS3a

HS3a

1
0
0

6
0
0

6
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ＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡ ＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡ ＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡ ＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡ ＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡ ＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡFB3FB3FB3FB3FB3FB3FB3

FG3FG3FG3FG3FG3FG3FG3

FC
G2

FC
G2

FC
G2

FC
G2

FC
G2

FC
G2

FC
G2

FG3a
FG3a
FG3a
FG3a
FG3a
FG3a
FG3a

FC
G2

FC
G2

FC
G2

FC
G2

FC
G2

FC
G2

FC
G2

FB
6

FB
6

FB
6

FB
6

FB
6

FB
6

FB
6

FB7
FB7
FB7
FB7
FB7
FB7
FB7

FB
7

FB
7

FB
7

FB
7

FB
7

FB
7

FB
7

FCG1
FCG1
FCG1
FCG1
FCG1
FCG1
FCG1

FG
2a

FG
2a

FG
2a

FG
2a

FG
2a

FG
2a

FG
2a

排
水
100φ

排
水
100φ

排
水
100φ

排
水
100φ

排
水
100φ

排
水
100φ

排
水
100φ

FG3a
FG3a
FG3a
FG3a
FG3a
FG3a
FG3a

1,
19
0

1,
19
0

1,
19
0

1,
19
0

1,
19
0

1,
19
0

1,
19
0

41
0

41
0

41
0

41
0

41
0

41
0

41
0

1,
19
0

1,
19
0

1,
19
0

1,
19
0

1,
19
0

1,
19
0

1,
19
0

梁符号梁符号梁符号梁符号梁符号梁符号梁符号 100φ100φ100φ100φ100φ100φ100φ 125φ125φ125φ125φ125φ125φ125φ

ＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡ ＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡ ＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡＭＡFG1FG1FG1FG1FG1FG1FG1

150φ150φ150φ150φ150φ150φ150φ

梁符号別補強筋ﾀｲﾌﾟ表（補強筋のﾀｲﾌﾟはｽｰﾊﾟｰﾊﾘｰ標準図による)梁符号別補強筋ﾀｲﾌﾟ表（補強筋のﾀｲﾌﾟはｽｰﾊﾟｰﾊﾘｰ標準図による)梁符号別補強筋ﾀｲﾌﾟ表（補強筋のﾀｲﾌﾟはｽｰﾊﾟｰﾊﾘｰ標準図による)梁符号別補強筋ﾀｲﾌﾟ表（補強筋のﾀｲﾌﾟはｽｰﾊﾟｰﾊﾘｰ標準図による)梁符号別補強筋ﾀｲﾌﾟ表（補強筋のﾀｲﾌﾟはｽｰﾊﾟｰﾊﾘｰ標準図による)梁符号別補強筋ﾀｲﾌﾟ表（補強筋のﾀｲﾌﾟはｽｰﾊﾟｰﾊﾘｰ標準図による)梁符号別補強筋ﾀｲﾌﾟ表（補強筋のﾀｲﾌﾟはｽｰﾊﾟｰﾊﾘｰ標準図による)
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１．３　隣り合う継手の位置１．３　隣り合う継手の位置１．３　隣り合う継手の位置１．３　隣り合う継手の位置１．３　隣り合う継手の位置１．３　隣り合う継手の位置１．３　隣り合う継手の位置

３．２　帯　　　筋３．２　帯　　　筋３．２　帯　　　筋３．２　帯　　　筋３．２　帯　　　筋３．２　帯　　　筋３．２　帯　　　筋

§３　柱§３　柱§３　柱§３　柱§３　柱§３　柱§３　柱

３．１　柱筋の継手及び定着３．１　柱筋の継手及び定着３．１　柱筋の継手及び定着３．１　柱筋の継手及び定着３．１　柱筋の継手及び定着３．１　柱筋の継手及び定着３．１　柱筋の継手及び定着

１．４　鉄筋の定着１．４　鉄筋の定着１．４　鉄筋の定着１．４　鉄筋の定着１．４　鉄筋の定着１．４　鉄筋の定着１．４　鉄筋の定着 ２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）２．３．３　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合（耐圧スラブが付く場合は、２.３.４による）

（３）重ね継手は、次による。（３）重ね継手は、次による。（３）重ね継手は、次による。（３）重ね継手は、次による。（３）重ね継手は、次による。（３）重ね継手は、次による。（３）重ね継手は、次による。

２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下記表による。

　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。　　　なお、先組込み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。 ３．２．１　帯　　　筋３．２．１　帯　　　筋３．２．１　帯　　　筋３．２．１　帯　　　筋３．２．１　帯　　　筋３．２．１　帯　　　筋３．２．１　帯　　　筋

３．１．１　一般事項３．１．１　一般事項３．１．１　一般事項３．１．１　一般事項３．１．１　一般事項３．１．１　一般事項３．１．１　一般事項

（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。（４）上下の柱断面寸法が異なる場合は、帯筋は、一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。

（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（１）帯筋の種類及び間隔は、特記による。

（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。（２）帯筋組立の形は、特記がなければ、下記による。

（３）フック及び継手の位置は、交互とする。（３）フック及び継手の位置は、交互とする。（３）フック及び継手の位置は、交互とする。（３）フック及び継手の位置は、交互とする。（３）フック及び継手の位置は、交互とする。（３）フック及び継手の位置は、交互とする。（３）フック及び継手の位置は、交互とする。

１．４．１　鉄筋の定着の長さ１．４．１　鉄筋の定着の長さ１．４．１　鉄筋の定着の長さ１．４．１　鉄筋の定着の長さ１．４．１　鉄筋の定着の長さ１．４．１　鉄筋の定着の長さ１．４．１　鉄筋の定着の長さ

　の場合は５０ｄ)と下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。　の場合は５０ｄ)と下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。　の場合は５０ｄ)と下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。　の場合は５０ｄ)と下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。　の場合は５０ｄ)と下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。　の場合は５０ｄ)と下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。　の場合は５０ｄ)と下記表の重ね継手長さのうち大きい値とする。

（１）継手中心位置は、梁上端から500㎜以上（１）継手中心位置は、梁上端から500㎜以上（１）継手中心位置は、梁上端から500㎜以上（１）継手中心位置は、梁上端から500㎜以上（１）継手中心位置は、梁上端から500㎜以上（１）継手中心位置は、梁上端から500㎜以上（１）継手中心位置は、梁上端から500㎜以上

（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、（２）柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、

　　構造計算等により必要長さの確認を行うも　　構造計算等により必要長さの確認を行うも　　構造計算等により必要長さの確認を行うも　　構造計算等により必要長さの確認を行うも　　構造計算等により必要長さの確認を行うも　　構造計算等により必要長さの確認を行うも　　構造計算等により必要長さの確認を行うも

　　のとする。　　のとする。　　のとする。　　のとする。　　のとする。　　のとする。　　のとする。

　　1,500㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱　　1,500㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱　　1,500㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱　　1,500㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱　　1,500㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱　　1,500㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱　　1,500㎜以下、かつ３ｈｏ／４（ｈｏは柱

　　の内法高さ）以下とする。　　の内法高さ）以下とする。　　の内法高さ）以下とする。　　の内法高さ）以下とする。　　の内法高さ）以下とする。　　の内法高さ）以下とする。　　の内法高さ）以下とする。

　　考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。　　考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。　　考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。　　考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。　　考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。　　考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。　　考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。

（３）柱頭柱主筋は、梁上端主筋との取合いを（３）柱頭柱主筋は、梁上端主筋との取合いを（３）柱頭柱主筋は、梁上端主筋との取合いを（３）柱頭柱主筋は、梁上端主筋との取合いを（３）柱頭柱主筋は、梁上端主筋との取合いを（３）柱頭柱主筋は、梁上端主筋との取合いを（３）柱頭柱主筋は、梁上端主筋との取合いを

折 曲 げ 図折 曲 げ 図折 曲 げ 図折 曲 げ 図折 曲 げ 図折 曲 げ 図折 曲 げ 図

その他の鉄筋その他の鉄筋その他の鉄筋その他の鉄筋その他の鉄筋その他の鉄筋その他の鉄筋

折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)

３ｄ３ｄ３ｄ３ｄ３ｄ３ｄ３ｄ

以上以上以上以上以上以上以上

４ｄ４ｄ４ｄ４ｄ４ｄ４ｄ４ｄ

以上以上以上以上以上以上以上

５ｄ５ｄ５ｄ５ｄ５ｄ５ｄ５ｄ

以上以上以上以上以上以上以上
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機
械
式
継
手

フックありの場合フックありの場合フックありの場合フックありの場合フックありの場合フックありの場合フックありの場合

フックなしの場合フックなしの場合フックなしの場合フックなしの場合フックなしの場合フックなしの場合フックなしの場合
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手
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手
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手
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手

重
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重
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重
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重
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重
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鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の

継手継手継手継手継手継手継手 定着定着定着定着定着定着定着

４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上

(５ｄ以上)(５ｄ以上)(５ｄ以上)(５ｄ以上)(５ｄ以上)(５ｄ以上)(５ｄ以上)

６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上

(６ｄ以上)(６ｄ以上)(６ｄ以上)(６ｄ以上)(６ｄ以上)(６ｄ以上)(６ｄ以上)

８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上

(８ｄ以上)(８ｄ以上)(８ｄ以上)(８ｄ以上)(８ｄ以上)(８ｄ以上)(８ｄ以上)

柱・梁の主筋及び杭基礎の柱・梁の主筋及び杭基礎の柱・梁の主筋及び杭基礎の柱・梁の主筋及び杭基礎の柱・梁の主筋及び杭基礎の柱・梁の主筋及び杭基礎の柱・梁の主筋及び杭基礎の
ベース筋並びにＤ１６以上ベース筋並びにＤ１６以上ベース筋並びにＤ１６以上ベース筋並びにＤ１６以上ベース筋並びにＤ１６以上ベース筋並びにＤ１６以上ベース筋並びにＤ１６以上
の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋

ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋ル筋、Ｄ１３以下の鉄筋
あばら筋、帯筋、スパイラあばら筋、帯筋、スパイラあばら筋、帯筋、スパイラあばら筋、帯筋、スパイラあばら筋、帯筋、スパイラあばら筋、帯筋、スパイラあばら筋、帯筋、スパイラ

Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋

幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下

使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所

135°135°135°135°135°135°135°

及び及び及び及び及び及び及び

90°90°90°90°90°90°90°

90°90°90°90°90°90°90°

135°135°135°135°135°135°135°

180°180°180°180°180°180°180°

90°90°90°90°90°90°90°

以下以下以下以下以下以下以下

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの
設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度
Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別

折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ
角　度角　度角　度角　度角　度角　度角　度

　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。　　　４．ＳＤ３９０は、（　）内を適用する。

（注）１．Ｄは、曲げ内法直径（注）１．Ｄは、曲げ内法直径（注）１．Ｄは、曲げ内法直径（注）１．Ｄは、曲げ内法直径（注）１．Ｄは、曲げ内法直径（注）１．Ｄは、曲げ内法直径（注）１．Ｄは、曲げ内法直径

　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値

　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。　　　３．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。

（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。　　　２．フックありの場合のＬ1hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。（注）１．隣り合う継手の位置は１．３の表による。

　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び　　　２．柱の四隅にある主筋で，重ね継手に場合及び

　　　　最上階の柱頭にある場合はフックを付ける。　　　　最上階の柱頭にある場合はフックを付ける。　　　　最上階の柱頭にある場合はフックを付ける。　　　　最上階の柱頭にある場合はフックを付ける。　　　　最上階の柱頭にある場合はフックを付ける。　　　　最上階の柱頭にある場合はフックを付ける。　　　　最上階の柱頭にある場合はフックを付ける。
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カップラーカップラーカップラーカップラーカップラーカップラーカップラー

bbbbbbb

ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上ａは、400mm以上、かつ、(b+40)mm以上

ａ＝０．５Ｌ1ａ＝０．５Ｌ1ａ＝０．５Ｌ1ａ＝０．５Ｌ1ａ＝０．５Ｌ1ａ＝０．５Ｌ1ａ＝０．５Ｌ1 ａ≧０．５Ｌ1ａ≧０．５Ｌ1ａ≧０．５Ｌ1ａ≧０．５Ｌ1ａ≧０．５Ｌ1ａ≧０．５Ｌ1ａ≧０．５Ｌ1

ａ≧４００ｍｍａ≧４００ｍｍａ≧４００ｍｍａ≧４００ｍｍａ≧４００ｍｍａ≧４００ｍｍａ≧４００ｍｍａａａａａａａ

圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4
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Ｌ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h

Ｌ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h
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ａ＝０．５Ｌ1hａ＝０．５Ｌ1hａ＝０．５Ｌ1hａ＝０．５Ｌ1hａ＝０．５Ｌ1hａ＝０．５Ｌ1hａ＝０．５Ｌ1h ａ≧０．５Ｌ1hａ≧０．５Ｌ1hａ≧０．５Ｌ1hａ≧０．５Ｌ1hａ≧０．５Ｌ1hａ≧０．５Ｌ1hａ≧０．５Ｌ1h

ａａａａａａａＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h Ｌ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

ａａａａａａａ ａａａａａａａＬ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1 Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合

下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋

が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合

上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋
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２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2
Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

余長余長余長余長余長余長余長

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※ １５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長) 継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ １５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長) Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※
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≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm ≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm≧１５０mm

１．４．２　定着の方法１．４．２　定着の方法１．４．２　定着の方法１．４．２　定着の方法１．４．２　定着の方法１．４．２　定着の方法１．４．２　定着の方法

（１）定着の方法は下図による。（１）定着の方法は下図による。（１）定着の方法は下図による。（１）定着の方法は下図による。（１）定着の方法は下図による。（１）定着の方法は下図による。（１）定着の方法は下図による。

（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場（２）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、１.４.１のフックあり定着の長さを確保できない場

（イ）直線定着（イ）直線定着（イ）直線定着（イ）直線定着（イ）直線定着（イ）直線定着（イ）直線定着

フックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなし 梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

フックありフックありフックありフックありフックありフックありフックあり 梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ
（ロ）折曲げ定着（ロ）折曲げ定着（ロ）折曲げ定着（ロ）折曲げ定着（ロ）折曲げ定着（ロ）折曲げ定着（ロ）折曲げ定着

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

ＬaＬaＬaＬaＬaＬaＬa ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb

ｌｌｌｌｌｌｌ

小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

余
長
余
長
余
長
余
長
余
長
余
長
余
長

Ｌa(ただし、柱せＬa(ただし、柱せＬa(ただし、柱せＬa(ただし、柱せＬa(ただし、柱せＬa(ただし、柱せＬa(ただし、柱せ
いの３/４倍以上)いの３/４倍以上)いの３/４倍以上)いの３/４倍以上)いの３/４倍以上)いの３/４倍以上)いの３/４倍以上)

余
長
余
長
余
長
余
長
余
長
余
長
余
長

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb

ＬＬＬＬＬＬＬ

Ｌ1,Ｌ2又はＬ3Ｌ1,Ｌ2又はＬ3Ｌ1,Ｌ2又はＬ3Ｌ1,Ｌ2又はＬ3Ｌ1,Ｌ2又はＬ3Ｌ1,Ｌ2又はＬ3Ｌ1,Ｌ2又はＬ3

Ｌ1h,Ｌ2h又はＬ3hＬ1h,Ｌ2h又はＬ3hＬ1h,Ｌ2h又はＬ3hＬ1h,Ｌ2h又はＬ3hＬ1h,Ｌ2h又はＬ3hＬ1h,Ｌ2h又はＬ3hＬ1h,Ｌ2h又はＬ3h

▽▽▽▽▽▽▽
定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点

ＬＬＬＬＬＬＬ

▽▽▽▽▽▽▽
定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点

１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔１．５　鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔

１．４．３　溶接金網の継手及び定着１．４．３　溶接金網の継手及び定着１．４．３　溶接金網の継手及び定着１．４．３　溶接金網の継手及び定着１．４．３　溶接金網の継手及び定着１．４．３　溶接金網の継手及び定着１．４．３　溶接金網の継手及び定着

（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下記表による。

１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ１．５．1　鉄筋の最小かぶり厚さ

（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。（２）貫通孔に接する鉄筋かぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。

（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さ（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さ（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さ（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さ（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さ（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さ（３）柱、梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上として最小かぶり厚さ

　　を定める。　　を定める。　　を定める。　　を定める。　　を定める。　　を定める。　　を定める。

1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、
150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋
1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、1節半以上、かつ、
150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手

鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月（１）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月

　　31日　建設省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。　　31日　建設省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。　　31日　建設省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。　　31日　建設省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。　　31日　建設省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。　　31日　建設省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。　　31日　建設省告示第1463号)に適合する機械式継手）とし、適用は特記による。

１）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ４０ｄ(軽量コンクリート１）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ４０ｄ(軽量コンクリート１）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ４０ｄ(軽量コンクリート１）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ４０ｄ(軽量コンクリート１）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ４０ｄ(軽量コンクリート１）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ４０ｄ(軽量コンクリート１）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ４０ｄ(軽量コンクリート

Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの
設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度

１８１８１８１８１８１８１８

２１２１２１２１２１２１２１

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

１８１８１８１８１８１８１８

２１２１２１２１２１２１２１

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

２１２１２１２１２１２１２１

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の
種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別

構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別

屋　　内屋　　内屋　　内屋　　内屋　　内屋　　内屋　　内

屋　　外屋　　外屋　　外屋　　外屋　　外屋　　外屋　　外

柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁

耐　力　壁耐　力　壁耐　力　壁耐　力　壁耐　力　壁耐　力　壁耐　力　壁

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし

２０２０２０２０２０２０２０

最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ

３０３０３０３０３０３０３０

３０３０３０３０３０３０３０

３０３０３０３０３０３０３０

３０３０３０３０３０３０３０

４０４０４０４０４０４０４０

*４０*４０*４０*４０*４０*４０*４０

４０４０４０４０４０４０４０

*６０*６０*６０*６０*６０*６０*６０

６０６０６０６０６０６０６０

土　に　接　し土　に　接　し土　に　接　し土　に　接　し土　に　接　し土　に　接　し土　に　接　し

な　い　部　分な　い　部　分な　い　部　分な　い　部　分な　い　部　分な　い　部　分な　い　部　分

煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分煙　突　等　高　熱　を　受　け　る　部　分

擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ

柱　、　梁　、　スラブ　、　壁柱　、　梁　、　スラブ　、　壁柱　、　梁　、　スラブ　、　壁柱　、　梁　、　スラブ　、　壁柱　、　梁　、　スラブ　、　壁柱　、　梁　、　スラブ　、　壁柱　、　梁　、　スラブ　、　壁

基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブ基礎　、　擁　壁　、　耐　圧　ス　ラ　ブる　　部　　分る　　部　　分る　　部　　分る　　部　　分る　　部　　分る　　部　　分る　　部　　分

仕　上　げ　あ　り仕　上　げ　あ　り仕　上　げ　あ　り仕　上　げ　あ　り仕　上　げ　あ　り仕　上　げ　あ　り仕　上　げ　あ　り

仕　上　げ　な　し仕　上　げ　な　し仕　上　げ　な　し仕　上　げ　な　し仕　上　げ　な　し仕　上　げ　な　し仕　上　げ　な　し以　外　の　壁以　外　の　壁以　外　の　壁以　外　の　壁以　外　の　壁以　外　の　壁以　外　の　壁

スラブ・耐力壁スラブ・耐力壁スラブ・耐力壁スラブ・耐力壁スラブ・耐力壁スラブ・耐力壁スラブ・耐力壁

土　に　接　す土　に　接　す土　に　接　す土　に　接　す土　に　接　す土　に　接　す土　に　接　す

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

１８１８１８１８１８１８１８

２１２１２１２１２１２１２１

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

１８１８１８１８１８１８１８

２１２１２１２１２１２１２１

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

２１２１２１２１２１２１２１

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ

４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ

４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

Ｌ1(フックなし)Ｌ1(フックなし)Ｌ1(フックなし)Ｌ1(フックなし)Ｌ1(フックなし)Ｌ1(フックなし)Ｌ1(フックなし) Ｌ1h(フックあり)Ｌ1h(フックあり)Ｌ1h(フックあり)Ｌ1h(フックあり)Ｌ1h(フックあり)Ｌ1h(フックあり)Ｌ1h(フックあり)

lllllll

フックありの場合の重ね継手長さフックありの場合の重ね継手長さフックありの場合の重ね継手長さフックありの場合の重ね継手長さフックありの場合の重ね継手長さフックありの場合の重ね継手長さフックありの場合の重ね継手長さ

Ｌ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h

１．５．２　鉄筋の間隔１．５．２　鉄筋の間隔１．５．２　鉄筋の間隔１．５．２　鉄筋の間隔１．５．２　鉄筋の間隔１．５．２　鉄筋の間隔１．５．２　鉄筋の間隔

１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

２）２５ｍｍ２）２５ｍｍ２）２５ｍｍ２）２５ｍｍ２）２５ｍｍ２）２５ｍｍ２）２５ｍｍ

３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の１.５倍

４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との４）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨との

　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　　あきは上記（１）～（３）のうち最大のもの以上とする。　

（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。（１）鉄筋相互のあきは、下記の値のうち最大のもの以上とする。

異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋

（注）Ｄ：鉄筋の最大外径（注）Ｄ：鉄筋の最大外径（注）Ｄ：鉄筋の最大外径（注）Ｄ：鉄筋の最大外径（注）Ｄ：鉄筋の最大外径（注）Ｄ：鉄筋の最大外径（注）Ｄ：鉄筋の最大外径

間 隔間 隔間 隔間 隔間 隔間 隔間 隔

ＤＤＤＤＤＤＤ ＤＤＤＤＤＤＤあきあきあきあきあきあきあき

２．１　基礎の配筋２．１　基礎の配筋２．１　基礎の配筋２．１　基礎の配筋２．１　基礎の配筋２．１　基礎の配筋２．１　基礎の配筋

§２　基礎及び基礎梁の配筋§２　基礎及び基礎梁の配筋§２　基礎及び基礎梁の配筋§２　基礎及び基礎梁の配筋§２　基礎及び基礎梁の配筋§２　基礎及び基礎梁の配筋§２　基礎及び基礎梁の配筋

２．２　基礎接合部の補強２．２　基礎接合部の補強２．２　基礎接合部の補強２．２　基礎接合部の補強２．２　基礎接合部の補強２．２　基礎接合部の補強２．２　基礎接合部の補強

２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長２．３　基礎梁筋の継手、定着及び余長

２．１．１　一般事項２．１．１　一般事項２．１．１　一般事項２．１．１　一般事項２．１．１　一般事項２．１．１　一般事項２．１．１　一般事項

２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法２．１．２　基礎の配筋及び杭頭補強の方法

（１）杭基礎の場合（１）杭基礎の場合（１）杭基礎の場合（１）杭基礎の場合（１）杭基礎の場合（１）杭基礎の場合（１）杭基礎の場合

（２）直接基礎の場合（２）直接基礎の場合（２）直接基礎の場合（２）直接基礎の場合（２）直接基礎の場合（２）直接基礎の場合（２）直接基礎の場合

２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合２．３．２　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合

（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。（１）杭基礎のはかま筋は縦筋、横筋ともＤ１３－３００＠を標準とする。

（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。（２）地業の種別及び厚さは特記する。ただし捨コンクリート厚さ５０㎜、砂利地業厚さ６０㎜を標準とする。

２．３．１　一般事項２．３．１　一般事項２．３．１　一般事項２．３．１　一般事項２．３．１　一般事項２．３．１　一般事項２．３．１　一般事項

（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。（１）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、４.１.１(3)による。

（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。（３）継手中心位置は図２.３.２の斜線部分とする。

Ａ形，Ｂ形ともＡ形，Ｂ形ともＡ形，Ｂ形ともＡ形，Ｂ形ともＡ形，Ｂ形ともＡ形，Ｂ形ともＡ形，Ｂ形とも(((((((平面平面平面平面平面平面平面)))))))

＜Ａ形＞＜Ａ形＞＜Ａ形＞＜Ａ形＞＜Ａ形＞＜Ａ形＞＜Ａ形＞ ＜Ｂ形＞＜Ｂ形＞＜Ｂ形＞＜Ｂ形＞＜Ｂ形＞＜Ｂ形＞＜Ｂ形＞

ＤＤＤＤＤＤＤ
ＤＤＤＤＤＤＤ

＜独立基礎＞＜独立基礎＞＜独立基礎＞＜独立基礎＞＜独立基礎＞＜独立基礎＞＜独立基礎＞ ＜連続基礎＞＜連続基礎＞＜連続基礎＞＜連続基礎＞＜連続基礎＞＜連続基礎＞＜連続基礎＞

図２．３．１図２．３．１図２．３．１図２．３．１図２．３．１図２．３．１図２．３．１

０＜Ｄ≦２０００＜Ｄ≦２０００＜Ｄ≦２０００＜Ｄ≦２０００＜Ｄ≦２０００＜Ｄ≦２０００＜Ｄ≦２００ ２００＜Ｄ≦１０００２００＜Ｄ≦１０００２００＜Ｄ≦１０００２００＜Ｄ≦１０００２００＜Ｄ≦１０００２００＜Ｄ≦１０００２００＜Ｄ≦１０００

独立基礎で基礎梁にスラブが独立基礎で基礎梁にスラブが独立基礎で基礎梁にスラブが独立基礎で基礎梁にスラブが独立基礎で基礎梁にスラブが独立基礎で基礎梁にスラブが独立基礎で基礎梁にスラブが 連続基礎及びべた基礎連続基礎及びべた基礎連続基礎及びべた基礎連続基礎及びべた基礎連続基礎及びべた基礎連続基礎及びべた基礎連続基礎及びべた基礎
つかない場合つかない場合つかない場合つかない場合つかない場合つかない場合つかない場合

基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋
と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔

※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。
　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。
　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。
（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。

基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋
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基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋

100100100100100100100

杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径

杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径

杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径

基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋

▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄＡＡＡＡＡＡＡ

連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋

基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅 梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅

Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※Ｌ2h※

１.５倍１.５倍１.５倍１.５倍１.５倍１.５倍１.５倍
杭径の杭径の杭径の杭径の杭径の杭径の杭径の

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ

Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2

lololololololo

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

lololololololo

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2

柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

lololololololo

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

≧１００≧１００≧１００≧１００≧１００≧１００≧１００

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※ Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ １５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長) Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横

中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋

Ｄ１３＠２００縦横Ｄ１３＠２００縦横Ｄ１３＠２００縦横Ｄ１３＠２００縦横Ｄ１３＠２００縦横Ｄ１３＠２００縦横Ｄ１３＠２００縦横

Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横

底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋

基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋

　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠　　　　　●帯筋…Ｄ１０－１００＠
　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13　　　　　　〃　450φ～600φ…8-D13
　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13　　　　　　〃　350φ～400φ…6-D13
　　　　　●杭径300φ以下……4-D13　　　　　●杭径300φ以下……4-D13　　　　　●杭径300φ以下……4-D13　　　　　●杭径300φ以下……4-D13　　　　　●杭径300φ以下……4-D13　　　　　●杭径300φ以下……4-D13　　　　　●杭径300φ以下……4-D13
（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。（注）１．中詰めコンクリート補強筋は，下記による。

　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。　　　２．中詰めコンクリート補強筋にはフックをつけない。

Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合Ｈ＜Ｄの範囲で杭が下がった場合

基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋

腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい

はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋

連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋

はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋

３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６

３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６３－Ｄ１６

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。

　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。
　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。
　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。
　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）を除く。　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）を除く。　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）を除く。　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）を除く。　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）を除く。　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）を除く。　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）を除く。

２．４　基礎梁のあばら筋２．４　基礎梁のあばら筋２．４　基礎梁のあばら筋２．４　基礎梁のあばら筋２．４　基礎梁のあばら筋２．４　基礎梁のあばら筋２．４　基礎梁のあばら筋

２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合２．３．４　連続基礎及びべた基礎の場合

（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。（１）あばら筋組立の形及びフックの位置は、４.２.２による。

（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。（２）梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、下図によることができる。

一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合 重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合

　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。
　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。
　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。
（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ
ｄｄｄｄｄｄｄ

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

lololololololo

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ １５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

余長余長余長余長余長余長余長

　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。
　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　印は、継手及び余長位置を示す。
（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。（注）１．図示のない事項は、４．１による。

（１）鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。（１）鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。（１）鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。（１）鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。（１）鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。（１）鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。（１）鉄筋の定着の長さは、下記表により、適用は特記による。

（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ

５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ５０ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ

４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

２１２１２１２１２１２１２１

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

２１２１２１２１２１２１２１

１８１８１８１８１８１８１８

４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ

４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ４５ｄ

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６

２１２１２１２１２１２１２１

１８１８１８１８１８１８１８

Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)Ｆｃ(Ｎ/mm2)
設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

Ｌ3hＬ3hＬ3hＬ3hＬ3hＬ3hＬ3h
Ｌ2hＬ2hＬ2hＬ2hＬ2hＬ2hＬ2hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3
Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

フックありフックありフックありフックありフックありフックありフックありフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの

小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ

２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７

鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ１０ｄ

以上以上以上以上以上以上以上

かつかつかつかつかつかつかつ

１５０mm１５０mm１５０mm１５０mm１５０mm１５０mm１５０mm

　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。　　　５．フックあり定着の場合は、１.４.２に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。
　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）

全長全長全長全長全長全長全長

全長全長全長全長全長全長全長

　　合は、全長を１.４.１に示す直線定着の長さ以上とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影　　合は、全長を１.４.１に示す直線定着の長さ以上とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影　　合は、全長を１.４.１に示す直線定着の長さ以上とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影　　合は、全長を１.４.１に示す直線定着の長さ以上とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影　　合は、全長を１.４.１に示す直線定着の長さ以上とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影　　合は、全長を１.４.１に示す直線定着の長さ以上とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影　　合は、全長を１.４.１に示す直線定着の長さ以上とし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影

　　定着長さを下記表に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては原則として柱せいの３/４倍以上)をのみ　　定着長さを下記表に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては原則として柱せいの３/４倍以上)をのみ　　定着長さを下記表に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては原則として柱せいの３/４倍以上)をのみ　　定着長さを下記表に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては原則として柱せいの３/４倍以上)をのみ　　定着長さを下記表に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては原則として柱せいの３/４倍以上)をのみ　　定着長さを下記表に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては原則として柱せいの３/４倍以上)をのみ　　定着長さを下記表に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては原則として柱せいの３/４倍以上)をのみ

　　込ませる。　　込ませる。　　込ませる。　　込ませる。　　込ませる。　　込ませる。　　込ませる。

（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ1は１.４.２に、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１による。（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ1は１.４.２に、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１による。（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ1は１.４.２に、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１による。（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ1は１.４.２に、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１による。（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ1は１.４.２に、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１による。（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ1は１.４.２に、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１による。（１）溶接金網の継手及び定着は下図による。なお、Ｌ1は１.４.２に、Ｌ2及びＬ3は、１.４.１による。

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1 Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合 壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合

　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.３.１による。　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.３.１による。　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.３.１による。　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.３.１による。　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.３.１による。　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.３.１による。　　ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図２.３.１による。

　　[溶接施工]格者に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。　　[溶接施工]格者に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。　　[溶接施工]格者に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。　　[溶接施工]格者に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。　　[溶接施工]格者に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。　　[溶接施工]格者に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。　　[溶接施工]格者に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。

（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立](４)及び７.６.７（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立](４)及び７.６.７（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立](４)及び７.６.７（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立](４)及び７.６.７（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立](４)及び７.６.７（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立](４)及び７.６.７（２）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)７.６.５[部材の組立](４)及び７.６.７

SD295　SD345SD295　SD345SD295　SD345SD295　SD345SD295　SD345SD295　SD345SD295　SD345

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

図２．３．２図２．３．２図２．３．２図２．３．２図２．３．２図２．３．２図２．３．２

　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（１）隣合う継手の位置は下記表による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。（１）隣合う継手の位置は下記表による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。（１）隣合う継手の位置は下記表による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。（１）隣合う継手の位置は下記表による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。（１）隣合う継手の位置は下記表による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。（１）隣合う継手の位置は下記表による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。（１）隣合う継手の位置は下記表による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

RC構造配筋標準図_RC-1(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-1(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-1(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-1(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-1(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-1(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-1(260601改定)

倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか

建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事

一級建築士 第370761号一級建築士 第370761号一級建築士 第370761号一級建築士 第370761号一級建築士 第370761号一級建築士 第370761号一級建築士 第370761号
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－１鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－１鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－１鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－１鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－１鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－１鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－１
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４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋４．２　あばら筋，腹筋及び幅止め筋

４.３　増築予定がある場合４.３　増築予定がある場合４.３　増築予定がある場合４.３　増築予定がある場合４.３　増築予定がある場合４.３　増築予定がある場合４.３　増築予定がある場合

５.１　壁筋の継手及び定着５.１　壁筋の継手及び定着５.１　壁筋の継手及び定着５.１　壁筋の継手及び定着５.１　壁筋の継手及び定着５.１　壁筋の継手及び定着５.１　壁筋の継手及び定着

§５　壁§５　壁§５　壁§５　壁§５　壁§５　壁§５　壁

５．４　壁開口部の補強５．４　壁開口部の補強５．４　壁開口部の補強５．４　壁開口部の補強５．４　壁開口部の補強５．４　壁開口部の補強５．４　壁開口部の補強

５．３　交差部及び端部の配筋５．３　交差部及び端部の配筋５．３　交差部及び端部の配筋５．３　交差部及び端部の配筋５．３　交差部及び端部の配筋５．３　交差部及び端部の配筋５．３　交差部及び端部の配筋

５．２　パラペットの配筋５．２　パラペットの配筋５．２　パラペットの配筋５．２　パラペットの配筋５．２　パラペットの配筋５．２　パラペットの配筋５．２　パラペットの配筋

§６　スラブの配筋§６　スラブの配筋§６　スラブの配筋§６　スラブの配筋§６　スラブの配筋§６　スラブの配筋§６　スラブの配筋

６．１　スラブ筋の継手及び定着６．１　スラブ筋の継手及び定着６．１　スラブ筋の継手及び定着６．１　スラブ筋の継手及び定着６．１　スラブ筋の継手及び定着６．１　スラブ筋の継手及び定着６．１　スラブ筋の継手及び定着

６．２　スラブの基準配筋６．２　スラブの基準配筋６．２　スラブの基準配筋６．２　スラブの基準配筋６．２　スラブの基準配筋６．２　スラブの基準配筋６．２　スラブの基準配筋

§４　梁§４　梁§４　梁§４　梁§４　梁§４　梁§４　梁

４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長４．１　大ばり筋の継手、定着及び余長

４.４　小梁及び片持ち梁４.４　小梁及び片持ち梁４.４　小梁及び片持ち梁４.４　小梁及び片持ち梁４.４　小梁及び片持ち梁４.４　小梁及び片持ち梁４.４　小梁及び片持ち梁

（５）スパイラル筋の継手及び定着（５）スパイラル筋の継手及び定着（５）スパイラル筋の継手及び定着（５）スパイラル筋の継手及び定着（５）スパイラル筋の継手及び定着（５）スパイラル筋の継手及び定着（５）スパイラル筋の継手及び定着

帯筋の割付帯筋の割付帯筋の割付帯筋の割付帯筋の割付帯筋の割付帯筋の割付

４．１．１　一般事項４．１．１　一般事項４．１．１　一般事項４．１．１　一般事項４．１．１　一般事項４．１．１　一般事項４．１．１　一般事項

　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内

（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、（２）梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし、

　　る場合は右図による。　　る場合は右図による。　　る場合は右図による。　　る場合は右図による。　　る場合は右図による。　　る場合は右図による。　　る場合は右図による。

（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。

　　　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　　　上端筋：曲げ降ろす。

　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着　　引き通すことのできない場合は、(3)により柱内に定着

　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す　　することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着す

（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。（４）段違いばりは、図４.１.１によることができる。

（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。

　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。　　　なお、定着の方法は、１.４.２による。

４．１．３　ハンチのある場合４．１．３　ハンチのある場合４．１．３　ハンチのある場合４．１．３　ハンチのある場合４．１．３　ハンチのある場合４．１．３　ハンチのある場合４．１．３　ハンチのある場合

（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（１）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。

４．２．１　一般事項４．２．１　一般事項４．２．１　一般事項４．２．１　一般事項４．２．１　一般事項４．２．１　一般事項４．２．１　一般事項

４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置４．２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。（２）増築取合せ部分の梁主筋は増築用梁まで延長することなく柱にアンカーする。

（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1（１）圧接の場合Ｌ＝１,０００、重ね継手の場合Ｌ＝Ｌ1+０.５Ｌ1

（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。

（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００＠程度とする。

（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。（３）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０㎜程度とする。

（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。（４）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特記がなければ、Ｌ2とする。

４.４.１　小梁４.４.１　小梁４.４.１　小梁４.４.１　小梁４.４.１　小梁４.４.１　小梁４.４.１　小梁

（２）先端に小梁がある場合（２）先端に小梁がある場合（２）先端に小梁がある場合（２）先端に小梁がある場合（２）先端に小梁がある場合（２）先端に小梁がある場合（２）先端に小梁がある場合

（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。（３）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。

（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。（１）壁配筋の重ね継手はＬ1、定着の長さはＬ2とする。

（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（４）下図のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。（１）壁開口部の補強は、Ａ形又はＢ形とし、特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁を除く。

（２）壁開口部補強筋の定着長さ（２）壁開口部補強筋の定着長さ（２）壁開口部補強筋の定着長さ（２）壁開口部補強筋の定着長さ（２）壁開口部補強筋の定着長さ（２）壁開口部補強筋の定着長さ（２）壁開口部補強筋の定着長さ

（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略（３）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略

　　することができる。　　することができる。　　することができる。　　することができる。　　することができる。　　することができる。　　することができる。

（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。（４）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。

（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。（１）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ1とする。

（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。（２）定着長さ及び受け筋は、１図による。ただし、引き通すことができない場合は、３図により梁内に定着する。

（３）継手中心位置は下記表による。（３）継手中心位置は下記表による。（３）継手中心位置は下記表による。（３）継手中心位置は下記表による。（３）継手中心位置は下記表による。（３）継手中心位置は下記表による。（３）継手中心位置は下記表による。

６．２．１　片持ちスラブ６．２．１　片持ちスラブ６．２．１　片持ちスラブ６．２．１　片持ちスラブ６．２．１　片持ちスラブ６．２．１　片持ちスラブ６．２．１　片持ちスラブ

（１）先端に壁がない場合（１）先端に壁がない場合（１）先端に壁がない場合（１）先端に壁がない場合（１）先端に壁がない場合（１）先端に壁がない場合（１）先端に壁がない場合

（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り（６）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ１＠又は１.５Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り

　　付くすべての梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　付くすべての梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　付くすべての梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　付くすべての梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　付くすべての梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　付くすべての梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　付くすべての梁を考慮して適用する。なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上

　　　　　　　　　　離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　　　　　　離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　　　　　　離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　　　　　　離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　　　　　　離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　　　　　　離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　　　　　　離し、lo/4を加えた範囲以内

（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。（５）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図４.１.２の●印）にある場合はフックを付ける。

吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋
より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同
径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと
する。する。する。する。する。する。する。

４．１．２　ハンチのない場合４．１．２　ハンチのない場合４．１．２　ハンチのない場合４．１．２　ハンチのない場合４．１．２　ハンチのない場合４．１．２　ハンチのない場合４．１．２　ハンチのない場合

　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内　　　　　上端筋 － 中央lo/2以内

　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内　　　　　下端筋 － 柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、lo/4を加えた範囲以内

（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。（１）継手中心位置は、下記による。

（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。（２）４.１.１(５)で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　ただし、基礎梁を除く。　　　ただし、基礎梁を除く。　　　ただし、基礎梁を除く。　　　ただし、基礎梁を除く。　　　ただし、基礎梁を除く。　　　ただし、基礎梁を除く。　　　ただし、基礎梁を除く。

（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）（１）形は、下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）

　　とすることができる。　　とすることができる。　　とすることができる。　　とすることができる。　　とすることができる。　　とすることができる。　　とすることができる。

（３）下図ハッチ部分はスタイロフォームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて（３）下図ハッチ部分はスタイロフォームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて（３）下図ハッチ部分はスタイロフォームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて（３）下図ハッチ部分はスタイロフォームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて（３）下図ハッチ部分はスタイロフォームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて（３）下図ハッチ部分はスタイロフォームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて（３）下図ハッチ部分はスタイロフォームを入れてコンクリートを打設又はラスモルタルとし現場の状況に応じて

（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とす（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とす（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とす（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とす（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とす（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とす（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とす

　　る。なお、（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。　　る。なお、（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。　　る。なお、（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。　　る。なお、（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。　　る。なお、（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。　　る。なお、（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。　　る。なお、（ハ）の場合は、スラブの付く側を９０°折曲げとする。

（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横共Ｄ１０－1,000＠程度とする。

　　　指示する。　　　指示する。　　　指示する。　　　指示する。　　　指示する。　　　指示する。　　　指示する。

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋

一般スラブの場合　３図一般スラブの場合　３図一般スラブの場合　３図一般スラブの場合　３図一般スラブの場合　３図一般スラブの場合　３図一般スラブの場合　３図

耐圧スラブの場合　２図耐圧スラブの場合　２図耐圧スラブの場合　２図耐圧スラブの場合　２図耐圧スラブの場合　２図耐圧スラブの場合　２図耐圧スラブの場合　２図１図１図１図１図１図１図１図

（２）梁の端部で間隔の異なる場合（２）梁の端部で間隔の異なる場合（２）梁の端部で間隔の異なる場合（２）梁の端部で間隔の異なる場合（２）梁の端部で間隔の異なる場合（２）梁の端部で間隔の異なる場合（２）梁の端部で間隔の異なる場合（１）連続小梁の場合（１）連続小梁の場合（１）連続小梁の場合（１）連続小梁の場合（１）連続小梁の場合（１）連続小梁の場合（１）連続小梁の場合

図４．１．１図４．１．１図４．１．１図４．１．１図４．１．１図４．１．１図４．１．１ 図４．１．２図４．１．２図４．１．２図４．１．２図４．１．２図４．１．２図４．１．２

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３ ２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

Ｂ　　形Ｂ　　形Ｂ　　形Ｂ　　形Ｂ　　形Ｂ　　形Ｂ　　形Ａ　　形Ａ　　形Ａ　　形Ａ　　形Ａ　　形Ａ　　形Ａ　　形

Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０

Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５

斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋

補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋
壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別

Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０Ｗ１８、Ｗ２０

Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５Ｗ１２、Ｗ１５

斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め

補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋

縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋
壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別

上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋

下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋

標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置

短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向

長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向

両 方 向 共両 方 向 共両 方 向 共両 方 向 共両 方 向 共両 方 向 共両 方 向 共

Ｂ　・　ＤＢ　・　ＤＢ　・　ＤＢ　・　ＤＢ　・　ＤＢ　・　ＤＢ　・　Ｄ

Ａ　・　ＢＡ　・　ＢＡ　・　ＢＡ　・　ＢＡ　・　ＢＡ　・　ＢＡ　・　Ｂ

Ａ・Ｃ・ＤＡ・Ｃ・ＤＡ・Ｃ・ＤＡ・Ｃ・ＤＡ・Ｃ・ＤＡ・Ｃ・ＤＡ・Ｃ・Ｄ

梁梁梁梁梁梁梁

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

ｌｌｌｌｌｌｌ

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３
先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋

Ｐ2＠Ｐ2＠Ｐ2＠Ｐ2＠Ｐ2＠Ｐ2＠Ｐ2＠

ddddddd

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d ddddddd

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

末端部末端部末端部末端部末端部末端部末端部
（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）

１.５巻以上１.５巻以上１.５巻以上１.５巻以上１.５巻以上１.５巻以上１.５巻以上
の添巻の添巻の添巻の添巻の添巻の添巻の添巻

ddddddd

50d50d50d50d50d50d50d

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

ddddddd

50d50d50d50d50d50d50d

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部
（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）

Ｐ1＠Ｐ1＠Ｐ1＠Ｐ1＠Ｐ1＠Ｐ1＠Ｐ1＠

ＤＤＤＤＤＤＤ ＤＤＤＤＤＤＤ

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4
lololololololo

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2
梁梁梁梁梁梁梁梁梁梁梁梁梁梁

柱柱柱柱柱柱柱

１.５Ｐ2＠１.５Ｐ2＠１.５Ｐ2＠１.５Ｐ2＠１.５Ｐ2＠１.５Ｐ2＠１.５Ｐ2＠

１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠

１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠１.５Ｐ1＠

二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋

二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋

（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）

≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）

≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ

（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）

≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ≧６ｄ

≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ

（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）

≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ≧８ｄ

スターラップスターラップスターラップスターラップスターラップスターラップスターラップ

フックをつける。フックをつける。フックをつける。フックをつける。フックをつける。フックをつける。フックをつける。

増築予定増築予定増築予定増築予定増築予定増築予定増築予定

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

ＬＬＬＬＬＬＬ

片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁

先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁

小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部 小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部

水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋
折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ

片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋
折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁

垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面

　　　　　　　　　　　　　　
（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）
先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁

Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠
≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠

Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠

≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠

≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠

柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁

主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置

梁梁梁梁梁梁梁

主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置

主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋
２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３
先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋
２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）

４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３ １－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

開口開口開口開口開口開口開口

ｌｙｌｙｌｙｌｙｌｙｌｙｌｙ
ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４

ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４

ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４ｌx／４

ｌx／２ｌx／２ｌx／２ｌx／２ｌx／２ｌx／２ｌx／２

ｌxｌxｌxｌxｌxｌxｌx

ＣＣＣＣＣＣＣ ＡＡＡＡＡＡＡ ＣＣＣＣＣＣＣ

ＤＤＤＤＤＤＤ

ＣＣＣＣＣＣＣＡＡＡＡＡＡＡ

ＢＢＢＢＢＢＢＤＤＤＤＤＤＤ

ＣＣＣＣＣＣＣ

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2
受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)

受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)

受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)

受け筋(D16)受け筋(D16)受け筋(D16)受け筋(D16)受け筋(D16)受け筋(D16)受け筋(D16)

（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。（注）※　Ｌ２hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋
２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

ｌ≦６００ｌ≦６００ｌ≦６００ｌ≦６００ｌ≦６００ｌ≦６００ｌ≦６００

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

lololololololo

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

lololololololo
lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/62lo/32lo/32lo/32lo/32lo/32lo/32lo/3lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6 7lo/127lo/127lo/127lo/127lo/127lo/127lo/12 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

lololololololo lololololololo

連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端外端外端外端外端外端外端外端 連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端
lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2

L2(定着)L2(定着)L2(定着)L2(定着)L2(定着)L2(定着)L2(定着)
L2L2L2L2L2L2L2

20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)

Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

L2L2L2L2L2L2L2

余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb
L2L2L2L2L2L2L2

余長余長余長余長余長余長余長

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb

Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※ Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※Ｌ3h※

継手Ｌ1継手Ｌ1継手Ｌ1継手Ｌ1継手Ｌ1継手Ｌ1継手Ｌ1

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)受け筋(D13)
余長余長余長余長余長余長余長

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3 余長余長余長余長余長余長余長

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋
配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋

受け筋Ｄ１３受け筋Ｄ１３受け筋Ｄ１３受け筋Ｄ１３受け筋Ｄ１３受け筋Ｄ１３受け筋Ｄ１３

ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

Ｄ１３（ｌ≦１,０００）Ｄ１３（ｌ≦１,０００）Ｄ１３（ｌ≦１,０００）Ｄ１３（ｌ≦１,０００）Ｄ１３（ｌ≦１,０００）Ｄ１３（ｌ≦１,０００）Ｄ１３（ｌ≦１,０００）
Ｄ１６（ｌ＞１,０００）Ｄ１６（ｌ＞１,０００）Ｄ１６（ｌ＞１,０００）Ｄ１６（ｌ＞１,０００）Ｄ１６（ｌ＞１,０００）Ｄ１６（ｌ＞１,０００）Ｄ１６（ｌ＞１,０００）

受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋

柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁

Ｄ≦１００Ｄ≦１００Ｄ≦１００Ｄ≦１００Ｄ≦１００Ｄ≦１００Ｄ≦１００

ＤＤＤＤＤＤＤ

二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4
Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)

１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長

Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※Ｌa※

梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。

帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋

重ねたものとする。重ねたものとする。重ねたものとする。重ねたものとする。重ねたものとする。重ねたものとする。重ねたものとする。
太い鉄筋又は同径のものを２本太い鉄筋又は同径のものを２本太い鉄筋又は同径のものを２本太い鉄筋又は同径のものを２本太い鉄筋又は同径のものを２本太い鉄筋又は同径のものを２本太い鉄筋又は同径のものを２本
帯筋は、一般の帯筋より１サイズ帯筋は、一般の帯筋より１サイズ帯筋は、一般の帯筋より１サイズ帯筋は、一般の帯筋より１サイズ帯筋は、一般の帯筋より１サイズ帯筋は、一般の帯筋より１サイズ帯筋は、一般の帯筋より１サイズ
上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。　　　２．破線は柱内定着の場合を示す。
（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は柱内定着の場合を示す。
　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。　　　２．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。
（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。（注）１．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。　　　※　Ｌａの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。

４．４．２　片持ち梁４．４．２　片持ち梁４．４．２　片持ち梁４．４．２　片持ち梁４．４．２　片持ち梁４．４．２　片持ち梁４．４．２　片持ち梁

（１）先端に小梁のない場合（１）先端に小梁のない場合（１）先端に小梁のない場合（１）先端に小梁のない場合（１）先端に小梁のない場合（１）先端に小梁のない場合（１）先端に小梁のない場合

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

lolololololololololololololo
lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2

lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6
lololololololo

2lo/32lo/32lo/32lo/32lo/32lo/32lo/3

lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6

lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2lo/2

ｌｌｌｌｌｌｌ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ ２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３

ｌｌｌｌｌｌｌ

１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ ２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３２ｌ／３

余長余長余長余長余長余長余長
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2
ＬＬＬＬＬＬＬ

Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2Ｌ3h※2

L2L2L2L2L2L2L2

Ｌa※1Ｌa※1Ｌa※1Ｌa※1Ｌa※1Ｌa※1Ｌa※1

ＬＬＬＬＬＬＬ

　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。
　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。
　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。
（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。（注）１．図示のない事項は、大ばりの項による。

　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。　　　４．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。
　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。　　　３．継手中心位置は下図の斜線部分とする。
　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。　　　２．図示のない事項は、基礎梁及び大ばりの項による。
（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。

　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　　※　Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。（注）（　）内は、土圧等を受ける壁等で、５.１（２）の場合を示す。

　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。
　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。
（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。

　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。　　　２．配力筋下端筋継手中心はＡ、Ｂ部分をさけること。
（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。（注）１．主筋下端筋継手中心はＢ、Ｄ部分をさけること。

６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）６．２．２　片持ちスラブ（出隅部）

垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合

出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋
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及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。
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２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径
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２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３
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出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部
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（２）先端に壁が付く場合（２）先端に壁が付く場合（２）先端に壁が付く場合（２）先端に壁が付く場合（２）先端に壁が付く場合（２）先端に壁が付く場合（２）先端に壁が付く場合

　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。　　　２．スラブに段差のない場合、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。
（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ1定着する。
（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。（注）１．ｌ1≧ｌ2とする。

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

ｌ1／２ｌ1／２ｌ1／２ｌ1／２ｌ1／２ｌ1／２ｌ1／２
一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋

RC構造配筋標準図_RC-2(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-2(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-2(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-2(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-2(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-2(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-2(260601改定)

倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか

建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事建築工事

一級建築士 第370761号一級建築士 第370761号一級建築士 第370761号一級建築士 第370761号一級建築士 第370761号一級建築士 第370761号一級建築士 第370761号
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綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体綜企画・倉敷構造設計共同体

設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当設 計 担 当 令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成令和7年9月作成
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－２鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－２鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－２鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－２鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－２鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－２鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－２
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６．３　スラブ開口部の補強６．３　スラブ開口部の補強６．３　スラブ開口部の補強６．３　スラブ開口部の補強６．３　スラブ開口部の補強６．３　スラブ開口部の補強６．３　スラブ開口部の補強 ７．２　補強の形式と種類７．２　補強の形式と種類７．２　補強の形式と種類７．２　補強の形式と種類７．２　補強の形式と種類７．２　補強の形式と種類７．２　補強の形式と種類

§８　階段の配筋§８　階段の配筋§８　階段の配筋§８　階段の配筋§８　階段の配筋§８　階段の配筋§８　階段の配筋

８．１　片持スラブ形階段の基準配筋８．１　片持スラブ形階段の基準配筋８．１　片持スラブ形階段の基準配筋８．１　片持スラブ形階段の基準配筋８．１　片持スラブ形階段の基準配筋８．１　片持スラブ形階段の基準配筋８．１　片持スラブ形階段の基準配筋

二辺固定スラブ形階段配筋(その２)二辺固定スラブ形階段配筋(その２)二辺固定スラブ形階段配筋(その２)二辺固定スラブ形階段配筋(その２)二辺固定スラブ形階段配筋(その２)二辺固定スラブ形階段配筋(その２)二辺固定スラブ形階段配筋(その２)

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋 縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋 横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋 上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

4-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D22

4-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D19

Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１

Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２

Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３

Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４

Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５

Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６

Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７

な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13

な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 3-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D13

Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋

配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２

配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図

配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４

配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図

片持スラブ形階段の基準配筋片持スラブ形階段の基準配筋片持スラブ形階段の基準配筋片持スラブ形階段の基準配筋片持スラブ形階段の基準配筋片持スラブ形階段の基準配筋片持スラブ形階段の基準配筋

片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着

配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別

ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１

ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２

ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３

ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４

ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５

ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６

ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７

二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋

上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）

Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠

Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠

Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３、Ｄ１６－１５０＠

Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠

Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠

Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠

二辺固定スラブ形階段配筋(その１)二辺固定スラブ形階段配筋(その１)二辺固定スラブ形階段配筋(その１)二辺固定スラブ形階段配筋(その１)二辺固定スラブ形階段配筋(その１)二辺固定スラブ形階段配筋(その１)二辺固定スラブ形階段配筋(その１)

配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋

種別種別種別種別種別種別種別

（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。
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Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2
Ｌ2
Ｌ2Ｌ2Ｌ2
Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３ Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠

lololololololo

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb

Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3余長余長余長余長余長余長余長

ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。（注）１．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。　　　２．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、１.４.１（２）のＬ3とする。

Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０

Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０

ｔｔｔｔｔｔｔ

１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０

ｔｔｔｔｔｔｔ
Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠

余長余長余長余長余長余長余長

（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）１．右図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。　　 ※　Ｌ2hを確保できない場合は、１.４.２によることができる。

下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し 上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し

側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し 二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し

Ｈ≦７０の場合Ｈ≦７０の場合Ｈ≦７０の場合Ｈ≦７０の場合Ｈ≦７０の場合Ｈ≦７０の場合Ｈ≦７０の場合 ７０＜Ｈ≦１５０の場合７０＜Ｈ≦１５０の場合７０＜Ｈ≦１５０の場合７０＜Ｈ≦１５０の場合７０＜Ｈ≦１５０の場合７０＜Ｈ≦１５０の場合７０＜Ｈ≦１５０の場合

控壁の配筋(水平、垂直とも)控壁の配筋(水平、垂直とも)控壁の配筋(水平、垂直とも)控壁の配筋(水平、垂直とも)控壁の配筋(水平、垂直とも)控壁の配筋(水平、垂直とも)控壁の配筋(水平、垂直とも) 壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋

打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分
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ｂｂｂｂｂｂｂａ１ａ１ａ１ａ１ａ１ａ１ａ１

よるよるよるよるよるよるよる
別図３.２（ｃ）に別図３.２（ｃ）に別図３.２（ｃ）に別図３.２（ｃ）に別図３.２（ｃ）に別図３.２（ｃ）に別図３.２（ｃ）に

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔

あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、

腹筋は、標準仕様書腹筋は、標準仕様書腹筋は、標準仕様書腹筋は、標準仕様書腹筋は、標準仕様書腹筋は、標準仕様書腹筋は、標準仕様書

ａａａａａａａ

打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分
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ＨＨＨＨＨＨＨ

５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ

ＨＨＨＨＨＨＨ

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３ Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

３５０ｍｍ３５０ｍｍ３５０ｍｍ３５０ｍｍ３５０ｍｍ３５０ｍｍ３５０ｍｍ

（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。（注）１．１５０mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。

Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13

ｔｔｔｔｔｔｔ

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16

コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁

Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10
Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠

800800800800800800800

Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠

コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁

コンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さ

（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．壁の打増し幅(a)が５０mm以上の場合の補強を示す。

Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10

　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。
（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．梁の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。

　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。

　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。　　　３．軸方向の補強間隔は３００mm以下とする。

（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。（注）１．柱の打増し幅(a、a1、a2)が７０mm以上の場合の補強を示す。

二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し

打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分
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Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

ａ2ａ2ａ2ａ2ａ2ａ2ａ2

ａ1ａ1ａ1ａ1ａ1ａ1ａ1Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下

３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下

３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下

３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下

３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下

３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下

３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下３００以下

同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔

帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、

（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強（１）スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は、スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強

　　し、隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。　　し、隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。　　し、隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。　　し、隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。　　し、隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。　　し、隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。　　し、隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３(ｌ＝２Ｌ１)シングルを上下筋の内側に配筋する。

（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋で（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋で（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋で（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋で（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋で（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋で（２）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋で

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

ｎ２本ｎ２本ｎ２本ｎ２本ｎ２本ｎ２本ｎ２本開口開口開口開口開口開口開口

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1 ｎ２ｎ２ｎ２ｎ２ｎ２ｎ２ｎ２

２２２２２２２
本本本本本本本

ｎ１本ｎ１本ｎ１本ｎ１本ｎ１本ｎ１本ｎ１本

本本本本本本本

２２２２２２２
ｎ１ｎ１ｎ１ｎ１ｎ１ｎ１ｎ１

　　きる場合は、補強を省略することができる。　　きる場合は、補強を省略することができる。　　きる場合は、補強を省略することができる。　　きる場合は、補強を省略することができる。　　きる場合は、補強を省略することができる。　　きる場合は、補強を省略することができる。　　きる場合は、補強を省略することができる。

６．４　その他の補強６．４　その他の補強６．４　その他の補強６．４　その他の補強６．４　その他の補強６．４　その他の補強６．４　その他の補強

６．５　増築予定がある場合６．５　増築予定がある場合６．５　増築予定がある場合６．５　増築予定がある場合６．５　増築予定がある場合６．５　増築予定がある場合６．５　増築予定がある場合

６．４．１　屋根スラブ６．４．１　屋根スラブ６．４．１　屋根スラブ６．４．１　屋根スラブ６．４．１　屋根スラブ６．４．１　屋根スラブ６．４．１　屋根スラブ

屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

６．４．２　壁付きスラブ６．４．２　壁付きスラブ６．４．２　壁付きスラブ６．４．２　壁付きスラブ６．４．２　壁付きスラブ６．４．２　壁付きスラブ６．４．２　壁付きスラブ

（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。（１）スラブに上端筋がなく、壁が付いている場合には、下図により補強筋を入れる。

６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強６．４．３　土間スラブ、土間コンクリートの打継ぎ補強

（１）土間スラブの打継ぎ補強（１）土間スラブの打継ぎ補強（１）土間スラブの打継ぎ補強（１）土間スラブの打継ぎ補強（１）土間スラブの打継ぎ補強（１）土間スラブの打継ぎ補強（１）土間スラブの打継ぎ補強 （２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋（２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋（２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋（２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋（２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋（２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋（２）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1（１）縦手長さＬ＝Ｌ1＋０．５Ｌ1

（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。（２）増築取合せ部分の床主筋は増築用床まで延長することなく梁にアンカーする。

（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。（３）右図ハッチ部分はラスモルタルとし現場の状況に応じて指示する。

ＬＬＬＬＬＬＬ

土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３ ａａａａａａａＤ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３ａａａａａａａ ａａａａａａａａａａａａａａ Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部 中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部

下端のみ通し筋下端のみ通し筋下端のみ通し筋下端のみ通し筋下端のみ通し筋下端のみ通し筋下端のみ通し筋

５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)

５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)５－Ｄ１０(ｌ＝１,５００)

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３
Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横 Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横Ｄ１０－２００＠縦横

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００ｌ＝１,３００

同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔

スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、
補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

び間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせる

（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブと（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブと（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブと（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブと（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブと（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブと（注）１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブと

　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。　　　２．aが３００mm以下の場合に限る。
　　　　して、梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。　　　　して、梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。　　　　して、梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。　　　　して、梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。　　　　して、梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。　　　　して、梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。　　　　して、梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。

§７　梁貫通孔補強§７　梁貫通孔補強§７　梁貫通孔補強§７　梁貫通孔補強§７　梁貫通孔補強§７　梁貫通孔補強§７　梁貫通孔補強

７．１　一般事項７．１　一般事項７．１　一般事項７．１　一般事項７．１　一般事項７．１　一般事項７．１　一般事項

梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。梁貫通孔の補強はこの標準配筋により，孔の形状寸法および配筋種別は特記する。

（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。（１）孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。（３）孔は、柱面から、原則として、１.５Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。

　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。

（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。（４）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。（５）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。（６）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。

（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。（８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０mm以上とする。

（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。（９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３Φのリング筋を取り付ける。

　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　　なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中止とする。

Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形

上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋
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下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋 下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋

上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋
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（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲に設けてはならない。（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲に設けてはならない。（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲に設けてはならない。（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲に設けてはならない。（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲に設けてはならない。（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲に設けてはならない。（２）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より１／３Ｄの範囲に設けてはならない。

（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部（７）孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部

　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　
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Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０

Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０
Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠Ｄ１０－３００＠
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Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3Ｌ3

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０
ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb
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§９　その他の補強§９　その他の補強§９　その他の補強§９　その他の補強§９　その他の補強§９　その他の補強§９　その他の補強

９．１　柱の打増し補強９．１　柱の打増し補強９．１　柱の打増し補強９．１　柱の打増し補強９．１　柱の打増し補強９．１　柱の打増し補強９．１　柱の打増し補強

９．２　梁の打増し補強９．２　梁の打増し補強９．２　梁の打増し補強９．２　梁の打増し補強９．２　梁の打増し補強９．２　梁の打増し補強９．２　梁の打増し補強

９．３　壁の打増し補強９．３　壁の打増し補強９．３　壁の打増し補強９．３　壁の打増し補強９．３　壁の打増し補強９．３　壁の打増し補強９．３　壁の打増し補強

９．４　段差のあるスラブの補強９．４　段差のあるスラブの補強９．４　段差のあるスラブの補強９．４　段差のあるスラブの補強９．４　段差のあるスラブの補強９．４　段差のあるスラブの補強９．４　段差のあるスラブの補強

９．５　コンクリートブロック帳壁との取合い９．５　コンクリートブロック帳壁との取合い９．５　コンクリートブロック帳壁との取合い９．５　コンクリートブロック帳壁との取合い９．５　コンクリートブロック帳壁との取合い９．５　コンクリートブロック帳壁との取合い９．５　コンクリートブロック帳壁との取合い

８．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋８．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋８．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋８．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋８．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋８．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋８．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋

RC構造配筋標準図_RC-3(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-3(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-3(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-3(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-3(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-3(260601改定)RC構造配筋標準図_RC-3(260601改定)

倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課倉敷市建設局建築部公共建築課

倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか倉敷市立倉敷第一中学校校舎増築ほか
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－３鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－３鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－３鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－３鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－３鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－３鉄筋コンクリート構造配筋標準図ＲＣ－３
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※アンカーを設置する際は、鉄筋探査を行うこと
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床接合部詳細図　1;10

75 75

1
50

(埋込長さ8da以上)(有効定着長さ12da以上)

頭付接着系ｱﾝｶｰ 2-D13@200

頭付接着系ｱﾝｶｰ 2-D13@200
CS11

配力筋方向 D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)
主筋方向　 D10@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

CS12'

150 700 700 700 700 700 150

配力筋方向 D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)
主筋方向　 D10@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

CS12'

配力筋方向 D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)
主筋方向　 D10@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

CS12'

EXP.J

7070

L
2

L2

D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)(ﾀﾃ･ﾖｺ共)

22
0

1-D13

8
0
0

目荒し 目荒し
a

(有効定着長さ45da以上)
(埋込長さ12da以上)

頭付接着系ｱﾝｶｰ 4-D19
(埋込長さ12da以上)
頭付接着系ｱﾝｶｰ 4-D19

(有効定着長さ45da以上)

W10

1
0
0

2
5
0

1
0
0
15

0

15
0

2-D13

1-D13

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

250150

配力筋方向:D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)
主筋方向:D10@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

c

目荒し

1-D13

L3

床貫通ﾎﾞﾙﾄ 11-M16(SS400)(@350)

床貫通ﾎﾞﾙﾄ 11-M16(SS400)(@350)

床貫通ﾎﾞﾙﾄ 11-M16(SS400)(@350)

床貫通ﾎﾞﾙﾄ 11-M16(SS400)(@350)　DN締め L=30d(ﾌｯｸ付)

床貫通ﾎﾞﾙﾄ 11-M16(SS400)(@350)　DN締め L=30d(ﾌｯｸ付)

12d12d

12d 12d

12d12d

管理棟･渡り廊下2
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外廊下・管理特別教室棟
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外廊下・管理特別教室棟

Ａ通り13-14間 外廊下ｽﾗﾌﾞ詳細図　1:40

Ａ通り外廊下スラブ 改修詳細図

15
4,500 4,500

12

1
,
8
0
0

1
9
0

8
0
0

・
管
理

特
別
教

室
棟

外
廊
下

・
管

理
棟

渡
り

廊
下

2

RS-006

三
宅


